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(57)【要約】
【課題】ラベルを簡単に取り付け、取り外しできるとと
もに、不正行為が行われないようにラベルを取り付けで
きる遊技機を提供すること。
【解決手段】　ラベル貼着部材２００の弾性係止片２０
２～２０５を各貫通孔２１２～２１５に前面側から差し
込み、係止爪２０２ａ～２０５ａを各貫通孔２１２～２
１５の開口側縁背面に弾性的に係止させることで、ラベ
ル貼着部材２００を貼着部材取付凹部５２４に取り付け
た後、貼着部材取付凹部５２４の背面側に不正防止部材
２２０を取り付けることで、各弾性係止片２０２～２０
５における係止爪２０２ａ～２０５ａの反対側面に各規
制片２５２～２５５が当接して各弾性係止片２０２～２
０５の弾性変形が規制されて係止解除不可となるととも
に、各貫通孔２１２～２１５の背面が不正防止部材２２
０により被覆され、針金等の不正部材の進入が防止され
る。
【選択図】図２６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技機本体と、該遊技機本体の前面を開閉可能に設けられる前面扉と、を備える遊技機
であって、
　当該遊技機に関連する遊技機情報が表示されたラベルと、
　透光性を有する透光部を有し、該透光部の背面に前記遊技機情報を対向させた状態で前
記ラベルが貼着されるラベル貼着部材と、
　前記前面扉の前面に設けられ、前記ラベル貼着部材が取り付けられる貼着部材取付部と
、
　前記前面扉に形成される貫通孔と、
　前記ラベル貼着部材の背面における前記貫通孔に対応する位置に突設され、前記貫通孔
を挿通可能な長さ寸法を有するとともに、前記前面扉の背面に設けられた被係止部に係止
可能な係止部が形成された弾性係止片と、
　前記前面扉の背面に、前記貫通孔に挿通された前記弾性係止片における前記係止部の反
対側面に当接または近接して配置され、前記係止部の係止解除方向への移動を規制する規
制部と、
　前記前面扉の背面に、前記貫通孔を被覆するように配置される被覆部と、
　を備える、
　ことを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機本体と、該遊技機本体の前面を開閉可能に設けられる前面扉と、を備
える遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スロットマシンやパチンコ遊技機等の遊技機は、例えば遊技機の性能や仕様を超える遊
技価値を取得することを防止するために、遊技機メーカーは、市場に供給する前に第三者
機関による検査を受け、遊技機の性能や仕様が法令等により定められた規則に適合してい
ることの認定を受ける必要があり、このような規則に適合していることを証する証紙を表
示したり、また、第三者の特許権等の実施許諾を受けていることや、台の製造番号等の遊
技機に関連する遊技機情報が記された証紙等を表示することもある。
【０００３】
　この種の証紙等のラベルは、一般的には遊技機の出荷時等において、第三者が容易に剥
離できないように粘着性の高い接着剤等を用いて遊技機メーカーが貼着するが、遊技機に
一旦貼着すると、機種変更する場合や、ラベルを誤った遊技機に貼着してしまった場合等
には、ラベルをその都度剥離しなければならず、手間がかかるといった問題があった。
【０００４】
　そこで、印刷面側に接着剤層が形成されたラベルを透明プレートの背面側から貼着し、
この透明プレートを、遊技機の前面扉におけるメダル払出口プレートに形成した貫通窓に
背面側から嵌合して取り付け、透明プレートを透して遊技機の前面側から印刷面を視認で
きるようにしたものがあった（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－１０５３７９号公報（第９頁、第４－５図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１に記載のラベルにあっては、前面扉を開放しない限りラ



(3) JP 2014-166318 A 2014.9.11

10

20

30

40

50

ベルを不正に取り外すことはできないが、払出口プレートに透明プレートを嵌合するため
の貫通窓が形成されているため、貫通窓と該貫通窓に嵌合された透明プレートとの間の隙
間から針金等の不正部材を挿入したり、透明プレート及びラベルを破って不正部材を挿入
して不正行為が行われる危険性が高くなるという問題があった。
【０００７】
　本発明は、このような問題点に着目してなされたもので、ラベルを簡単に取り付け、取
り外しできるとともに、不正行為が行われないようにラベルを取り付けできる遊技機を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を解決するために、本発明の請求項１に記載の遊技機は、
　遊技機本体（筐体１ａ）と、該遊技機本体の前面を開閉可能に設けられる前面扉（１ｂ
）と、を備える遊技機（スロットマシン１）であって、
　当該遊技機に関連する遊技機情報（遊技機の型式や製造業者名、製造番号、製造年月日
等）が表示されたラベル（２０１ａ，２０１ｂ）と、
　透光性を有する透光部（透光板２００ａ）を有し、該透光部の背面（２００ｃ）に前記
遊技機情報を対向させた状態で前記ラベルが貼着されるラベル貼着部材（２００）と、
　前記前面扉の前面に設けられ、前記ラベル貼着部材が取り付けられる貼着部材取付部（
貼着部材取付凹部５２４）と、
　前記前面扉に形成される貫通孔（２１２～２１５）と、
　前記ラベル貼着部材の背面（２００ｃ）における前記貫通孔に対応する位置に突設され
、前記貫通孔を挿通可能な長さ寸法を有するとともに、前記前面扉の背面に設けられた被
係止部（貫通孔２１２～２１５の開口縁）に係止可能な係止部（係止爪２０２ａ，２０３
ａ、２０４ａ，２０５ａ）が形成された弾性係止片（上弾性係止片２０２，２０３、下弾
性係止片２０４，２０５）と、
　前記前面扉の背面に、前記貫通孔に挿通された前記弾性係止片における前記係止部の反
対側面に当接または近接して配置され、前記係止部の係止解除方向への移動（弾性変形）
を規制する規制部（不正防止部材２２０の規制片２５２～２５５）と、
　前記前面扉の背面に、前記貫通孔を被覆するように配置される被覆部（不正防止部材２
２０の背面壁２２０ａ、左側壁２２０ｂ、右側壁２２０ｃ、上壁２２０ｄ、下壁２２０ｅ
）と、
　を備える、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、ラベル貼着部材は、弾性係止片を前面扉の前面側から貫通孔に差し
込むだけで貼着部材取付部に簡単に取り付けることができるばかりか、取付状態において
係止部は前面扉の背面側にて係止され、しかも規制部により係止解除方向への移動が規制
されることで、前面扉の前面側から係止状態を解除して取り外すことが極めて困難となる
。また、前面扉の前面にラベル貼着部材を嵌合させる大きな貫通孔を形成する必要がない
ばかりか、ラベル貼着部材を不正に取り外して貫通孔から針金等の不正部材を進入させて
も、被覆部により不正部材の進入が阻止されるため、遊技機本体に設けられる遊技部品等
に対する不正行為を抑制することができる。
　尚、近接とは、前記係止部が前記被係止部への係止状態を解除するのに必要な移動距離
の範囲内であることが好ましい。
【０００９】
　本発明の請求項２に記載の遊技機は、請求項１に記載の遊技機であって、
　前記規制部（不正防止部材２２０の規制片２５２～２５５）及び前記被覆部（不正防止
部材２２０の背面壁２２０ａ、左側壁２２０ｂ、右側壁２２０ｃ、上壁２２０ｄ、下壁２
２０ｅ）は、前記前面扉（１ｂ）の背面における前記貼着部材取付部（貼着部材取付凹部
５２４）に対応する位置に着脱自在に取り付けられる単一の部材（不正防止部材２２０）
に形成されている、
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　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、規制部と被覆部とを前面扉の背面に対して一度に取り付け、取り外
しできる。
【００１０】
　本発明の請求項３に記載の遊技機は、請求項１または２に記載の遊技機であって、
　前記係止部（係止爪２０２ａ，２０３ａ、２０４ａ，２０５ａ）は前記弾性係止片（上
弾性係止片２０２，２０３、下弾性係止片２０４，２０５）に突設され、
　前記弾性係止片は、第１弾性係止片（下弾性係止片２０４，２０５）と、前記係止部（
係止爪２０２ａ，２０３ａ）が該第１弾性係止片の係止部（係止爪２０４ａ，２０５ａ）
の突出方向に対して略直交する方向に突出する第２弾性係止片（上弾性係止片２０２，２
０３）と、を含む、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、第１弾性係止片及び第２弾性係止片の係止部の係止状態を解除する
には、第１弾性係止片及び第２弾性係止片双方をそれぞれ異なる方向に同時に弾性変形さ
せなければならないため、取り外しが困難となる。
【００１１】
　本発明の請求項４に記載の遊技機は、請求項１～３のいずれかに記載の遊技機であって
、
　前記第１弾性係止片（下弾性係止片２０４，２０５）は、前記第２弾性係止片（上弾性
係止片２０２，２０３）よりも下方位置に設けられ、前記係止部（係止爪２０４ａ，２０
５ａ）が下方に向けて突設されている、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、第１弾性係止片を貫通孔に差し込んだ状態で該第１弾性係止片を支
点としてラベル貼着部材を回動させれば、第２弾性係止片が貫通孔に差し込まれるため、
取付作業が容易になる。
【００１２】
　本発明の請求項５に記載の遊技機は、請求項１～４のいずれかに記載の遊技機であって
、
　前記規制部（不正防止部材２２０の規制片２５２～２５５）は金属材にて形成されてい
る（変形例）、
　を備える、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、規制部を熱溶解させることにより規制を解除するといった不正行為
を抑制できる。
【００１３】
　本発明の請求項６に記載の遊技機は、請求項１～５のいずれかに記載の遊技機であって
、
　前記貫通孔（２１２～２１５）は、前記貼着部材取付部（貼着部材取付凹部５２４）の
周縁よりも内側に形成され（図２６参照）、
　前記弾性係止片（上弾性係止片２０２，２０３、下弾性係止片２０４，２０５）は、前
記ラベル貼着部材の背面（２００ｃ）における周縁よりも内側に突設され、前記係止部（
係止爪２０２ａ，２０３ａ、２０４ａ，２０５ａ）が外向きに突設される（図２４参照）
、
　を備える、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、ラベル貼着部材が貼着部材取付部に取り付けられた状態において、
貫通孔がラベル貼着部材により前面側から確実に被覆されるので、前面扉の前面側から貫
通孔に針金等の不正部材を進入させにくくすることができる。
【００１４】
　本発明の請求項７に記載の遊技機は、請求項２～６のいずれかに記載の遊技機であって
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、
　前記単一の部材（不正防止部材２２０）は、前記貼着部材取付部（貼着部材取付凹部５
２４）よりも面積が大きく、前面に前記規制部としてのリブ（規制片２５２～２５５）が
前記弾性係止片（上弾性係止片２０２，２０３、下弾性係止片２０４，２０５）に対して
直交するように突設された背面壁（背面壁２２０ａ）と、該背面壁の周縁から前面側に連
設された周壁（左側壁２２０ｂ、右側壁２２０ｃ、上壁２２０ｄ、下壁２２０ｅ）と、に
より前記被覆部を構成する、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、被覆部が背面壁と周壁とにより前面が開口する箱状に構成され、こ
れにより貫通孔だけでなく該貫通孔から前面扉の背面側に突出した弾性係止片を含めて背
面側から被覆できることで、弾性係止片を貫通させる孔等がない被覆部を構成することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明を適用したスロットマシンの正面図である。
【図２】スロットマシンの内部構造図である。
【図３】前面扉を示す背面図である。
【図４】スロットマシンの構成を示すブロック図である。
【図５】（ａ）はスロットマシンを示す左側面図であり、（ｂ）はスロットマシンを示す
右側面図である。
【図６】（ａ）はスロットマシンを示す平面図であり、（ｂ）はスロットマシンを示す底
面図である。
【図７】スロットマシンを示す背面図である。
【図８】（ａ）～（ｃ）は演出装置ユニットの各種状態を示す概略図であり、（ｄ）は（
ａ）のＡ－Ａ断面図である。
【図９】筐体の内部構造を示す分解斜視図である。
【図１０】リールユニットを示す六面図である。
【図１１】リールユニットを示す斜視図である。
【図１２】リールユニットを示す分解斜視図である。
【図１３】各リールの構造を示す分解斜視図である。
【図１４】リール中継基板ケースを示す分解斜視図である。
【図１５】（ａ）はリール中継基板ケースがリールボックスの上面に取り付けられた状態
を示す要部断面図であり、（ｂ）（ｃ）は（ａ）の要部拡大断面図である。
【図１６】リールユニットが筺体に取り付けられた状態を示す概略断面図である。
【図１７】前面扉の前面構造を示す分解斜視図である。
【図１８】下部パネルユニットの下躯体に対する取り付け状況を示す分解斜視図である。
【図１９】（ａ）は下部パネルの正面図であり、（ｂ）は下部パネルの背面図であり、（
ｃ）は下部パネルの左側面図である。
【図２０】（ａ）は取付パネルを示す正面図であり、（ｂ）は取付パネルを示す背面図で
ある。
【図２１】下パネル基板の取付状況を示す斜視図である。
【図２２】下部パネルユニットを取付凹部に取り付けた状態を示す段面図である。
【図２３】（ａ）は図２０のＢ－Ｂ断面図であり、（ｂ）は図２０のＣ－Ｃ断面図である
。
【図２４】（ａ）はラベル貼着部材を示す正面図であり、（ｂ）は右側面図、（ｃ）は平
面図である。
【図２５】（ａ）は不正防止部材を示す正面図であり、（ｂ）は不正防止部材を示す背面
図であり、（ｃ）は不正防止部材を示す右側面図であり、（ｄ）は不正防止部材を示す平
面図である。
【図２６】ラベル貼着部材及び不正防止部材の取付状態を示す斜視図である。
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【図２７】不正防止部材を示す縦断面図である。
【図２８】（ａ）は図２７のＤ－Ｄ断面図であり、（ｂ）は図２７のＥ－Ｅ断面図である
。
【図２９】前面扉の下躯体の背面構造を示す分解斜視図である。
【図３０】前面扉の上躯体及び下躯体の背面構造を示す分解斜視図である。
【図３１】メダルシュートを示す六面図である。
【図３２】（ａ）はメダルセレクタ及びメダルシュートを示す斜視図であり、（ｂ）はメ
ダルセレクタ取付部材及びメダルシュートを示す斜視図である。
【図３３】メダルセレクタ及びメダルシュートを示す正面図である。
【図３４】メダルセレクタ及びメダルシュートを示す右側面図である。
【図３５】（ａ）はメダルシュートを示す平面図であり、（ｂ）はメダルシュートを示す
左側面図であり、（ｃ）はメダルシュートを示す正面図である。
【図３６】（ａ）はメダルシュートによりメダルが誘導される状況を示す平面図であり、
（ｂ）はメダルシュートにおけるメダルの転動軌跡を示す平面図である。
【図３７】（ａ）は図３６（ａ）のＦ－Ｆ断面図であり、（ｂ）は図３６（ａ）のＧ－Ｇ
断面図であり、（ｃ）は図３６（ａ）のＨ－Ｈ断面図である。
【図３８】変形例としての誘導立面を示すメダルシュートの左側断面図である。
【図３９】メダルセレクタ、メダルシュート、メダル通路部材、ホッパータンクの配置位
置関係を示す概略図である。
【図４０】図３９の側面図である。
【図４１】（ａ）はストップスイッチユニットを示す正面図であり、（ｂ）は右側面図、
（ｃ）は平面図である。
【図４２】ストップスイッチユニットの内部構造を示す分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明の実施例を図面に基づいて以下に説明する。
【実施例】
【００１７】
　本発明が適用された遊技機の一例であるスロットマシンの実施例を図面にもとづいて説
明する。図１は、本発明を適用したスロットマシンの正面図である。図２は、スロットマ
シンの内部構造図である。図３は、前面扉を示す背面図である。図４は、スロットマシン
の構成を示すブロック図である。尚、以下においては、スロットマシンの正面図である図
１の左側を左側、右側を右側、上側を上側、下側を下側、手前側を前面側、奥側を背面側
として説明する。
【００１８】
　まず、本実施例のスロットマシン１の概略を説明すると、図１～図３に示すように、ス
ロットマシン１は、前面が開口する箱状に形成された筐体１ａ（図２参照）と、この筐体
１ａの左側辺に回動自在に枢支された前面扉１ｂ（図３参照）と、から構成されている。
【００１９】
　筐体１ａの内部には、図２に示すように、外周に複数種の図柄が配列されたリール２Ｌ
，２Ｃ，２Ｒ（以下、左リール、中リール、右リール）が水平方向に並設されており、図
１に示すように、これらリール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒに配列された図柄のうち連続する３つの
図柄が前面扉１ｂに設けられた透視窓３から見えるように配置されている。
【００２０】
　リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒそれぞれの外周面には、例えば「黒７」、「白７」、「ＢＡＲ
」、「リプレイ」、「ベル」、「スイカ」（図示略）、「チェリー」、「オレンジ」、「
ブドウ」（図示略）、「プラム」といった互いに識別可能な複数種類の図柄が所定の順序
で、それぞれ２１個ずつ描かれている。リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒの外周部に描かれた図柄
は、透視窓３において各々上中下三段に表示される。
【００２１】
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　各リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒは、各々対応して設けられるリールモータ３２Ｌ，３２Ｃ，
３２Ｒ（図４参照）によって回転させることで、各リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒの図柄が透視
窓３に連続的に変化しつつ表示されるとともに、各リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒの回転を停止
させることで、透視窓３に３つの連続する図柄が表示結果として導出表示されるようにな
っている。
【００２２】
　リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒの内側には、図２に示すように、リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒそれ
ぞれに対して、基準位置を検出するリールセンサ３３Ｌ，３３Ｃ，３３Ｒ（図４参照）と
、リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒを背面から照射するリールＬＥＤ５５（図４参照）と、が設け
られている。また、リールＬＥＤ５５は、リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒの連続する３つの図柄
に対応する１２のＬＥＤからなり、各図柄をそれぞれ独立して照射可能とされている。
【００２３】
　前面扉１ｂにおける各リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒに対応する位置には、リール２Ｌ，２Ｃ
，２Ｒを前面側から透視可能とする横長長方形状の透視窓３が設けられており、該透視窓
３を介して遊技者側から各リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒが視認できるようになっている。
【００２４】
　前面扉１ｂには、メダルを投入可能なメダル投入部４、メダルが払い出されるメダル払
出口９、クレジット（遊技者所有の遊技用価値として記憶されているメダル数）を用いて
、その範囲内において遊技状態に応じて定められた規定数の賭数のうち最大の賭数（本実
施例では後述するレギュラーボーナス（以下、ＲＢと略称する）では２、ＲＢ以外の遊技
状態では３）を設定する際に操作されるＭＡＸＢＥＴスイッチ６、クレジットとして記憶
されているメダル及び賭数の設定に用いたメダルを精算する（クレジット及び賭数の設定
に用いた分のメダルを返却させる）際に操作される精算スイッチ１０、ゲームを開始する
際に操作されるスタートスイッチ７、リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒの回転を各々停止する際に
操作されるストップスイッチ８Ｌ，８Ｃ，８Ｒが遊技者により操作可能にそれぞれ設けら
れている。
【００２５】
　また、前面扉１ｂには、クレジットとして記憶されているメダル枚数が表示されるクレ
ジット表示器１１、入賞の発生により払い出されたメダル枚数やエラー発生時にその内容
を示すエラーコード等が表示される遊技補助表示器１２、賭数が１設定されている旨を点
灯により報知する１ＢＥＴＬＥＤ１４、賭数が２設定されている旨を点灯により報知する
２ＢＥＴＬＥＤ１５、賭数が３設定されている旨を点灯により報知する３ＢＥＴＬＥＤ１
６、メダルの投入が可能な状態を点灯により報知する投入要求ＬＥＤ１７、スタートスイ
ッチ７の操作によるゲームのスタート操作が有効である旨を点灯により報知するスタート
有効ＬＥＤ１８、後述するリプレイゲーム中である旨を点灯により報知するリプレイ中Ｌ
ＥＤ２０、後述するＲＢ中である旨を点灯により報知するＲＢ中ＬＥＤ１９が設けられた
遊技用表示部１３が設けられている。
【００２６】
　ＭＡＸＢＥＴスイッチ６の内部には、該ＭＡＸＢＥＴスイッチ６の操作による賭数の設
定操作が有効である旨を点灯により報知するＢＥＴスイッチ有効ＬＥＤ２１（図４参照）
が設けられており、ストップスイッチ８Ｌ，８Ｃ，８Ｒの内部には、該当するストップス
イッチ８Ｌ，８Ｃ，８Ｒによるリールの停止操作が有効である旨を点灯により報知する左
、中、右停止有効ＬＥＤ２２Ｌ，２２Ｃ，２２Ｒ（図４参照）がそれぞれ設けられている
。
【００２７】
　前面扉１ｂの背面には、図３に示すように、所定のキー操作により後述するエラー状態
及び後述する打止状態を解除するためのリセット操作を検出するリセットスイッチ２３、
後述する設定値の変更中や設定値の確認中にその時点の設定値が表示される設定値表示器
２４、後述のビッグボーナス（以下、ＢＢと略称する）終了時に打止状態（リセット操作
がなされるまでゲームの進行が規制される状態）に制御する打止機能の有効／無効を選択



(8) JP 2014-166318 A 2014.9.11

10

20

30

40

50

するための打止スイッチ３６ａ、後述のビッグボーナス終了時に自動精算処理（クレジッ
トとして記憶されているメダルを遊技者の操作によらず精算（返却）する処理）に制御す
る自動精算機能の有効／無効を選択するための自動精算スイッチ３６ｂ、メダル投入部４
から投入されたメダルの流路を、筐体１ａ内部に設けられた後述のホッパータンク３４ａ
（図２参照）側またはメダル払出口９側のいずれか一方に選択的に切り替えるための流路
切替ソレノイド３０（図４参照）、メダル投入部４から投入され、ホッパータンク３４ａ
側に流下したメダルを検出する投入メダルセンサ３１（図４参照）を有する投入メダルセ
レクタ１３１、前面扉１ｂの開放状態を検出するドア開放検出スイッチ２５が設けられて
いる。
【００２８】
　筐体１ａの内部には、図２に示すように、前述したリール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒ、リールモ
ータ３２Ｌ，３２Ｃ，３２Ｒ、各リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒのリール基準位置をそれぞれ検
出可能なリールセンサ３３Ｌ，３３Ｃ，３３Ｒ（図４参照）からなるリールユニット２、
外部出力信号を出力するための外部出力基板１０００、メダル投入部４から投入されたメ
ダルを貯留するホッパータンク３４ａ、ホッパータンク３４ａに貯留されたメダルをメダ
ル払出口９より払い出すためのホッパーモータ３４ｂ（図４参照）、ホッパーモータ３４
ｂの駆動により払い出されたメダルを検出する払出センサ３４ｃ（図４参照）を備えるホ
ッパーユニット３４、電源ボックス１００が設けられている。
【００２９】
　ホッパーユニット３４の側部には、ホッパータンク３４ａから溢れたメダルが貯留され
るオーバーフロータンク３５が設けられている。オーバーフロータンク３５の内部には、
貯留された所定量のメダルを検出可能な高さに設けられた左右に離間する一対の導電部材
からなる満タンセンサ３５ａが設けられており、導電部材がオーバーフロータンク３５内
に貯留されたメダルを介して接触することにより導電したときに内部に貯留されたメダル
貯留量が所定量以上となったこと、すなわちオーバーフロータンクが満タン状態となった
ことを検出できるようになっている。
【００３０】
　電源ボックス１００の前面には、設定変更状態または設定確認状態に切り替えるための
設定キースイッチ３７、通常時においてはエラー状態や打止状態を解除するためのリセッ
トスイッチとして機能し、設定変更状態においては後述する内部抽選の当選確率（出玉率
）の設定値を変更するための設定スイッチとして機能するリセット／設定スイッチ３８、
電源をｏｎ／ｏｆｆする際に操作される電源スイッチ３９が設けられている。尚、これら
スイッチの前面には開閉扉が設けられており、各スイッチが被覆されるようになっている
。
【００３１】
　本実施例のスロットマシン１においてゲームを行う場合には、まず、メダルをメダル投
入部４から投入するか、あるいはクレジットを使用して賭数を設定する。クレジットを使
用するにはＭＡＸＢＥＴスイッチ６を操作すれば良い。遊技状態に応じて定められた規定
数の賭数が設定されると、入賞ラインＬ１～Ｌ５（図１参照）のうち遊技状態に応じて定
められた入賞ラインが有効となり、スタートスイッチ７の操作が有効な状態、すなわち、
ゲームが開始可能な状態となる。本実施例では、規定数の賭数としてＲＢでは２が定めら
れ、ＲＢ以外の遊技状態では３が定められており、規定数の賭数が設定されると入賞ライ
ンＬ１～Ｌ５が有効となる。尚、遊技状態に対応する規定数のうち最大数を超えてメダル
が投入された場合には、その分はクレジットに加算される。
【００３２】
　入賞ラインとは、各リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒの透視窓３に表示された図柄の組合せが入
賞図柄の組合せであるかを判定するために設定されるラインである。本実施例では、図１
に示すように、リール２Ｌの上段、リール２Ｃの中段、リール２Ｒの下段、すなわち右下
がりに並んだ図柄に跨って設定された入賞ラインＬ１、リール２Ｌの下段、リール２Ｃの
中段、リール２Ｒの上段、すなわち右上がりに並んだ図柄に跨って設定された入賞ライン
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Ｌ２、リール２Ｌの上段、リール２Ｃの中段、リール２Ｒの上段、すなわちＶ字型に並ん
だ図柄に跨って設定された入賞ラインＬ３、リール２Ｌの下段、リール２Ｃの中段、リー
ル２Ｒの下段、すなわち山型に並んだ図柄に跨って設定された入賞ラインＬ４、リール２
Ｌの中段、リール２Ｃの中段、リール２Ｒの中段、すなわち中段に水平方向に並んだ図柄
に跨って設定された入賞ラインＬ５の５種類が入賞ラインとして定められている。
【００３３】
　ゲームが開始可能な状態でスタートスイッチ７を操作すると、各リール２Ｌ，２Ｃ，２
Ｒが回転し、各リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒの図柄が連続的に変動する。この状態でいずれか
のストップスイッチ８Ｌ，８Ｃ，８Ｒを操作すると、対応するリール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒの
回転が停止し、透視窓３に表示結果が導出表示される。
【００３４】
　そして全てのリール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒが停止されることで１ゲームが終了し、有効化さ
れ入賞ライン上に予め定められた図柄の組合せ（以下、役とも呼ぶ）が各リール２Ｌ，２
Ｃ，２Ｒの表示結果として停止した場合には入賞が発生し、その入賞に応じて定められた
枚数のメダルが遊技者に対して付与され、クレジットに加算される。また、クレジットが
上限数（本実施例では５０）に達した場合には、メダルが直接メダル払出口９（図１参照
）から払い出されるようになっている。尚、有効化され複数の入賞ライン上にメダルの払
出を伴う図柄の組合せが揃った場合には、有効化され入賞ラインに揃った図柄の組合せそ
れぞれに対して定められた払出枚数を合計し、合計した枚数のメダルが遊技者に対して付
与されることとなる。ただし、１ゲームで付与されるメダルの払出枚数には、上限（本実
施例では１０枚）が定められており、合計した払出枚数が上限を超える場合には、上限枚
数のメダルが付与されることとなる。また、有効化され入賞ライン上に、遊技状態の移行
を伴う図柄の組合せが各リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒの表示結果として停止した場合には図柄
の組合せに応じた遊技状態に移行するようになっている。
【００３５】
　図４は、スロットマシン１の構成を示すブロック図である。スロットマシン１には、図
４に示すように、遊技制御基板４０、演出制御基板９０、電源基板１０１及び各種中継基
板が設けられており、遊技制御基板４０によって遊技状態が制御され、演出制御基板９０
によって遊技状態に応じた演出が制御され、電源基板１０１によってスロットマシン１を
構成する電気部品の駆動電源が生成され、各部に供給される。
【００３６】
　電源基板１０１には、外部からＡＣ１００Ｖの電源が供給されるとともに、このＡＣ１
００Ｖの電源からスロットマシン１を構成する電気部品の駆動に必要な直流電圧が生成さ
れ、遊技制御基板４０及び遊技制御基板４０を介して接続された演出制御基板９０に供給
されるようになっている。
【００３７】
　また、電源基板１０１には、前述したホッパーモータ３４ｂ、払出センサ３４ｃ、満タ
ンセンサ３５ａ、設定キースイッチ３７、リセット／設定スイッチ３８、電源スイッチ３
９が接続されている。
【００３８】
　遊技制御基板４０には、前述したＭＡＸＢＥＴスイッチ６、スタートスイッチ７、スト
ップスイッチ８Ｌ，８Ｃ，８Ｒ、精算スイッチ１０、リセットスイッチ２３、打止スイッ
チ３６ａ、自動精算スイッチ３６ｂ、投入メダルセンサ３１、ドア開放検出スイッチ２５
、リールセンサ３３Ｌ，３３Ｃ，３３Ｒが接続されているとともに、電源基板１０１を介
して前述した払出センサ３４ｃ、満タンセンサ３５ａ、設定キースイッチ３７、リセット
／設定スイッチ３８が接続されており、これら接続されたスイッチ類の検出信号が入力さ
れるようになっている。
【００３９】
　また、遊技制御基板４０には、前述したクレジット表示器１１、遊技補助表示器１２、
１～３ＢＥＴＬＥＤ１４～１６、投入要求ＬＥＤ１７、スタート有効ＬＥＤ１８、ＲＢ中
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ＬＥＤ１９、リプレイ中ＬＥＤ２０、ＢＥＴスイッチ有効ＬＥＤ２１、左、中、右停止有
効ＬＥＤ２２Ｌ，２２Ｃ，２２Ｒ、設定値表示器２４、流路切替ソレノイド３０、リール
モータ３２Ｌ，３２Ｃ，３２Ｒが接続されているとともに、電源基板１０１を介して前述
したホッパーモータ３４ｂが接続されており、これら電気部品は、遊技制御基板４０に搭
載された後述のメイン制御部４１の制御に基づいて駆動されるようになっている。
【００４０】
　遊技制御基板４０には、メインＣＰＵ４１ａ、ＲＯＭ４１ｂ、ＲＡＭ４１ｃ、Ｉ／Ｏポ
ート４１ｄを備えたマイクロコンピュータからなり、遊技の制御を行うメイン制御部４１
、所定範囲（本実施例では０～６５５３５）の乱数を生成する乱数回路４２、一定周波数
のクロック信号を乱数回路４２に供給するパルス発振器４３、遊技制御基板４０に直接ま
たは電源基板１０１を介して接続されたスイッチ類から入力された検出信号を検出するス
イッチ検出回路４４、リールモータ３２Ｌ，３２Ｃ，３２Ｒの駆動制御を行うモータ駆動
回路４５、流路切替ソレノイド３０の駆動制御を行うソレノイド駆動回路４６、遊技制御
基板４０に接続された各種表示器やＬＥＤの駆動制御を行うＬＥＤ駆動回路４７、スロッ
トマシン１に供給される電源電圧を監視し、電圧低下を検出したときに、その旨を示す電
圧低下信号をメイン制御部４１に対して出力する電断検出回路４８、電源投入時またはメ
インＣＰＵ４１ａからの初期化命令が入力されないときにメインＣＰＵ４１ａにリセット
信号を与えるリセット回路４９、その他各種デバイス、回路が搭載されている。
【００４１】
　メインＣＰＵ４１ａは、計時機能、タイマ割込などの割込機能（割込禁止機能を含む）
を備え、ＲＯＭ４１ｂに記憶されたプログラム（後述）を実行して、遊技の進行に関する
処理を行うととともに、遊技制御基板４０に搭載された制御回路の各部を直接的または間
接的に制御する。ＲＯＭ４１ｂは、メインＣＰＵ４１ａが実行するプログラムや各種テー
ブル等の固定的なデータを記憶する。ＲＡＭ４１ｃは、メインＣＰＵ４１ａがプログラム
を実行する際のワーク領域等として使用される。Ｉ／Ｏポート４１ｄは、メイン制御部４
１が備える信号入出力端子を介して接続された各回路との間で制御信号を入出力する。
【００４２】
　また、メイン制御部４１には、停電時においてもバックアップ電源が供給されており、
バックアップ電源が供給されている間は、ＲＡＭ４１ｃに記憶されているデータが保持さ
れるようになっている。
【００４３】
　メインＣＰＵ４１ａは、基本処理として遊技制御基板４０に接続された各種スイッチ類
の検出状態が変化するまでは制御状態に応じた処理を繰り返しループし、各種スイッチ類
の検出状態の変化に応じて段階的に移行する処理を実行する。また、メインＣＰＵ４１ａ
は、前述のように割込機能を備えており、割込の発生により基本処理に割り込んで割込処
理を実行できるようになっており、電断検出回路４８から出力された電圧低下信号の入力
に応じて電断割込処理（メイン）を実行し、一定時間間隔（本実施例では、約０．５６ｍ
ｓ）毎にタイマ割込処理（メイン）を実行する。尚、タイマ割込処理（メイン）の実行間
隔は、基本処理において制御状態に応じて繰り返す処理が一巡する時間とタイマ割込処理
（メイン）の実行時間とを合わせた時間よりも長い時間に設定されており、今回と次回の
タイマ割込処理（メイン）との間で必ず制御状態に応じて繰り返す処理が最低でも一巡す
ることとなる。
【００４４】
　メインＣＰＵ４１ａは、Ｉ／Ｏポート４１ｄを介して演出制御基板９０に、各種のコマ
ンドを送信する。遊技制御基板４０から演出制御基板９０へ送信されるコマンドは一方向
のみで送られ、演出制御基板９０から遊技制御基板４０へ向けてコマンドが送られること
はない。遊技制御基板４０から演出制御基板９０へ送信されるコマンドの伝送ラインは、
ストローブ（ＩＮＴ）信号ライン、データ伝送ライン、グラウンドラインから構成されて
いるとともに、演出中継基板８０を介して接続されており、遊技制御基板４０と演出制御
基板９０とが直接接続されない構成とされている。
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【００４５】
　演出制御基板９０には、スロットマシン１の前面扉１ｂに配置された複数の演出効果Ｌ
ＥＤ５２、スピーカ５３Ｌ，５３Ｒ、演出に用いられる演出スイッチ５４（図１参照）、
リールＬＥＤ５５、後述する演出装置ユニット７０に設けられる液晶表示器５１、演出装
置ユニット７０に設けられる役物を駆動する役物モータ５６、該役物の位置を検出する役
物センサ５７、演出装置ユニット７０に設けられるシャッタを駆動するシャッタモータ５
８、該シャッタの位置を検出するシャッタセンサ５９等の演出装置が接続されており、こ
れら演出装置は、演出制御基板９０に搭載された後述のサブ制御部９１による制御に基づ
いて駆動されるようになっている。
【００４６】
　尚、本実施例では、演出制御基板９０に搭載されたサブ制御部９１により、演出効果Ｌ
ＥＤ５２、スピーカ５３Ｌ，５３Ｒ、リールＬＥＤ５５、液晶表示器５１、役物モータ５
６、シャッタモータ５８等の演出装置の出力制御が行われる構成であるが、サブ制御部９
１とは別に演出装置の出力制御を直接的に行う出力制御部を演出制御基板９０または他の
基板に搭載し、サブ制御部９１がメイン制御部４１からのコマンドに基づいて演出装置の
出力パターンを決定し、サブ制御部９１が決定した出力パターンに基づいて出力制御部が
演出装置の出力制御を行う構成としても良く、このような構成では、サブ制御部９１及び
出力制御部の双方によって演出装置の出力制御が行われることとなる。
【００４７】
　演出制御基板９０には、メイン制御部４１と同様にサブＣＰＵ９１ａ、ＲＯＭ９１ｂ、
ＲＡＭ９１ｃ、Ｉ／Ｏポート９１ｄを備えたマイクロコンピュータにて構成され、演出の
制御を行うサブ制御部９１、演出制御基板９０に接続された液晶表示器５１の表示制御を
行う表示制御回路９２、演出効果ＬＥＤ５２、リールＬＥＤ５５の駆動制御を行うＬＥＤ
駆動回路９３、スピーカ５３Ｌ，５３Ｒからの音声出力制御を行う音声出力回路９４、電
源投入時またはサブＣＰＵ９１ａからの初期化命令が一定時間入力されないときにサブＣ
ＰＵ９１ａにリセット信号を与えるリセット回路９５、演出制御基板９０に直接または中
継基板を介して接続された演出スイッチ５４、役物センサ５７、シャッタセンサ５９等の
スイッチ類から入力された検出信号を検出するスイッチ検出回路９６、日付情報及び時刻
情報を含む時間情報を出力する時計装置９７、スロットマシン１に供給される電源電圧を
監視し、電圧低下を検出したときに、その旨を示す電圧低下信号をサブＣＰＵ９１ａに対
して出力する電断検出回路９８、役物モータ５６やシャッタモータ５８の駆動を行うモー
タ駆動回路９９、その他の回路等、が搭載されており、サブＣＰＵ９１ａは、遊技制御基
板４０から送信されるコマンドを受けて、演出を行うための各種の制御を行うとともに、
演出制御基板９０に搭載された制御回路の各部を直接的または間接的に制御する。
【００４８】
　サブＣＰＵ９１ａは、メインＣＰＵ４１ａと同様に、割込機能（割込禁止機能を含む）
を備える。サブ制御部９１の割込端子の１つは、コマンド伝送ラインのうち、メイン制御
部４１がコマンドを送信する際に出力するストローブ（ＩＮＴ）信号線に接続されており
、サブＣＰＵ９１ａは、ストローブ信号の入力に基づいて割込を発生させて、メイン制御
部４１からのコマンドを取得し、バッファに格納するコマンド受信割込処理を実行する。
また、サブＣＰＵ９１ａは、クロック入力数が一定数に到達する毎、すなわち一定間隔毎
に割込を発生させて後述するタイマ割込処理（サブ）を実行する。また、サブ制御部９１
の割込端子の１つは、電断検出回路９８と接続されており、サブＣＰＵ９１ａは、電断検
出回路９８から出力された電圧低下信号の入力に応じて電断割込処理（サブ）を実行する
。また、サブＣＰＵ９１ａにおいても未使用の割込が発生した場合には、もとの処理に即
時復帰させる未使用割込処理を実行するようになっている。
【００４９】
　また、サブ制御部９１にも、停電時においてバックアップ電源が供給されており、バッ
クアップ電源が供給されている間は、ＲＡＭ９１ｃに記憶されているデータが保持される
ようになっている。
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【００５０】
　本実施例のスロットマシン１は、設定値に応じてメダルの払出率が変わるものである。
詳しくは、後述する内部抽選において設定値に応じた当選確率を用いることにより、メダ
ルの払出率が変わるようになっている。設定値は１～６の６段階からなり、６が最も払出
率が高く、５、４、３、２、１の順に値が小さくなるほど払出率が低くなる。すなわち設
定値として６が設定されている場合には、遊技者にとって最も有利度が高く、５、４、３
、２、１の順に値が小さくなるほど有利度が段階的に低くなる。
【００５１】
　設定値を変更するためには、設定キースイッチ３７をＯＮ状態としてからスロットマシ
ン１の電源をＯＮする必要がある。設定キースイッチ３７をＯＮ状態として電源をＯＮす
ると、設定値表示器２４にＲＡＭ４１ｃから読み出された設定値が表示値として表示され
、リセット／設定スイッチ３８の操作による設定値の変更操作が可能な設定変更状態に移
行する。設定変更状態において、リセット／設定スイッチ３８が操作されると、設定値表
示器２４に表示された表示値が１ずつ更新されていく（設定６からさらに操作されたとき
は、設定１に戻る）。そして、スタートスイッチ７が操作されると表示値を設定値として
確定する。そして、設定キースイッチ３７がＯＦＦされると、確定した表示値（設定値）
がメイン制御部４１のＲＡＭ４１ｃに格納され、遊技の進行が可能な状態に移行する。
【００５２】
　また、設定値を確認するためには、ゲーム終了後、賭数が設定されていない状態で設定
キースイッチ３７をＯＮ状態とすれば良い。このような状況で設定キースイッチ３７をＯ
Ｎ状態とすると、設定値表示器２４にＲＡＭ４１ｃから読み出された設定値が表示される
ことで設定値を確認可能な設定確認状態に移行する。設定確認状態においては、ゲームの
進行が不能であり、設定キースイッチ３７をＯＦＦ状態とすることで、設定確認状態が終
了し、ゲームの進行が可能な状態に復帰することとなる。
【００５３】
　本実施例のスロットマシン１においては、メインＣＰＵ４１ａが電断検出回路４８から
の電圧低下信号を検出した際に、電断割込処理（メイン）を実行する。電断割込処理（メ
イン）では、レジスタを後述するＲＡＭ４１ｃのスタックに退避し、ＲＡＭ４１ｃにいず
れかのビットが１となる破壊診断用データ（本実施例では、５ＡＨ）、すなわち０以外の
特定のデータを格納するとともに、ＲＡＭ４１ｃの全ての領域に格納されたデータに基づ
くＲＡＭパリティが０となるようにＲＡＭパリティ調整用データを計算し、ＲＡＭ４１ｃ
に格納する処理を行うようになっている。尚、ＲＡＭパリティとはＲＡＭ４１ｃの該当す
る領域（本実施例では、全ての領域）の各ビットに格納されている値の排他的論理和とし
て算出される値である。このため、ＲＡＭ４１ｃの全ての領域に格納されたデータに基づ
くＲＡＭパリティが０であれば、ＲＡＭパリティ調整用データは０となり、ＲＡＭ４１ｃ
の全ての領域に格納されたデータに基づくＲＡＭパリティが１であれば、ＲＡＭパリティ
調整用データは１となる。
【００５４】
　そして、メインＣＰＵ４１ａは、その起動時においてＲＡＭ４１ｃの全ての領域に格納
されたデータに基づいてＲＡＭパリティを計算するとともに、破壊診断用データの値を確
認し、ＲＡＭパリティが０であり、かつ破壊診断用データの値も正しいことを条件に、Ｒ
ＡＭ４１ｃに記憶されているデータに基づいてメインＣＰＵ４１ａの処理状態を電断前の
状態に復帰させるが、ＲＡＭパリティが０でない場合（１の場合）や破壊診断用データの
値が正しくない場合には、ＲＡＭ異常と判定し、ＲＡＭ異常エラーコードをレジスタにセ
ットしてＲＡＭ異常エラー状態に制御し、遊技の進行を不能化させるようになっている。
尚、ＲＡＭ異常エラー状態は、他のエラー状態と異なり、リセットスイッチ２３やリセッ
ト／設定スイッチ３８を操作しても解除されないようになっており、前述した設定変更状
態において新たな設定値が設定されるまで解除されることがない。
【００５５】
　尚、本実施例では、ＲＡＭ４１ｃに格納されている全てのデータが停電時においてもバ
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ックアップ電源により保持されるとともに、メインＣＰＵ４１ａは、電源投入時において
ＲＡＭ４１ｃのデータが正常であると判定した場合に、ＲＡＭ４１ｃの格納データに基づ
いて電断前の制御状態に復帰する構成であるが、ＲＡＭ４１ｃに格納されているデータの
うち停電時において制御状態の復帰に必要なデータのみをバックアップし、電源投入時に
おいてバックアップされているデータに基づいて電断前の制御状態に復帰する構成として
も良い。
【００５６】
　また、電源投入時において電断前の制御状態に復帰させる際に、全ての制御状態を電断
前の制御状態に復帰させる必要はなく、遊技者に対して不利益とならない最低限の制御状
態を復帰させる構成であれば良く、例えば、入力ポートの状態などを全て電断前の状態に
復帰させる必要はない。
【００５７】
　また、サブＣＰＵ９１ａも電断検出回路９８からの電圧低下信号を検出した際に、電断
割込処理（サブ）を実行する。電断割込処理（サブ）では、レジスタを後述するＲＡＭ９
１ｃのスタックに退避し、ＲＡＭ９１ｃにいずれかのビットが１となる破壊診断用データ
を格納するとともに、ＲＡＭ９１ｃの全ての領域に格納されたデータに基づくＲＡＭパリ
ティが０となるようにＲＡＭパリティ調整用データを計算し、ＲＡＭ９１ｃに格納する処
理を行うようになっている。
【００５８】
　そして、サブＣＰＵ９１ａは、その起動時においてＲＡＭ９１ｃの全ての領域に格納さ
れたデータに基づいてＲＡＭパリティを計算し、ＲＡＭパリティが０であることを条件に
、ＲＡＭ９１ｃに記憶されているデータに基づいてサブＣＰＵ９１ａの処理状態を電断前
の状態に復帰させるが、ＲＡＭパリティが０でない場合（１の場合）には、ＲＡＭ異常と
判定し、ＲＡＭ９１ｃを初期化するようになっている。この場合、メインＣＰＵ４１ａと
異なり、ＲＡＭ９１ｃが初期化されるのみで演出の実行が不能化されることはない。
【００５９】
　尚、本実施例では、ＲＡＭ９１ｃに格納されている全てのデータが停電時においてもバ
ックアップ電源により保持されるとともに、サブＣＰＵ９１ａは、電源投入時においてＲ
ＡＭ９１ｃのデータが正常であると判定した場合に、ＲＡＭ９１ｃの格納データに基づい
て電断前の制御状態に復帰する構成であるが、ＲＡＭ９１ｃに格納されているデータのう
ち停電時において制御状態の復帰に必要なデータのみをバックアップし、電源投入時にお
いてバックアップされているデータに基づいて電断前の制御状態に復帰する構成としても
良い。
【００６０】
　また、電源投入時において電断前の制御状態に復帰させる際に、全ての制御状態を電断
前の制御状態に復帰させる必要はなく、遊技者に対して不利益とならない最低限の制御状
態を復帰させる構成であれば良く、入力ポートの状態や、演出が途中で中断された場合の
途中経過などを全て電断前の状態に復帰させる必要はない。例えば、ＢＢ中か、通常遊技
状態か、などの遊技状態を示すデータのみをバックアップするとともに、遊技状態に対応
する演出（ＢＢ中であればＢＢ中演出、通常遊技状態であれば通常演出）以外の特定の演
出（小役告知など）の実行中に電断が発生した場合に、次回電源投入時において電断時に
実行されていた特定の演出を再開するのではなく、電源投入時においてバックアップされ
ている遊技状態に対応する演出を最初から実行するようにしても良い。
【００６１】
　次に、メイン制御部４１のＲＡＭ４１ｃの初期化について説明する。メイン制御部４１
のＲＡＭ４１ｃの格納領域は、重要ワーク、一般ワーク、特別ワーク、設定値ワーク、Ｒ
Ｔワーク、停止相ワーク、非保存ワーク、未使用領域、スタック領域に区分されている。
【００６２】
　重要ワークは、各種表示器やＬＥＤの表示用データ、Ｉ／Ｏポート４１ｄの入出力デー
タ、遊技時間の計時カウンタ等、ＢＢ終了時に初期化すると不都合があるデータが格納さ
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れるワークである。一般ワークは、内部当選フラグ、停止制御テーブル、停止図柄、メダ
ルの払出枚数、ＢＢ中のメダル払出総数等、ＢＢ終了時に初期化可能なデータが格納され
るワークである。特別ワークは、演出制御基板９０へコマンドを送信するためのデータ、
各種ソフトウェア乱数等、設定開始前にのみ初期化されるデータが格納されるワークであ
る。設定値ワークは、内部抽選処理で抽選を行う際に用いる設定値が格納されるワークで
あり、設定開始前（設定変更モードへの移行前）の初期化において０が格納された後、１
に補正され、設定終了時（設定変更モードへの終了時）に新たに設定された設定値が格納
されることとなる。ＲＴワークは、現在の遊技状態がリプレイタイム（以下、ＲＴと略称
する）（０）～（４）のいずれかである場合にその旨を示すＲＴフラグ、ＲＴ残りゲーム
数が格納されるワークである。停止相ワークは、リールモータ３２Ｌ，３２Ｃ，３２Ｒの
停止相を示すデータが格納されるワークであり、リールモータ３２Ｌ，３２Ｃ，３２Ｒが
停止状態となった際にその停止相を示すデータが格納されることとなる。非保存ワークは
、各種スイッチ類の状態を保持するワークであり、起動時にＲＡＭ４１ｃのデータが破壊
されているか否かに関わらず必ず値が設定されることとなる。未使用領域は、ＲＡＭ４１
ｃの格納領域のうち使用していない領域であり、後述する複数の初期化条件のいずれか１
つでも成立すれば初期化されることとなる。スタック領域は、メインＣＰＵ４１ａのレジ
スタから退避したデータが格納される領域であり、このうちの未使用スタック領域は、未
使用領域と同様に、後述する複数の初期化条件のいずれか１つでも成立すれば初期化され
ることとなるが、使用中スタック領域は、プログラムの続行のため、初期化されることは
ない。
【００６３】
　本実施例においてメインＣＰＵ４１ａは、ＲＡＭ異常エラー発生時、設定キースイッチ
３７、リセット／設定スイッチ３８の双方がＯＮの状態での起動時、設定キースイッチ３
７のみがＯＮの状態での起動時、ＢＢ終了時、設定キースイッチ３７、リセット／設定ス
イッチ３８の双方がＯＦＦの状態での起動時においてＲＡＭ４１ｃのデータが破壊されて
いないとき、１ゲーム終了時の６つからなる初期化条件が成立した際に、各初期化条件に
応じて初期化される領域の異なる６種類の初期化を行う。
【００６４】
　初期化０は、ＲＡＭ異常エラー発生時に行う初期化であり、初期化０では、ＲＡＭ４１
ｃの格納領域のうち、使用中スタック領域を除く全ての領域（未使用領域及び未使用スタ
ック領域を含む）が初期化される。初期化１は、起動時において設定キースイッチ３７、
リセット／設定スイッチ３８の双方がＯＮの状態であり、設定変更モードへ移行する場合
において、その前に行う初期化であり、初期化１では、ＲＡＭ４１ｃの格納領域のうち、
使用中スタック領域及びＲＴワークを除く全ての領域（未使用領域及び未使用スタック領
域を含む）が初期化される。初期化２は、起動時において設定キースイッチ３７のみがＯ
Ｎの状態であり、設定変更モードへ移行する場合において、その前に行う初期化であり、
初期化２では、ＲＡＭ４１ｃの格納領域のうち、使用中スタック領域、ＲＴワーク及び停
止相ワークを除く全ての領域（未使用領域及び未使用スタック領域を含む）が初期化され
る。初期化３は、ＢＢ終了時に行う初期化であり、初期化３では、ＲＡＭ４１ｃの格納領
域のうち、一般ワーク、未使用領域及び未使用スタック領域が初期化される。初期化４は
、起動時において設定キースイッチ３７、リセット／設定スイッチ３８の双方がＯＦＦの
状態であり、かつＲＡＭ４１ｃのデータが破壊されていない場合において行う初期化であ
り、初期化４では、非保存ワーク、未使用領域及び未使用スタック領域が初期化される。
初期化５は、１ゲーム終了時に行う初期化であり、初期化５では、ＲＡＭ４１ｃの格納領
域のうち、未使用領域及び未使用スタック領域が初期化される。
【００６５】
　尚、本実施例では、初期化１、初期化２を設定変更モードの移行前に行っているが、設
定変更モードの終了時、すなわち設定が確定した後に行うようにしても良い。この場合、
設定値ワークを初期化してしまうと確定した設定値が失われてしまうこととなるので、設
定値ワークの初期化は行われない。
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【００６６】
　前述のようにリールを滑らかに回転開始させるためには、リールモータの回転開始時に
ロータの正確な停止位置を特定しておく必要があるが、従来のように設定変更に伴ってリ
ールモータの停止相を示すデータを含むＲＡＭ４１ｃのデータを初期化してしまうと、設
定変更後、ロータの正確な停止位置を特定することが不可能であり、最初にリールモータ
を回転させる場合には、急激にロータの永久磁石が励磁相に吸引されてしまい、回転の開
始時にリールが振動してしまうため、リールの回転態様が見苦しくなってしまうとともに
、遊技者から設定変更されたことが見抜かれてしまうという問題がある。
【００６７】
　これに対して本実施例では、リールモータ３２Ｌ，３２Ｃ，３２Ｒの停止時における停
止相を示すデータがＲＡＭ４１ｃに割り当てられた停止相ワークに設定されることで、ロ
ータの正確な停止位置を特定可能とする。そして起動時において設定キースイッチ３７の
みがＯＮの状態であり、設定変更モードへ移行する場合においては、ＲＡＭ４１ｃが初期
化されるが、停止相ワークは初期化されないようになっており、設定変更後の遊技状態に
おいても停止相ワークに格納されたリールモータ３２Ｌ，３２Ｃ，３２Ｒの停止相を示す
データが維持されるようになっている。このため、設定変更後、最初にリールモータ３２
Ｌ，３２Ｃ，３２Ｒを回転させる場合にも、これらのロータの正確な停止位置を特定する
ことが可能となり、このような状況であってもリールを滑らかに回転開始させることが可
能となる。これにより設定変更後、最初にリールを回転させる際にリールが振動してしま
うことがなく、遊技者から設定変更されたことが見抜かれてしまうことを防止できる。
【００６８】
　また、起動時において設定キースイッチ３７、リセット／設定スイッチ３８の双方がＯ
Ｎの状態であり、設定変更モードへ移行する場合においては、停止相ワークも含めてＲＡ
Ｍ４１ｃを初期化することが可能となるため、起動時において設定変更モードへ移行させ
る際の操作方法によって、停止相ワークを初期化させるか否かを選択できるようになって
いる。これにより、停止相ワークも含めてＲＡＭ４１ｃを初期化することが可能となるた
め、ステッピングモータの励磁相を記憶するために割り当てられた停止相ワークを利用し
て不正プログラムなどが常駐してしまうことを防止できる。
【００６９】
　尚、本実施例では、設定キースイッチ３７のみがＯＮの状態で起動し、設定変更モード
へ移行させる場合において、ＲＡＭ４１ｃが初期化されるが、この際、停止相ワークを初
期化しないことにより、設定変更後の遊技状態においても停止相ワークに格納されたリー
ルモータ３２Ｌ，３２Ｃ，３２Ｒの停止相を示すデータを維持することで、設定変更後、
最初にリールモータ３２Ｌ，３２Ｃ，３２Ｒを回転させる場合にも、これらの停止相を特
定することができるようになっているが、設定値の変更に伴ってＲＡＭ４１ｃのデータが
クリアされる場合にも、特定の初期励磁相を停止相ワークに設定し、停止相ワークに設定
したデータが示す励磁相を、設定変更後、ゲームが開始可能となる前に励磁することで、
設定変更後、最初にリールモータ３２Ｌ，３２Ｃ，３２Ｒを回転させる場合に、これらの
停止相を特定することができるようにしても良い。
【００７０】
　本実施例のスロットマシン１は、前述のように遊技状態に応じて設定可能な賭数の規定
数が定められており、遊技状態に応じて定められた規定数の賭数が設定されたことを条件
にゲームを開始させることが可能となる。本実施例では、遊技状態としてＲＢ、ＲＴ（０
）～（４）があり、ＲＢでは規定数の賭数として２が定められ、ＲＢ以外の遊技状態では
規定数の賭数として３が定められており、ＲＴでは賭数として３が設定されるとゲームを
開始させることが可能となり、ＲＢ以外の遊技状態では、賭数として３が設定されるとゲ
ームを開始させることが可能となる。尚、本実施例では、遊技状態に応じた規定数の賭数
が設定された時点で、入賞ラインＬ１～Ｌ５の全てが有効化されることとなる。
【００７１】
　本実施例のスロットマシン１は、全てのリール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒが停止した際に、有効



(16) JP 2014-166318 A 2014.9.11

10

20

30

40

50

化された入賞ライン（以下、単に入賞ラインと呼ぶ）上に役と呼ばれる図柄の組合せが揃
うと入賞となる。役は、同一図柄の組合せであっても良いし、異なる図柄を含む組合せで
あっても良い。入賞となる役の種類は、遊技状態に応じて定められているが、大きく分け
て、メダルの払い出しを伴う小役と、賭数の設定を必要とせずに次のゲームを開始可能と
なる再遊技役と、遊技状態の移行を伴う特別役と、がある。以下では、小役と再遊技役を
まとめて一般役とも呼ぶ。遊技状態に応じて定められた各役の入賞が発生するためには、
後述する内部抽選に当選して、当該役の当選フラグがＲＡＭ４１ｃに設定されている必要
がある。
【００７２】
　尚、これら各役の当選フラグのうち、小役及び再遊技役の当選フラグは、当該フラグが
設定されたゲームにおいてのみ有効とされ、次のゲームでは無効となるが、特別役の当選
フラグは、当該フラグにより許容された役の組合せが揃うまで有効とされ、許容された役
の組合せが揃ったゲームにおいて無効となる。すなわち特別役の当選フラグが一度当選す
ると、例え、当該フラグにより許容された役の組合せを揃えることができなかった場合に
も、その当選フラグは無効とされずに、次のゲームへ持ち越されることとなる。
【００７３】
　このスロットマシン１における役としては、特別役としてビッグボーナス（１）（２）
が、再遊技役としてリプレイ（１）、リプレイ（２）が、小役としてブドウ、スイカ、チ
ェリー、１０枚役（１）～（３）、２枚役（１）～（４）、１枚役（１）～（４）が定め
られている。
【００７４】
　ブドウは、いずれの遊技状態においても入賞ラインのいずれかに「ブドウ－ブドウ－ブ
ドウ」の組合せが揃ったときに入賞となり、遊技状態に関わらず１０枚のメダルが払い出
される。
【００７５】
　スイカは、いずれの遊技状態においても入賞ラインのいずれかに「スイカ－スイカ－ス
イカ」の組合せが揃ったときに入賞となり、ＲＢでは１０枚のメダルが払い出され、ＲＢ
以外の遊技状態では５枚のメダルが払い出される。
【００７６】
　チェリーは、いずれの遊技状態においても左リールについて入賞ラインのいずれかに「
チェリー」の図柄が導出されたときに入賞となり、ＲＢでは５枚のメダルが払い出され、
ＲＢ以外の遊技状態では４枚のメダルが払い出される。尚、「チェリー」の図柄は左リー
ルの上段または下段のいずれかに必ず停止するように制御されるようになっており、入賞
ラインＬ１、Ｌ３の入賞ラインまたは入賞ラインＬ２、Ｌ４の入賞ラインにチェリー組合
せが揃うこととなり、２本の入賞ライン上でチェリーに入賞したこととなるため、ＲＢで
は１０枚のメダルが払い出され、ＲＢ以外の遊技状態では８枚のメダルが払い出されるこ
ととなる。
【００７７】
　１０枚役（１）は、いずれの遊技状態においても入賞ラインのいずれかに「白７－黒７
－プラム」の組合せが揃ったときに入賞となり、遊技状態に関わらず１０枚のメダルが払
い出される。１０枚役（２）は、いずれの遊技状態においても入賞ラインのいずれかに「
白７－白７－プラム」の組合せが揃ったときに入賞となり、遊技状態に関わらず１０枚の
メダルが払い出される。１０枚役（３）は、いずれの遊技状態においても入賞ラインのい
ずれかに「白７－オレンジ－プラム」の組合せが揃ったときに入賞となり、遊技状態に関
わらず１０枚のメダルが払い出される。
【００７８】
　２枚役（１）は、いずれの遊技状態においても入賞ラインのいずれかに「リプレイ－プ
ラム－リプレイ」の組合せが揃ったときに入賞となり、ＲＢでは４枚のメダルが払い出さ
れ、ＲＢ以外の遊技状態では２枚のメダルが払い出される。２枚役（２）は、いずれの遊
技状態においても入賞ラインのいずれかに「リプレイ－スイカ－リプレイ」の組合せが揃
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ったときに入賞となり、ＲＢでは４枚のメダルが払い出され、ＲＢ以外の遊技状態では２
枚のメダルが払い出される。２枚役（３）は、いずれの遊技状態においても入賞ラインの
いずれかに「リプレイ－チェリー－リプレイ」の組合せが揃ったときに入賞となり、ＲＢ
では４枚のメダルが払い出され、ＲＢ以外の遊技状態では２枚のメダルが払い出される。
２枚役（４）は、いずれの遊技状態においても入賞ラインのいずれかに「リプレイ－ベル
－リプレイ」の組合せが揃ったときに入賞となり、ＲＢでは４枚のメダルが払い出され、
ＲＢ以外の遊技状態では２枚のメダルが払い出される。
【００７９】
　１枚役（１）は、いずれの遊技状態においても入賞ラインのいずれかに「ブドウ－プラ
ム－ブドウ」の組合せが揃ったときに入賞となり、ＲＢでは４枚のメダルが払い出され、
ＲＢ以外の遊技状態では１枚のメダルが払い出される。１枚役（２）は、いずれの遊技状
態においても入賞ラインのいずれかに「ブドウ－スイカ－ブドウ」の組合せが揃ったとき
に入賞となり、ＲＢでは４枚のメダルが払い出され、ＲＢ以外の遊技状態では１枚のメダ
ルが払い出される。１枚役（３）は、いずれの遊技状態においても入賞ラインのいずれか
に「ブドウ－チェリー－ブドウ」の組合せが揃ったときに入賞となり、ＲＢでは４枚のメ
ダルが払い出され、ＲＢ以外の遊技状態では１枚のメダルが払い出される。１枚役（４）
は、いずれの遊技状態においても入賞ラインのいずれかに「ブドウ－ベル－ブドウ」の組
合せが揃ったときに入賞となり、ＲＢでは４枚のメダルが払い出され、ＲＢ以外の遊技状
態では１枚のメダルが払い出される。
【００８０】
　リプレイ（１）は、ＲＴ（０）～（４）において入賞ラインのいずれかに「リプレイ－
リプレイ－リプレイ」の組合せが揃ったときに入賞となり、リプレイ（２）は、ＲＴ（０
）～（４）において入賞ラインのいずれかに「リプレイ－リプレイ－ブドウ」の組合せが
揃ったときに入賞となる。リプレイ（１）（２）のいずれかが入賞したときには、メダル
の払い出しはないが次のゲームを改めて賭数を設定することなく開始できるので、次のゲ
ームで設定不要となった賭数に対応した３枚のメダルが払い出されるのと実質的には同じ
こととなる。
【００８１】
　尚、本実施例では、ＲＴ（２）（３）においてリプレイ（２）は、必ずＢＢ（１）（２
）のいずれかと当選するため、ＢＢ（１）（２）の当選時に当該ゲームの終了を待つこと
なくＲＴ（４）へ移行する構成を採用した場合には、ＲＴ（２）（３）においてリプレイ
（２）の組合せが入賞ラインに揃うことはない。
【００８２】
　ＢＢ（１）は、ＲＴ（０）～（４）において入賞ラインのいずれかに「黒７－黒７－黒
７」の組合せが揃ったときに入賞となり、ＢＢ（２）は、ＲＴ（０）～（４）において入
賞ラインのいずれかに「白７－白７－白７」の組合せが揃ったときに入賞となる。尚、Ｂ
Ｂ（１）（２）の当選時に当該ゲームの終了を待つことなくＲＴ（４）へ移行する構成を
採用した場合には、ＢＢ（１）（２）は、ＲＴ（４）においてのみ入賞可能となる。
【００８３】
　ＢＢ（１）（２）のいずれかが入賞すると、遊技状態がＢＢに移行するとともに同時に
ＲＢに移行する。ＲＢは、小役、特にブドウの当選確率が高まることによって他の遊技状
態よりも遊技者にとって有利となる遊技状態であり、ＲＢが開始した後、１２ゲームを消
化したとき、または８ゲーム入賞（役の種類は、いずれでも可）したとき、のいずれか早
いほうで終了する。ＲＢが終了した際に、ＢＢが終了していなければ、再度ＲＢに移行し
、ＢＢが終了するまで繰り返しＲＢに制御される。すなわちＢＢ中は、常にＲＢに制御さ
れることとなる。そして、当該ＢＢ中において遊技者に払い出したメダルの総数が３４８
枚を超えたときに終了する。ＢＢの終了時には、ＲＢの終了条件が成立しているか否かに
関わらずＲＢも終了する。
【００８４】
　［スロットマシンの構造］
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　以下、スロットマシン１の詳細な構造について説明する。まず、図１～図９にもとづい
て主にスロットマシン１の外観形態について説明する。図５は、（ａ）はスロットマシン
を示す左側面図であり、（ｂ）はスロットマシンを示す右側面図である。図６は、（ａ）
はスロットマシンを示す平面図であり、（ｂ）はスロットマシンを示す底面図である。図
７は、スロットマシンを示す背面図である。図８は、（ａ）～（ｃ）は演出装置ユニット
の各種状態を示す概略図である。図９は、筐体の内部構造を示す分解斜視図である。
【００８５】
　（前面扉）
　図１、図５及び図６に示すように、前面扉１ｂは、正面視縦長長方形状に形成され、上
下方向の中央位置には、前方に突出する突出部５が左右幅方向に延設されており、該突出
部５を挟んで前面が上下に区画されている。突出部５の前面には、ストップスイッチ８Ｌ
，８Ｃ，８Ｒが並設されている。その左側には、スタートスイッチ７及び精算スイッチ１
０が配設されている。右側には、背面側に配設される投入メダルセレクタ１３１内でのメ
ダル詰まりを解除するためのメダル詰まり解除ボタン１１０と、その右側には所定のキー
により前面扉１ｂの施錠及びエラー状態や打止状態を解除するためのドアキー１１７が配
設されている。
【００８６】
　突出部５の上面左側には、ＭＡＸＢＥＴスイッチ６が配設されているとともに、その左
側には遊技用表示部１３が配設されている。突出部５の上面右側には、メダル投入部４が
配設されているとともに、その前面側には、所定の演出が実行されているときなどに遊技
者が操作可能な演出スイッチ５４が配設されている。
【００８７】
　突出部５の上方は上下に区画されており、下部領域には透視窓３が形成された遊技パネ
ル１１１が設けられ、上部領域には透明な上部パネル１１２が設けられている。この上部
パネル１１２の背面側には後述する演出装置ユニット７０が設けられており、該上部パネ
ル１１２を通して演出装置ユニット７０に設けられた後述するシャッタ１１３ａ，１１３
ｂ、役物１１４ａ，１１４ｂ及び液晶表示器５１を視認できるようになっている。
【００８８】
　また、図５に示すように、遊技パネル１１１は横長長方形状の平板からなるのに対し、
上部パネル１１２は、左右端部から中央に向けて前方に湾曲する湾曲板からなるとともに
、遊技パネル１１１よりも前面側に配置されているため、側方からでも演出装置ユニット
７０内部を視認することができるとともに、透視窓３よりも面積が大きいため、迫力ある
演出を実行可能である。尚、遊技パネル１１１と上部パネル１１２との間の横フレームの
長手方向の中央位置には、演出用発光部１１５が設けられている（図１参照）。
【００８９】
　ここで、演出装置ユニット７０に設けられたシャッタ１１３ａ，１１３ｂ、役物１１４
ａ，１１４ｂ及び液晶表示器５１を、図８にもとづいて簡単に説明する。
【００９０】
　シャッタ１１３ａ，１１３ｂは、それぞれ縦長長方形状に形成された板状部材からなり
、上部パネル１１２の背面近傍位置に、図８（ａ）に示すように左右側に配置される開放
位置と、図８（ｂ）に示すように互いの一側辺同士が当接する閉鎖位置と、の間で左右方
向にスライド移動自在に設けられている。
【００９１】
　役物１１４ａ，１１４ｂは、正面視形状がシャッタ１１３ａ，１１３ｂよりも僅かに小
さく、奥行き幅がある立体状構造物からなり、シャッタ１１３ａ，１１３ｂの背面近傍位
置に、図８（ａ）に示すように左右側に配置される分離位置と、図８（ｃ）に示すように
互いの対向側辺同士が当接する接合位置と、の間で左右方向にスライド移動自在に設けら
れている。
【００９２】
　液晶表示器５１は、役物１１４ａ，１１４ｂの背面側における左右方向の中央位置に配
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置され、図８（ａ）に示すように、シャッタ１１３ａ，１１３ｂが開放位置に位置し、か
つ、役物１１４ａ，１１４ｂが分離位置に位置している状態で表示画面５１ａを視認でき
る大きさを有している。また、液晶表示器５１の左右側におけるシャッタ１１３ａ，１１
３ｂと役物１１４ａ，１１４ｂとの間には非透光性の隠蔽壁１１６ａ，１１６ｂが固設さ
れている。
【００９３】
　よって、図８（ａ）に示すように、シャッタ１１３ａ，１１３ｂが開放位置、役物１１
４ａ，１１４ｂが分離位置に位置した状態では、上部パネル１１２を通して中央の表示画
面５１ａを視認できる。図８（ｂ）に示すように、シャッタ１１３ａ，１１３ｂが閉鎖位
置、役物１１４ａ，１１４ｂが分離位置に位置した状態では、表示画面５１ａの前面がシ
ャッタ１１３ａ，１１３ｂにより被覆される。尚、役物１１４ａ，１１４ｂは隠蔽壁１１
６ａ，１１６ｂにより前面側が被覆されるので視認できない。図８（ｃ）に示すように、
シャッタ１１３ａ，１１３ｂが開放位置、役物１１４ａ，１１４ｂが接合位置に位置した
状態では、表示画面５１ａの前面が役物１１４ａ，１１４ｂにより隠蔽され、役物１１４
ａ，１１４ｂのみが視認可能となる。
【００９４】
　図１に戻って、突出部５の下方位置には、透明な合成樹脂材により正面視横長長方形状
に形成された下部パネル１２０が配設されている。下部パネル１２０は、その背面と前面
扉１ｂの前面との間に所定前後幅寸法を有する空間部Ｓ（図２２参照）が形成され、該空
間部Ｓ内には、当該スロットマシン１の演出に登場するキャラクタを模した立体装飾物と
してのフィギュア１２１が配設されているとともに、当該スロットマシン１の機種名やタ
イトル等が表示されており、下部パネル１２０を通してフィギュア１２１及び機種名等を
視認できるようになっている。尚、下部パネル１２０の詳細な構造については後述する。
【００９５】
　下部パネル１２０の下方位置には、スピーカ５３Ｌ，５３Ｒに対応する放音部１２２Ｌ
，１２２Ｒが左右側に設けられている。また、これら放音部１２２Ｌ，１２２Ｒ間には、
メダル払出口９が形成されているとともに、その左側には、遊技機の型式や製造業者名が
表記されたラベル２０１ａ及び製造番号、製造年月日等が表記された第三者機関発行のラ
ベル（証紙）２０１ｂが貼付されたラベル貼着部材２００が取り付けられている。下部パ
ネル１２０のさらに下方位置には、前方に向けて突設され、メダル払出口９から払い出さ
れたメダルを貯留可能な受皿１２３が左右幅方向に延設されている。
【００９６】
　図３に示すように、前面扉１ｂの背面における上部パネル１１２に対応する位置には、
演出装置ユニット７０が取り付けられている。演出装置ユニット７０は、前述したシャッ
タ１１３ａ，１１３ｂ、役物１１４ａ，１１４ｂ、液晶表示器５１等の各種構造物や部品
と、役物モータ５６、役物センサ５７、シャッタモータ５８、シャッタセンサ５９等の電
子部品と、演出制御基板９０及び各種基板が、前面が開口する箱体に一体的に組み付けら
れている。尚、演出制御基板９０は、合成樹脂材からなる演出制御基板ケース８００（図
３参照）に収納された状態で演出装置ユニット７０の背面に取り付けられている。
【００９７】
　前面扉１ｂの背面におけるメダル投入部４の直下には、投入メダルセレクタ１３１が取
り外し自在に設けられている。前面扉１ｂを背面から見て投入メダルセレクタ１３１の右
側には、投入メダルセレクタ１３１の側面から流出したメダルをホッパータンク３４ａに
誘導するメダルシュート１６０が取り付けられているとともに、投入メダルセレクタ１３
１の下方には、投入メダルセレクタ１３１の下面から流出したメダルを下方のメダル払出
口９に誘導するメダル返却通路１９１及びホッパーユニット３４から払い出されたメダル
をメダル払出口９に誘導するメダル払出通路１９２を構成するメダル通路部材１９０が配
設されている。
【００９８】
　前面扉１ｂの背面における下部パネル１２０に対応する位置の略中央には、下部パネル
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１２０内に配設される基板から延出される配線を挿通するための配線孔１９３が形成され
ている。その右側には、設定値表示器２４、打止スイッチ３６ａ、自動精算スイッチ３６
ｂが実装された操作部中継基板７１５（図２９参照）及び下部パネル１２０側の配線が接
続されるドアベース中継基板７１７（図２９参照）が配設されているとともに、これら各
基板を被覆する基板カバー１９４が取り付けられている。また、放音部１２２Ｌ，１２２
Ｒに対応する位置にはスピーカ５３Ｌ，５３Ｒが取り付けられ、ラベル貼着部材２００に
対応する箇所には、後述する不正防止部材２２０が取り付けられている。
【００９９】
　（筐体）
　図２及び図５～図７に示すように、筐体１ａは、木製の上板１ｃ、左側板１ｄ、右側板
１ｅ、底板１ｆ、背板１ｇと、により前面が開口する箱状に形成されている。図５に示す
ように、左側板１ｄ及び右側板１ｅの外面における上下方向の中央よりもやや下方位置に
は、凹状の把手部を構成する把手部材１９５Ｌ，１９５Ｒが取り付けられている。図６（
ｂ）に示すように、底板１ｆにおけるオーバーフロータンク３５に対応する位置には、図
示しないメダル回収装置にメダルを排出するためのメダル回収用穴１９６が形成されてい
る。
【０１００】
　図７に示すように、背板１ｇには、複数の放熱穴１９７が形成されているとともに、背
面から見て左側上部には外部出力基板１０００と図示しない遊技店のホールコンピュータ
とを接続する配線を挿通する配線穴１９８が形成されている。略中央位置には、図示しな
いメダル補給装置によりホッパータンク３４ａにメダルを補給するためのメダル補給穴１
９９及び該メダル補給穴１９９を塞ぐ蓋部材１９９ａが設けられているとともに、その側
部には、前記メダル補給装置（図示略）を取り付けるときに使用する導通センサのハーネ
スを通すための導通センサ穴１２４が形成されている。背面から見て右側下部には、電源
ボックス１００から延出される電源コード１２６及び外部アース線１２７を挿通する電源
コード穴１２５が形成されている。
【０１０１】
　次に、筐体１ａに組み付けられる各種部品や装置を図９にもとづいて説明すると、背板
１ｇの前面上部には、遊技制御基板４０を収納する遊技制御基板ケース３００が取り付け
られる可動ベース３０１が、固定ベース３０２に設けられた上下方向を向く上下一対の回
動軸３０２ａに左側辺を回動自在に軸支された状態で取り付けられる。固定ベース３０２
は、ネジ３０３ａの頭部を被覆する被覆部材３０３に挿通されるネジ３０３ａにより背板
１ｇに取り付けられる。固定ベース３０２の右側には、可動ベース３０１の右側辺を係止
する上下一対の係止ピン３０４ａ，３０４ａが突設された係止部材３０４がネジ３０４ｂ
により取り付けられている。
【０１０２】
　遊技制御基板ケース３００は、遊技制御基板４０を収納した状態で開封不能に封止され
ており、左側辺に形成された係止片３０６を可動ベース３０１設けられた係止穴３０７に
差し込んで可動ベース３０１の前面に配置した状態で、右側辺に挿通したワンウェイネジ
３０８を、可動ベース３０１に着脱自在に取り付けられた取付部材３０９に螺入すること
で、可動ベース３０１に対して取り外し不能に固着される。尚、符号３１０は遊技制御基
板４０に接続されるコネクタの抜脱を規制するコネクタ規制部材である。
【０１０３】
　このように遊技制御基板ケース３００が取り付けられた可動ベース３０１は、背板１ｇ
に平行に配置される設置位置と、前後方向を向く回動位置と、の間で回動自在に軸支され
る。設置位置において可動ベース３０１に設けられた係止フック３０５を係止ピン３０４
ａ，３０４ａ係止することで、設置位置に保持される。また、可動ベース３０１及び遊技
制御基板ケース３００は透明な合成樹脂材にて構成されているため、設置位置において遊
技制御基板ケース３００の内部に収納された遊技制御基板４０の前面を透視できるととも
に、回動位置に位置させることで可動ベース３０１及び遊技制御基板ケース３００を通し
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て遊技制御基板４０の背面を視認することができるため、遊技制御基板４０に対して不正
行為が行われているか否かを、筺体１ａに取り付けた状態で確認することができる。
【０１０４】
　背板１ｇの前面における遊技制御基板ケース３００の下方位置には、リールユニット２
を保持する上リール支持金具３１１がネジ３１１ａにより水平に取り付けられている。上
リール支持金具３１１は、背板１ｇの左右幅寸法とほぼ同じ長さを有する帯状の金属材か
らなり、その左右端部には押え片３１２ａ，３１２ａが下向きに垂設されるとともに、そ
の前面には押え爪３１３ａ，３１３ａが回動自在に取り付けられている。
【０１０５】
　上リール支持金具３１１の下方位置には、下リール支持金具３１４がネジ３１４ａによ
り水平に取り付けられている。下リール支持金具３１４は、背板１ｇの左右幅寸法よりも
やや短寸の帯状の金属材からなり、上下方向の中央位置に形成された段部の下方が背板１
ｇに取り付けられ、上方が背板１ｇから離間する上向き係止部として機能する。また、下
リール支持金具３１４の下方位置にはメダル補給穴１９９が形成されている。
【０１０６】
　さらに下方には、背板１ｇの背面に当接するように設置される電源ボックス１００の後
端上面を押える押え金具３１９がネジ３１９ａにより取り付けられている。尚、電源ボッ
クス１００の上部には、電源基板１０１に設けられた基板側コネクタ（図示略）に接続さ
れる配線側コネクタ（図示略）の抜脱を規制するコネクタ規制部材３２６が取り付けられ
ている。
【０１０７】
　左右側板１ｄ，１ｅには、把手部材１９５Ｌ，１９５Ｒを外側から嵌合するための把手
穴１９５ａ，１９５ａがそれぞれ形成されている。左側板１ｄの内面には、複数の配線部
材３１５～３１８がネジ３１５ａ～３１８ａにより取り付けられている。また、右側板１
ｅの内面上部には、外部出力基板１０００が取り付けられる外部出力基板台３２０がネジ
３２０ａにより取り付けられている。
【０１０８】
　上板１ｃの内面前端部には、帯板状の上補強枠板３２１が図示しないネジにより左右方
向に向けて取り付けられている。左側板１ｄの内面前端部には、帯板状の左補強枠板３２
２が図示しないネジにより上下方向に向けて取り付けられている。この左補強枠板３２２
には、前面扉１ｂを回動自在に軸支する上下方向を向く上下一対の軸ピン３２２ａ，３２
２ｂが取り付けられている。右側板１ｅの内面前端部には、帯板状の右補強枠板３２３が
図示しないネジにより上下方向に向けて取り付けられている。この右補強枠板３２３には
、前面扉１ｂを係止する左右方向を向く上下一対の係止ピン３２３ａ，３２３ｂが取り付
けられている。底板１ｆの内面には、板状の下補強枠板３２４が図示しないネジにより水
平に取り付けられている。この下補強枠板３２４は、上面にホッパーユニット３４を前後
方向にスライド移動自在に支持する左右一対のガイド片３２４ａ，３２４ｂが前後方向に
向けて取り付けられているとともに、後辺に取付片３２４ｃが立設され、該取付片３２４
ｃはネジ３２４ｄにより背板１ｇに取り付けられている。
【０１０９】
　左補強枠板３２２の上端と上補強枠板３２１の左端部とは、左側板１ｄに取り付けられ
る連結ネジ３２５ａにより連結され、右補強枠板３２３の上端と上補強枠板３２１の右端
部とは、右側板１ｅに取り付けられる連結ネジ３２５ｂにより連結され、左補強枠板３２
２の下端と下補強枠板３２４の左端部とは、左側板１ｄに取り付けられる連結ネジ３２５
ｃにより連結され、右補強枠板３２３の下端と下補強枠板３２４の右端部とは、右側板１
ｅに取り付けられる連結ネジ３２５ｄにより連結されている。つまり、これら上補強枠板
３２１、左補強枠板３２２、右補強枠板３２３、下補強枠板３２４は、互いの端部同士が
連結されて四角枠状の補強枠として構成されて筺体１ａを補強するとともに、各補強板の
前端が筐体１ａの前端辺よりも前面側に突出するように配置され、前面扉１ｂを閉鎖した
ときに該前面扉１ｂとの間に形成される隙間を閉塞して不正部材等の進入を防止する。
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【０１１０】
　（リールユニット）
　次に、リールユニット２の詳細な構造について、図１０～図１６にもとづいて説明する
。図１０は、リールユニットを示す六面図である。図１１は、リールユニットを示す斜視
図である。図１２は、リールユニットを示す分解斜視図である。図１３は、各リールの構
造を示す分解斜視図である。図１４は、リール中継基板ケースを示す分解斜視図である。
図１５は、（ａ）はリール中継基板ケースがリールボックスの上面に取り付けられた状態
を示す要部断面図であり、（ｂ）（ｃ）は（ａ）の要部拡大断面図である。図１６は、リ
ールユニットが筺体に取り付けられた状態を示す概略断面図である。
【０１１１】
　図１０～図１２に示すように、リールユニット２は、外周面に複数種類の図柄が配列さ
れた円筒状のリール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒと、リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒを回転駆動するリール
モータ３２Ｌ，３２Ｃ，３２Ｒと、基準位置を検出するリールセンサ３３Ｌ，３３Ｃ，３
３Ｒと、これらリール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒ、リールモータ３２Ｌ，３２Ｃ，３２Ｒ、リール
センサ３３Ｌ，３３Ｃ，３３Ｒを支持するリール支持板３５０Ｌ，３５０Ｃ，３５０Ｒと
、リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒを左右方向に並設した状態で保持する保持部材としてのリール
ボックス３５１と、から主に構成され、リールボックス３５１の上面にはリール中継基板
ケース３７０が取り付けられている。
【０１１２】
　リールボックス３５１は、図１０に示すように、合成樹脂材により前面が開口する箱状
に形成されている。上板の前後幅寸法は下板の前後幅寸法よりも短寸に形成され、前面開
口は上方に向けて背面側に傾斜しているとともに、上板の左右幅寸法は下板の左右幅寸法
よりも若干短寸に形成され、前面開口は正面視台形状に形成されている。さらに、左右側
板の前辺は後辺よりも長寸に形成されているため、前面開口は背板の面積よりも大きく形
成されている。上下幅寸法はリール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒの直径よりもやや長寸で、各リール
２Ｌ，２Ｃ，２Ｒの後半部を収容可能な大きさを有している。
【０１１３】
　図１２に示すように、リールボックス３５１の前面開口周囲には外向きに突出するフラ
ンジ片３５２が形成されており、該フランジ片３５２における上辺部前面にはリール支持
板３５０Ｌ，３５０Ｃ，３５０Ｒを取り付けるネジ３５３ａのネジ穴を有する取付凹部３
５３Ｌ，３５４Ｃ，３５４Ｒが各リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒに対応して形成されているとと
もに、下辺部前面にはリール支持板３５０Ｌ，３５０Ｃ，３５０Ｒを取り付けるネジ３５
４ａのネジ穴を有する取付凹部３５４Ｌ，３５４Ｃ，３５４Ｒが各リール２Ｌ，２Ｃ，２
Ｒに対応して形成されている。また、取付凹部３５３Ｌ，３５４Ｒの左側には、リール中
継基板ケース３７０を係止する係止穴３５５ａ，３５５ｂが形成されている。
【０１１４】
　底板の上面には、各リール支持板３５０Ｌ，３５０Ｃ，３５０Ｒを前後方向にスライド
移動案内する案内片３５６が立設されているとともに、その後側には短寸の位置決め片３
５７が立設されており、これら案内片３５６と位置決め片３５７との間にリール支持板３
５０Ｌ，３５０Ｃ，３５０Ｒが差し込まれて位置決めされるようになっている。また、背
板の内面における各リール支持板３５０Ｌ，３５０Ｃ，３５０Ｒに対応する位置には、該
リール支持板３５０Ｌ，３５０Ｃ，３５０Ｒの後端部が嵌合可能な凹溝３５８が上下方向
に延設されているとともに、各凹溝３５８の上下方向の中央よりもやや下方位置には、各
リール支持板３５０Ｌ，３５０Ｃ，３５０Ｒを支持する差込片３５９が各凹溝３５８を横
切るように前向きに突設されている。
【０１１５】
　図１０に示すように、背板の背面上部左右側には、上向きに延設される上係止片３６０
ａ，３６０ｂがネジ３６０ｃによりそれぞれ取り付けられているとともに、これらの内側
には、リール中継基板ケース３７０が取り付けられるネジ穴３６３ｃを有する取付凹部３
６３ａ，３６３ｂが形成されている。また、上下方向の略中央位置には、下リール支持金
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具３１４に係止される下係止片３６１がネジ３６１ａにより水平に取り付けられていると
ともに、下係止片３６１の下方位置には、筺体１ａの背板１ｇの内面に当接する凸条３６
２が左右方向に突設されている。
【０１１６】
　次に、リール２Ｌについて説明する。尚、リール２Ｃ，２Ｒはリール２Ｃと同様の構造
であるため、ここではリール２Ｌについてのみ説明してリール２Ｃ，２Ｒの説明は省略す
る。図１３に示すように、リール２Ｌは、一面に複数種類の図柄が配列された帯状のリー
ルシート４００と、該リールシート４００の左右端部を保持する保持枠４０１，４０２と
、から構成されている。保持枠４０１は、リールモータ３２Ｌの出力軸３３ａに相対回転
不能に固着される円形状のリール取付盤４０５に複数のネジ４０５ａにより取り付けられ
る円形状の取付板４０１ａと、取付板４０１ａから放射状に延設される複数の連結片４０
１ｃに固定される環状部４０１ｂと、から構成される。保持枠４０２は環状部のみにて構
成される。
【０１１７】
　リール支持板３５０Ｌは、合成樹脂材により構成され、前端部には、各リール間を閉塞
可能な幅寸法を有するとともに、側面視が、リール２Ｌと同心円であるとともにリール２
Ｌよりも直径がやや大きい円弧形状をなすリール間隠蔽片４１０が形成されている。リー
ル間隠蔽片４１０の上部には、リールボックス３５１に取り付けるネジ３５３ａの取付穴
４１１ａを有する取付片４１１が突設されているとともに、下部には、リールボックス３
５１に取り付けるネジ３５４ａの取付穴４１２ａを有する取付片４１２が突設されている
。また、後端面には、リールボックス３５１の凹溝３５８に嵌合される凸部４１３が後向
きに突設されているとともに、該凸部４１３の後端中央位置には、差込片３５９が差し込
まれる水平なスリット４１４が形成されている。
【０１１８】
　リール支持板３５０Ｌの左側面略中央位置には、リールモータ３２Ｌが取り付けられる
直方形状のリール取付台４１５が突設されており、リールモータ３２Ｌが、出力軸３３ａ
が左右方向を向くように側方からネジ４１５ａにより取り付けられている。リール取付台
４１５の前方には、リフレクタ４１７が取り付けられるリフレクタ取付台４１８が突設さ
れている。リフレクタ４１７は、前面の上段、中段、下段それぞれに左右一対のリールＬ
ＥＤ５５が配設されたリールＬＥＤ基板４１６がネジ４１６ａにより背面に一体的に取り
付けられた状態でネジ４１７ａによりリフレクタ取付台４１８の左側面に取り付けられる
。
【０１１９】
　リフレクタ４１７は、上段の２つのリールＬＥＤ５５を前方に臨ませる上穴、中段の２
つのリールＬＥＤ５５を前方に臨ませる中穴、下段の２つのリールＬＥＤ５５を前方に臨
ませる下穴がそれぞれ背面に形成されるとともに、各穴間を区画する２枚の区画板により
上・中・下段に区画され、上段の図柄、中段の図柄、下段の図柄それぞれをリール２Ｌの
内側から前方に向けて個別に照射できるようになっている。
【０１２０】
　リール取付台４１５の上部には、リールＬＥＤ基板４１６及びリールモータ３２Ｌ，３
２Ｃ，３２Ｒそれぞれに接続される配線をまとめるための配線フック４１９が形成されて
いるとともに、その後側には該配線を右側に挿通するための配線穴４２０が形成されてい
る。また、配線穴４２０から右側に挿通された配線は、取付片４１１の右側方にネジ４２
１ａにより取り付けられる配線押え４２１により上方に向けて延出された状態に保持され
る。つまり配線は、リール支持板３５０Ｌとその右隣のリール２Ｃとの間を挿通してリー
ルボックス３５１のフランジ片３５２の近傍位置に上下方向に配線される。
【０１２１】
　図１４及び図１５に示すように、リール中継基板ケース３７０は、各リール２Ｌ，２Ｃ
，２Ｒのリールモータ３２Ｌ，３２Ｃ，３２Ｒ及びリールセンサ３３Ｌ，３３Ｃ，３３Ｒ
と遊技制御基板４０とを中継するリール中継基板４３０と、各リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒの
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リールＬＥＤ５５と演出制御基板９０とを中継するリールＬＥＤ中継基板４３１と、を収
納する透明な合成樹脂材からなる基板ベース４４０及び基板カバー４４１から構成されて
いる。
【０１２２】
　リール中継基板４３０は、リールモータ３２Ｌ，３２Ｃ，３２Ｒ及びリールセンサ３３
Ｌ，３３Ｃ，３３Ｒに接続された配線に設けられたコネクタ（図示略）が接続される基板
側コネクタ４３２ａと、遊技制御基板４０に接続される配線に設けられたコネクタ（図示
略）が接続される基板側コネクタ４３２ｂと、が上面４３０ａにおける左右側に配設され
る。前辺における左右方向の中央位置には位置決め凹部４３４が形成されるとともに、そ
の左右側には位置決め凹部４３５ａ，４３５ａが形成されている。
【０１２３】
　リールＬＥＤ中継基板４３１は、リールＬＥＤ５５に接続された配線に設けられたコネ
クタ（図示略）が接続される基板側コネクタ４３３ａと、演出制御基板９０に接続される
配線に設けられたコネクタ（図示略）が接続される基板側コネクタ４３３ｂと、が上面４
３１ａにおける左右側に配設される。後辺の左右側には位置決め凹部４３５ｂ，４３５ｂ
が形成されている。
【０１２４】
　基板ベース４４０は、平面視長方形状の底壁４４０ａと、底壁４４０ａの周縁に立設さ
れる左右の側壁４４０ｂ，４４０ｃ及び前後壁４４０ｄ，４４０ｅと、から上面が開口す
る箱状に形成されている。側壁４４０ｂ，４４０ｃ及び前後壁４４０ｄ，４４０ｅの内面
には、リール中継基板４３０及びリールＬＥＤ中継基板４３１を支持するリブ４４４が複
数立設されているとともに、底壁４４０ａの前後方向の中央位置には、リブ４４２及び位
置決め片４４３が直交するように立設された支持片４４５が左右幅方向にわたり延設され
ている。また、中央後側のリブ４４２の上部には、位置決め突部４４７が突設されている
とともに、前後壁４４０ｄ，４４０ｅの内面には水平な基板押え片４４６が内向きに突設
されている。
【０１２５】
　このように構成された基板ベース４４０の上面後部には、リール中継基板４３０の後辺
を後壁４４０ｅ側のリブ４４４と基板押え片４４６との間に差し込んだ状態で前辺側を下
降させることで、位置決め凹部４３５ａ，４３５ａに位置決め片４４３が嵌合されるとと
もに、位置決め凹部４３４に位置決め突部４４７が嵌合されて、基板ベース４４０の上面
後部に配置される。また、基板ベース４４０の上面前部には、リールＬＥＤ中継基板４３
１の前辺を前壁４４０ｄ側のリブ４４４と基板押え片４４６との間に差し込んだ状態で後
辺側を下降させることで、位置決め凹部４３５ｂ，４３５ｂに位置決め片４４３が嵌合さ
れて、基板ベース４４０の上面前部に配置される。
【０１２６】
　リール中継基板４３０及びリールＬＥＤ中継基板４３１は、基板ベース４４０の前後に
横向きに並設され、配置された状態においてリール中継基板４３０の下面４３０ｂ及びリ
ールＬＥＤ中継基板４３１の下面４３１ｂが被覆されるようになっている。尚、２つのう
ちリール中継基板４３０にのみ、基板ベース４４０に設けられた位置決め突部４４７に嵌
合する位置決め凹部４３４が形成されていることで、双方の基板を前後逆に配置すること
が防止されている。
【０１２７】
　また、基板ベース４４０の前壁４４０ｄにおけるリールボックス３５１の取付凹部３５
３Ｌ，３５４Ｃに対応する位置にはベース側凹部４４８ａ，４４８ｂが形成されていると
ともに、取付凹部３５３Ｌ，３５４Ｃの背面に突設された円筒状のネジ穴用ボスを挿通さ
せる開口４４９ａ，４４９ｂが形成されている。
【０１２８】
　左右側壁４４０ｂ，４４０ｃの外面における前後方向の中央位置には凹部４５０ａ，４
５０ｂが上下幅方向にわたり形成されているとともに、該凹部４５０ａ，４５０ｂの外面
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には、基板カバー４４１に係止される係止爪４５１がそれぞれ突設されている。
【０１２９】
　また、底壁４４０ａの下面には、図１５に示すように、リールボックス３５１の上面３
５１ａに下端が当接される左右方向に延びる設置片４５２ａ，４５２ｂが突設されている
とともに、後壁４４０ｅの下端は底壁４４０ａよりも下方に延設されている。設置片４５
２ａ，４５２ｂ及び後壁４４０ｅの底壁４４０ａからの突出長さはそれぞれ異なっており
、背面に向けて下方に傾斜する上面３５１ａに対応して底壁４４０ａを水平に支持しうる
長さに形成されている。
【０１３０】
　基板カバー４４１は、リール中継基板４３０及びリールＬＥＤ中継基板４３１双方の上
面４３０ａ，４３１ａを被覆可能な大きさを有する平面視長方形状の上壁４４１ａと、上
壁４４１ａの左右側辺における前後方向の中央位置から垂下され、係止孔４６１が形成さ
れた弾性変形可能な取付片４６０ａ，４６０ｂと、上壁４４１ａの前辺から垂下され、リ
ールボックス３５１のフランジ片３５２に取り付けられる前取付片４６２と、上壁４４１
ａの後辺から垂下され、リールボックス３５１の背面に取り付けられる後取付片４６３と
、から構成されている。
【０１３１】
　前取付片４６２におけるベース側凹部４４８ａ，４４８ｂに対応する位置には、リール
ボックス３５１の取付凹部３５３Ｌ，３５４Ｃが嵌合されるカバー側凹部４６４ａ，４６
４ｂが形成されているとともに、カバー側凹部４６４ａ，４６４ｂには開口４４９ａ，４
４９ｂに対応する半円状の切欠４６５ａ，４６５ｂが形成されている。また、左右端部に
は、リールボックス３５１の係止穴３５５ａ，３５５ｂに挿通される水平な左右一対の係
止片４６６ａ，４６６ｂが前向きに突設されている。
【０１３２】
　後取付片４６３の下端左右側には、リールボックス３５１の左右一対の取付凹部３６３
ａ，３６３ｂに嵌合可能な大きさを有し、ネジ４６７ｄ（図１１参照）の取付穴４６７ｃ
が形成された後取付片４６７ａ，４６７ｂが垂下されている。
【０１３３】
　上壁４４１ａにおける各基板側コネクタ４３２ａ，４３２ｂに対応する位置には、これ
ら各基板側コネクタ４３２ａ，４３２ｂが挿通可能な大きさを有するコネクタ用孔４６８
ａ，４６８ｂが形成されているとともに、各基板側コネクタ４３３ａ，４３３ｂに対応す
る位置には、これら各基板側コネクタ４３３ａ，４３３ｂが挿通可能な大きさを有するコ
ネクタ用孔４６９ａ，４６９ｂが形成されている。
【０１３４】
　また、上壁４４１ａの上面後部左右方向の中央位置には、正面視下向きコ字形をなす把
手部４７０が左右方向に向けて突設されているとともに、該把手部４７０の直下には、該
把手部４７０を一体成型するための開口部４７１が後取付片４６３にかけて形成されてい
る。尚、リール中継基板４３０の上面４３０ａにおける開口部４７１に対応する領域は、
基板側コネクタ４３２ａ，４３２ｂ及び配線パターン等が配設されていない非配線領域で
あるとともに、該開口部４７１の下面側の周縁からは、下端がリール中継基板４３０の上
面４３０ａに当接する長さを有する垂下片４７２（図１５参照）が下向きに延設されてい
ることで、開口部４７１を介してケース内部に不正部材等を進入させることができないよ
うになっている。
【０１３５】
　次に、リール中継基板ケース３７０のリールボックス３５１への取り付けについて説明
する。リール中継基板ケース３７０をリールボックス３５１に取り付けるには、図１４に
示すように、まず、リール中継基板４３０及びリールＬＥＤ中継基板４３１を、上面４３
０ａ，４３１ａを上向きにした状態で基板ベース４４０上に配置する。これにより下面４
３０ｂ，４３１ｂが基板ベース４４０により被覆される。
【０１３６】
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　そしてリール中継基板４３０及びリールＬＥＤ中継基板４３１の上面４３０ａ，４３１
ａを基板カバー４４１の下面に対向させた状態で基板カバー４４１を下降させ、基板ベー
ス４４０に対して上方から組み付ける。これにより、基板カバー４４１の左右の取付片４
６０ａ，４６０ｂが基板ベース４４０の左右の凹部４５０ａ，４５０ｂに嵌合され、係止
孔４６１に係止爪４５１が係止され、基板ベース４４０に基板カバー４４１が取り付けら
れて一体化される。つまり、リール中継基板４３０及びリールＬＥＤ中継基板４３１は、
基板ベース４４０を介して基板カバー４４１の下面に一体的に組み付けられ、これらリー
ル中継基板４３０及びリールＬＥＤ中継基板４３１、基板ベース４４０、基板カバー４４
１により基板ユニットが形成される。
【０１３７】
　また、基板ベース４４０に基板カバー４４１が取り付けられた状態において、基板側コ
ネクタ４３２ａ，４３２ｂ、４３３ａ，４３３ｂがコネクタ用孔４６８ａ，４６８ｂ、４
６９ａ，４６９ｂに挿通されて、配線側コネクタ（図示略）を接続可能となる（図１１参
照）。
【０１３８】
　このようにリール中継基板４３０及びリールＬＥＤ中継基板４３１が収納されたリール
中継基板ケース３７０をリールボックス３５１の上面３５１ａに取り付けるには、図１１
に示すように、リール中継基板４３０及びリールＬＥＤ中継基板４３１の下面４３０ｂ，
４３１ｂをリールボックス３５１の上面３５１ａに対向させ、基板カバー４４１の係止片
４６６ａ，４６６ｂを係止穴３５５ａ，３５５ｂの背面側から差し込む。そして前取付片
４６２の前面をフランジ片３５２の背面に当接させることで、カバー側凹部４６４ａ，４
６４ｂに取付凹部３５３Ｌ，３５３Ｃの背面が嵌合されるとともに、後取付片４６７ａ，
４６７ｂの前面がリールボックス３５１の背面３５１ｂに形成された取付凹部３６３ａ，
３６３ｂに当接し、上面３５１ａに対するリール中継基板ケース３７０の前後左右方向の
取付位置が決定される。
【０１３９】
　そして、左右それぞれの後取付片４６７ａ，４６７ｂの取付穴４６７ｃの背面側からネ
ジ４６７ｄを挿通してリールボックス３５１のネジ穴３６３ｃ，３６３ｃに螺入すること
で、係止片４６６ａ，４６６ｂの係止穴３５５ａ，３５５ｂからの逸脱が規制され、リー
ル中継基板ケース３７０が上面３５１ａ上に取り付けられる。尚、上面３５１ａから取り
外すにはネジ４６７ｄを取り外せばよい。
【０１４０】
　このように、基板カバー４４１をリールボックス３５１の上面３５１ａに取り付ける係
止片４６６ａ，４６６ｂ、係止穴３５５ａ，３５５ｂ、後取付片４６７ａ，４６７ｂの取
付穴４６７ｃ、ネジ穴３６３ｃ，３６３ｃ、ネジ４６７ｄとは別個に、基板カバー４４１
にリール中継基板４３０及びリールＬＥＤ中継基板４３１を取り付けて基板ユニットを形
成する基板ユニット形成手段を構成する係止爪４５１、係止孔４６１が設けられているこ
とで、例えばリール中継基板４３０及びリールＬＥＤ中継基板４３１の検査等を行うため
に基板をリールボックス３５１から取り外したり、検査後に取り付けたりする場合、基板
カバー４４１をリールボックス３５１に対して着脱することにより該基板カバー４４１に
一体化されたリール中継基板４３０及びリールＬＥＤ中継基板４３１、つまり基板ユニッ
トを着脱できるため、作業性が向上するばかりか、取り外したリール中継基板４３０及び
リールＬＥＤ中継基板４３１の上面４３０ａ，４３１ａが基板カバー４４１により保護さ
れていることで、基板側コネクタ４３２ａ，４３２ｂ、４３３ａ，４３３ｂや配線等が露
呈して損傷することを防止できる。また、リール中継基板４３０及びリールＬＥＤ中継基
板４３１をリールボックス３５１を介さずに基板カバー４４１に直接取り付けできるので
、コネクタ用孔４６８ａ，４６８ｂ、４６９ａ，４６９ｂに対するコネクタの位置決めを
正確に行うことができる。
【０１４１】
　また、リール中継基板４３０及びリールＬＥＤ中継基板４３１を基板ベース４４０を介
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して基板カバー４４１に取り付けることができるため、リール中継基板４３０及びリール
ＬＥＤ中継基板４３１に取付部等を加工しないで済むとともに、リール中継基板４３０及
びリールＬＥＤ中継基板４３１の上面及び下面を被覆した状態でリールボックス３５１に
取り付けできるため、リール中継基板４３０及びリールＬＥＤ中継基板４３１に対する不
正行為や基板の損傷をより効果的に防止できる。
【０１４２】
　各リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒ及びリール中継基板ケース３７０が一体的に組み付けられた
リールボックス３５１は、図１６に示すように、背板１ｇに設けられた下リール支持金具
３１４に下係止片３６１を上方から差し込んで係止することで、背板１ｇの内面に背面３
５１ｂを近接させた状態で保持される。また、保持された状態において、凸条３６２の背
面が背板１ｇの背面に当接され、背板１ｇに対して背面３５１ｂが平行に保持されるとと
もに、左右の上係止片３６０ａ，３６０ｂが上リール支持金具３１１の左右の押え片３１
２ａ，３１２ａの前面に配置されるため、押え爪３１３ａ，３１３ａを回転させて上係止
片３６０ａ，３６０ｂを押え片３１２ａ，３１２ａとの間に挟持することで、リールボッ
クス３５１が安定的に保持される。
【０１４３】
　また、後取付片４６７ａ，４６７ｂは、基板カバー４４１の後取付片４６３の下端から
垂下されるとともに、この後取付片４６７ａ，４６７ｂが取り付けられる取付凹部３６３
ａ，３６３ｂは背面３５１ｂに凹設されているため、リールユニット２の前面側からこれ
ら後取付片４６７ａ，４６７ｂや取付凹部３６３ａ，３６３ｂは見えない。また、リール
ボックス３５１は、背板１ｇの内面に対して背面３５１ｂを近接させた状態で設置される
ため、後取付片４６７ａ，４６７ｂを取付凹部３６３ａ，３６３ｂから取り外す際に、背
板１ｇが邪魔になって取り外しが困難になる。さらに、後取付片４６７ａ，４６７ｂを取
付凹部３６３ａ，３６３ｂに取り付けるネジ４６７ｄは、軸心が前後方向を向く取付穴４
６７ｃ、ネジ穴３６３ｃに背面側から取り付けられているため、ネジ４６７ｄを取り外す
際にも背板１ｇが邪魔になって取り外しが困難になる。
【０１４４】
　よって、リールボックス３５１を背板１ｇから取り外さない限りリール中継基板ケース
３７０を取り外すことは困難であるため、リール中継基板４３０及びリールＬＥＤ中継基
板４３１をリールボックス３５１から取り外して不正行為を行うことを抑制することがで
きる。
【０１４５】
　また、リールユニット２は、図１６に示すように、リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒの前面側に
形成される可変表示領域を透視窓３に臨ませるように、背板１ｇの内面に取り付けられる
。また、このリールユニット２の上方位置には、透視窓３の上方に設けられる演出用透視
窓を構成する上部パネル１１２に内部装置を臨ませるように前面扉１ｂの背面に取り付け
られる演出装置ユニット７０が配設される。
【０１４６】
　リールボックス３５１は、リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒの後部側を覆うように配置されるこ
とで、上面３５１ａがリール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒの頂部よりも背面側に配置されるとともに
、リールボックス３５１は背板１ｇの内面に背面３５１ｂを近接させた状態で保持される
ため、上面３５１ａは、筐体１ａにおける前後方向の中央位置よりも背板１ｇ寄りに配置
される。そしてリール中継基板ケース３７０は、この上面３５１ａ上に取り付けられると
ともに、把手部４７０は基板カバー４４１の前後方向の中央位置よりも背面側に突設され
ているため、上面３５１ａの前後方向の中央位置よりも背面側に配置される。
【０１４７】
　演出装置ユニット７０は、その下面後部が、基板カバー４４１の上面における把手部４
７０の前方領域の直上に対向するように配置されるとともに、把手部４７０の頂部よりも
基板カバー４４１の上面に近接して配置される。
【０１４８】
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　すなわち、リールユニット２の上方には演出装置ユニット７０が近接して配置されるた
め、上方に突出する把手部４７０を演出装置ユニット７０と干渉することがないように極
力背板１ｇ寄りに配置しておくことで、演出装置ユニット７０の前後幅寸法を極力長くす
ることができるので、演出装置の大型化を図ることができるばかりか、把手部４７０の前
方においてリールユニット２に近接させて配置することにより、演出用透視窓としての上
部パネル１１２の上下幅寸法を極力大型化することができるため、遊技の興趣が向上する
。
【０１４９】
　また、基板カバー４４１の上面における把手部４７０の直下には、把手部４７０を一体
成型するための開口部４７１が形成されることで、基板カバー４４１の上面における把手
部４７０の直下が凹設されるため、把手部４７０を上方に大きく突出させなくても把手部
４７０に手指を差し込むための空間を確保できるとともに、把手部４７０が前後幅方向の
中央位置よりも背面側に配置され、開口部４７１が基板カバー４４１の上面における後辺
に沿って形成されていることで、背面側から手指を差し込みやすくなっている。
【０１５０】
　また、本実施例では、リールボックス３５１は前面が開口する箱体にて構成されていた
が、リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒを回動可能に支持しうるものであれば、例えば正面視枠状に
形成されたフレーム体等にて構成されていてもよい。
【０１５１】
　また、本実施例では、リールボックス３５１の上面にリール中継基板４３０及びリール
ＬＥＤ中継基板４３１が配置され、双方の基板上面を基板カバー４４１にて被覆している
が、基板カバー４４１は、少なくともリールを駆動するリールモータ３２Ｌ，３２Ｃ，３
２Ｒに接続されるリール中継基板４３０を被覆可能に構成されていればよい。また、これ
ら以外の基板（例えば演出制御基板９０等）を被覆するものであってもよい。
【０１５２】
　また、本実施例では、リール中継基板４３０及びリールＬＥＤ中継基板４３１を基板ベ
ース４４０を介して基板カバー４４１に組み付けていたが、基板ベース４４０を介さずに
ネジや係止爪等を介して基板カバー４４１に直接組み付けて（取り付けて）もよい。
【０１５３】
　また、本実施例では、基板カバー４４１は前部の係止片４６６ａ，４６６ｂを係止した
状態で後取付片４６７ａ，４６７ｂをリールボックス３５１の背面にネジ止めすることに
より取り付けられていたが、取付形態は種々に変更可能であり、例えば上面３５１ａに直
接ネジ止めするようにしてもよい。
【０１５４】
　また、本実施例では、把手部４７０は基板カバー４４１の上面に突設されていたが、基
板カバー４４１を把手可能であれば必ずしも突設されていなくてもよい。
【０１５５】
　（前面扉の前面構造）
　次に、前面扉１ｂの前面構造について、図１７にもとづいて説明する。図１７は、前面
扉の前面構造を示す分解斜視図である。
【０１５６】
　前面扉１ｂは、下躯体１ｋと上躯体１ｈ（図３０参照）とから構成されている。下躯体
１ｋは、遊技パネル１１１の左右側を保持するサイドフレーム５００Ｌ，５００Ｒを有し
、該サイドフレーム５００Ｌ，５００Ｒの前面には、背面側に配設される装飾ＬＥＤが配
設されているとともに、その前面には縦長のサイドレンズカバー５０１Ｌ，５０１Ｒがネ
ジ５０１ａにより背面側から取り付けられている。突出部５の前面には、前面及び上面を
被覆する保護カバー５０２がネジ５０２ａにより背面側から取り付けられている。
【０１５７】
　保護カバー５０２の左側には、遊技用表示部１３の上方を被覆する表示用レンズ５０３
及びその下面に配置される保護シート５０４が取り付けられる表示部孔５０５が形成され
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ているとともに、表示部孔５０５の左側には、ＭＡＸＢＥＴスイッチ６を構成するＭＡＸ
ＢＥＴスイッチユニット６ａが上方から取り付けられるＭＡＸＢＥＴスイッチ取付穴５０
６が形成されている。尚、ＭＡＸＢＥＴスイッチ６は突出部５の上面に上方から取り付け
られ、背面側からネジ６ｂにより止着される。
【０１５８】
　保護カバー５０２の右側には、メダル投入部４を構成する開口部４７１１４０（図２９
参照）及び演出スイッチ５４が配置されるユニット部材５０７が前面側からスライドによ
り取り付けられ、背面側からネジ５０７ａにより取り付けられている。また、前面にはス
トップスイッチ８Ｌ，８Ｃ，８Ｒを前面側に臨ませるストップスイッチ孔５０８Ｌ，５０
８Ｃ，５０８Ｒが並設されているとともに、その左側にはスタートスイッチ７を臨ませる
切欠部５０９が形成されている。
【０１５９】
　突出部５の下方位置には、下部パネル１２０が取り付けられるパネル取付凹部５１０が
凹設されている。パネル取付凹部５１０の下方位置におけるスピーカ５３Ｌ，５３Ｒとの
対向位置には放音口５２０Ｌ，５２０Ｒが形成されているとともに、その前面にはパンチ
ングメタルからなるスピーカカバー５２１Ｌ，５２１Ｒが配置される。さらにその前面に
は、左右に放音口５２２Ｌ，５２２Ｒが形成されるとともに、これら放音口５２２Ｌ，５
２２Ｒの間に、ラベル貼着部材２００が取り付けられる貼着部材取付凹部５２４及びメダ
ル払出口９を構成する払出孔５２３が形成された金属性の保護プレート５２５が、ネジ５
２５ａにより前面側から取り付けられている。
【０１６０】
　保護プレート５２５の前側には、受皿１２３を構成する受皿ユニット５２６がネジ５２
６ａにより背面側から取り付けられ、この受皿ユニット５２６の後端面により保護プレー
ト５２５の下辺部及び左右側辺部の前面が被覆されるようになっている。また、受皿ユニ
ット５２６の左側には、灰皿５２７が回転自在に軸支されるとともに、受皿１２３を構成
する凹部底面上には金属製の保護プレート５３０がネジ５３０ａにより取り付けられてい
る。尚、灰皿５２７の前面には装飾部材５２８，５２９がそれぞれネジ５２８ａ，５２８
ｂにより取り付けられている。
【０１６１】
　また、サイドフレーム５００Ｌ，５００Ｒの外面には演出表示部５３１Ｌ，５３１Ｒ（
５３１Ｒは図示せず）が形成されているとともに、その外面には透明な保護シート５３２
Ｌ，５３２Ｒが貼着されている。
【０１６２】
　（下部パネルユニット）
　次に、パネル取付凹部５１０に前面側から取り付けられる下部パネル１２０及びその背
面側に配置される取付パネル５６０とからなる下部パネルユニット５５０について、図１
８～図２３にもとづいて説明する。図１８は、下部パネルユニットの下躯体に対する取り
付け状況を示す分解斜視図である。図１９は、（ａ）は下部パネルの正面図であり、（ｂ
）は下部パネルの背面図であり、（ｃ）は下部パネルの左側面図である。図２０は、（ａ
）は取付パネルを示す正面図であり、（ｂ）は取付パネルを示す背面図である。図２１は
、下パネル基板の取付状況を示す斜視図である。図２２は、下部パネルユニットを取付凹
部に取り付けた状態を示す段面図である。図２３は、（ａ）は図２０のＢ－Ｂ断面図であ
り、（ｂ）は図２０のＣ－Ｃ断面図である。
【０１６３】
　図１８及び図１９に示すように、下部パネルユニット５５０は、透明な合成樹脂材にて
形成された下部パネル１２０と、その背面側に配置される取付パネル５６０と、取付パネ
ル５６０の前面に取り付けられるフィギュア１２１と、から構成され、パネル取付凹部５
１０に前面側からそれぞれ個別に取り付けられる。
【０１６４】
　下部パネル１２０は、横長帯状に形成される前壁部１２０ａと、その周囲に傾斜状に形
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成される面取り部１２１ｂと、面取り部１２１ｂの周縁から背面側に延設される上壁部１
２０ｃ、左右の側壁部１２０ｄ，１２０ｅ、下壁部１２０ｆと、から背面側に開口する箱
状に形成されている。前壁部１２０ａは、上下方向に向けて平坦状をなすとともに、左右
方向の中央に向けて前方に湾曲するように形成されている。
【０１６５】
　上壁部１２０ｃの左右方向の中央位置には、成型用の切欠部５７０が形成されていると
ともに、その左右側には、パネル取付凹部５１０に形成される係止穴５６２ａ，５６２ｂ
に挿通して背面側にて係止される係止爪５７１ｃが上面に形成された弾性係止片５７１ａ
，５７１ｂが背面側に向けて突設されている。また、下壁部１２０ｆの下面には、パネル
取付凹部５１０の下部に形成される係止穴５６３ａ～５６３ｃに係止される係止片５７２
ａ～５７２ｃが、長手方向に向けて所定間隔おきに下方に向けて垂下されている。
【０１６６】
　図１８、図２０及び図２１に示すように、取付パネル５６０は、下部パネル１２０の前
壁部１２０ａとほぼ同形をなす板状部５６０ａと、該板状部５６０ａの周縁に形成される
枠状部５６０ｂと、から構成される。板状部５６０ａは、前面にフィギュア１２１が取り
付けられる取付部５８０と、該取付部５８０の左側に該取付部５８０に対して前方に隆起
して形成された第１透光部５８１（図２０（ａ）中における薄灰色領域）及び取付部５８
０の右側に該取付部５８０に対して前方に隆起して形成された第１透光部５８２（図２０
（ａ）中における薄灰色領域）と、該第１透光部５８２の上部に該第１透光部５８２に対
して前方に隆起して形成された第２透光部５８３（図２０（ａ）中における濃灰色領域）
と、を有する。
【０１６７】
　より詳しくは、図１８及び図２２に示すように、第１透光部５８１，５８２の前面５８
１ａ，５８２ａ及び背面５８１ｂ，５８２ｂは、取付部５８０の前面５８０ａよりも前方
に位置し、第２透光部５８３の前面５８３ａ及び背面５８３ｂは、前面５８０ａ，５８１
ａ，５８２ａよりも前方に位置する。言い換えると、第１透光部５８１，５８２及び第２
透光部５８３は、取付部５８０の前面５８０ａに対して前方に隆起する隆起部であるとと
もに、取付部５８０の背面５８０ｂに対して凹設された凹部である。
【０１６８】
　尚、本実施例では、取付部５８０の前面５８０ａに対する第１透光部５８１，５８２の
突出長さＬ１、つまり取付部５８０と第１透光部５８１，５８２との間に形成される側壁
５８１ｃ，５８２ｃの高さ寸法Ｌ１は約１ｃｍであり、第１透光部５８１，５８２の前面
５８１ａ，５８１ｂに対する第２透光部５８３の突出長さＬ２、つまり第１透光部５８１
と第２透光部５８３との間に形成される側壁５８３ｃの高さ寸法Ｌ２は約３ｃｍである。
すなわち、取付部５８０の前面５８０ａに対する第２透光部５８３の突出長さＬ３は約４
ｃｍである。また、側壁５８１ｃ，５８２ｃは多方向を向く複数の短寸壁を連設して形成
され、側壁５８３ｃは長寸壁と多方向を向く複数の短寸壁を連設して形成されている。
【０１６９】
　また、フィギュア１２１の突出長さ（前後幅寸法）Ｌ４は、第２透光部５８３の突出長
さＬ３よりも長寸とされている（Ｌ４＞Ｌ３＞Ｌ２＞Ｌ１）。
【０１７０】
　取付部５８０には、フィギュア１２１を取り付けるためのネジ５８５ａが挿通される貫
通孔が前後方向に貫通して形成された円柱状をなす複数の取付ボス５８５が、前面５８０
ａ及び背面５８０ｂ双方に突出するように設けられている。よって、フィギュア１２１は
、取付ボス５８５の背面側から貫通孔に挿通したネジ５８５ａにより前面５８０ａに取り
付けられる。また、取付部５８０の前面５８０ａにおけるフィギュア１２１の下部右側に
は、フィギュア１２１のキャラクタ名を示す表示部５６６が設けられている。尚、丸穴５
８６はフィギュア１２１に設けられた位置決め突部（図示略）が嵌合する位置決め穴であ
る。
【０１７１】
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　第１透光部５８１の背面５８１ｂには、前面に複数のＬＥＤ５９０ａ（図１８参照）が
配置された第１下パネル基板５９０が取り付けられ、第１透光部５８２の背面５８２ｂに
は、前面に複数のＬＥＤ５９１ａ（図１８参照）が配置された第２下パネル基板５９１が
取り付けられ、第２透光部５８３の背面５８３ｂには、前面に複数のＬＥＤ５９２ａ（図
１８参照）が配置された第３下パネル基板５９２が取り付けられる。
【０１７２】
　第１透光部５８１の背面５８１ｂには、第１下パネル基板５９０を取り付けるネジ５９
５ａが螺入されるネジ穴が先端に形成された取付ボス５９５が複数突設されているととも
に、第１下パネル基板５９０に形成される位置決め穴５９６ａに嵌合される位置決めボス
５９６が複数突設されている。
【０１７３】
　第１透光部５８２の背面５８２ｂには、第２下パネル基板５９１を取り付けるネジ５９
７ａが螺入されるネジ穴が先端に形成された取付ボス５９７が複数突設されているととも
に、第２下パネル基板５９１に形成される位置決め穴５９８ａに嵌合される位置決めボス
５９８が複数突設されている。
【０１７４】
　第２透光部５８３の背面５８３ｂには、第３下パネル基板５９２を取り付けるネジ５９
９ａが螺入されるネジ穴が先端に形成された取付ボス５９９が複数突設されているととも
に、第３下パネル基板５９２に形成される位置決め穴５９９ｃに嵌合される位置決めボス
５９９ｂが複数突設されている。
【０１７５】
　また、板状部５６０ａの背面四隅及び中央よりやや右側には、取付パネル５６０をパネ
ル取付凹部５１０に取り付けるためのネジ６２１ａ～６２１ｆ（図１８参照）が螺入され
るネジ穴が先端に形成された取付ボス６２０ａ～６２０ｆが背面側に向けて突設されてお
り、パネル取付凹部５１０における取付ボス６２０ａ～６２０ｆに対応する箇所に形成さ
れた取付穴５６４ａ～５６４ｆに背面側から挿通されたネジ６２１ａ～６２１ｆを取付ボ
ス６２０ａ～６２０ｆの先端に螺入することで、パネル取付凹部５１０に取付パネル５６
０を取り付けできるようになっている。尚、第１透光部５８２の背面５８２ｂの上部には
位置決めボス６２３が突設されている。
【０１７６】
　また、第１下パネル基板５９０には取付ボス６２０ｂの挿通孔６２２ａが形成され、第
２下パネル基板５９１には取付ボス６２０ｄの挿通孔６２２ｂが形成されているとともに
、位置決めボス６２３の挿通孔６２３ａが形成されている。
【０１７７】
　第１下パネル基板５９０及び第２下パネル基板５９１の背面には、双方の基板同士を電
気的に接続するケーブル６００のケーブル側コネクタが接続される基板側コネクタ６１０
ａ，６１０ｂがそれぞれ設けられている。また、第２下パネル基板５９１の背面には、演
出制御基板９０に接続されるケーブル６０２のケーブル側コネクタが接続される基板側コ
ネクタ６１１が設けられている。また、第２下パネル基板５９１と第３下パネル基板５９
２との対向面には、双方の基板同士を電気的に接続するケーブル６０１のケーブル側コネ
クタが接続される基板側コネクタ６１２ａ，６１２ｂがそれぞれ設けられている。尚、ケ
ーブル６０２はパネル取付凹部５１０の中央位置に形成された配線孔６０３を介して前面
扉１ｂの背面側に挿通される。
【０１７８】
　図２０（ｂ）及び図２２に示すように、第１下パネル基板５９０は、第１透光部５８１
の背面５８１ｂよりも幅広に形成されており、取付部５８０の背面５８０ｂよりも背面側
に配置されている。第２下パネル基板５９１は、第１透光部５８２の背面５８２ｂよりも
幅広に形成されており、取付部５８０の背面５８０ｂよりも背面側に配置されている。第
３下パネル基板５９２は、第２透光部５８３の背面５８３ｂよりも小さく形成されており
、第１透光部５８２の前面５８２ａよりも前面側に配置される。
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【０１７９】
　また、第１下パネル基板５９０の前面に配設されたＬＥＤ５９０ａは、第１透光部５８
１の背面５８１ｂに対向配置され、第２下パネル基板５９１の前面に配設されたＬＥＤ５
９１ａは、第１透光部５８２の背面５８２ｂに対向配置され、第３下パネル基板５９２の
前面に配設されたＬＥＤ５９２ａは、第２透光部５８３の背面５８３ｂに対向配置される
。そして、特にＬＥＤ５９０ａ，５９１ａは、取付部５８０の背面５８０ｂよりも背面側
に配置され、ＬＥＤ５９２ａは、第２透光部５８３の背面５８３ｂよりも前面側に配置さ
れている。
【０１８０】
　このように構成された取付パネル５６０は、パネル取付凹部５１０に背面を対向させた
状態で、パネル取付凹部５１０の取付穴５６４ａ～５６４ｆに背面側から挿通したネジ６
２１ａ～６２１ｆを取付ボス６２０ａ～６２０ｆの先端に螺入することでパネル取付凹部
５１０に取り付けられる。そしてその前面側に対して下部パネル１２０の背面を対向させ
、下部パネル１２０の下辺部の係止片５７２ａ～５７２ｃを取付凹部５１０の係止穴５６
３ａ～５６３ｃに係止させて上側を押し込むことで、弾性係止片５７１ａ，５７１ｂが係
止穴５６２ａ，５６２ｂに挿通され、その係止爪５７１ｃが係止穴５６２ａ，５６２ｂに
背面側に係止されることでパネル取付凹部５１０に取り付けられる。
【０１８１】
　このように取付パネル５６０及び下部パネル１２０は前面扉１ｂの背面側で取り付けら
れるため、前面扉１ｂを開放しない限り前面側から下部パネル１２０や取付パネル５６０
を取り外すことはできない。そしてこのように取り付けられた状態において、取付パネル
５６０の前面と下部パネル１２０の背面との間に所定の前後幅寸法を有する空間部Ｓが形
成されるとともに、取付パネル５６０の取付部５８０の前面５８０ａに取り付けられたフ
ィギュア１２１及び表示部５６６が下部パネル１２０を通して前面側から視認可能となる
。
【０１８２】
　また、フィギュア１２１が前面５８０ａに取り付けられる取付パネル５６０に第１透光
部５８１，５８２及び第２透光部５８３を設けることで、フィギュア１２１の形状や配置
位置に合わせて照明手段としてのＬＥＤをパネル上の任意の位置に自由に配置できるため
、フィギュア１２１の各部位を均一に照らすことが可能となるとともに、図２２に示すよ
うに、第１透光部５８１，５８２及び第２透光部５８３をフィギュア１２１の前面側に近
づけることができるため、フィギュア１２１の前面側を明るくすることができる。また、
第１透光部５８１，５８２及び第２透光部５８３の背面５８１ｂ，５８２ｂ，５８３ｂに
照明手段としてのＬＥＤが配設された第１下パネル基板５９０、第２下パネル基板５９１
、第３下パネル基板５９２を前後幅方向にコンパクトに配設することができる。
【０１８３】
　つまり、指向性の高いＬＥＤを照明手段として利用する場合、光源としてのＬＥＤから
第１透光部５８１，５８２及び第２透光部５８３までの距離が近すぎると、正面から見た
場合に各光源（ＬＥＤ）が点状に見えてしまうため、第１透光部５８１，５８２及び第２
透光部５８３の背面５８１ｂ，５８２ｂ，５８３ｂから極力ＬＥＤを離間して配置する必
要があるが、背面５８１ｂ，５８２ｂ，５８３ｂを取付部５８０の前面５８０ａよりも前
面側に配置することによりＬＥＤ５９０ａ～５９２ａとの距離を維持することができるた
め、パネル取付凹部５１０に設置したときに第１下パネル基板５９０、第２下パネル基板
５９１、第３下パネル基板５９２がパネル取付凹部５１０の壁部と干渉しにくくなるとと
もに、下部パネルユニット５５０の前後幅寸法を極力薄型化することができる。
【０１８４】
　また、第１透光部５８１，５８２及び第２透光部５８３の前面５８１ａ～５８３ａを取
付部５８０の前面５８０ａよりも前方位置に突設することにより、取付部と透光部との間
に段部が形成され、透光部、つまり取付パネル５６０における発光領域が明確に区画され
るため、実施例のように第１透光部５８１，５８２と取付部５８０との間に形成される垂
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直な側壁５８１ｃ，５８２ｃ（段部）の正面視形状を多様化することで、正面視の装飾性
を高めることが可能となる。
【０１８５】
　また、第１透光部５８１，５８２及びこれらと高さが異なる第２透光部５８３は、フィ
ギュア１２１からの離間距離が異なるため、フィギュア１２１の奥行き幅寸法に合わせて
第１透光部５８１，５８２と第２透光部５８３を配置することができるばかりか、第１透
光部５８１，５８２と第２透光部５８３の配置位置が奥行き方向に異なることで、奥行き
感を持たせることができるとともに、第１透光部５８１，５８２よりも突出長さが大きい
第２透光部５８３は、第１透光部５８１，５８２よりもフィギュア１２１から離れて配置
されることで、フィギュア１２１に対して圧迫感を与えることが防止されるとともに、取
付パネル５６０と下部パネル１２０との間の空間部Ｓに奥行き感を持たせることができる
。
【０１８６】
　また、第２透光部５８３に対応する第３下パネル基板５９２及び第１透光部５８２に対
応する第２下パネル基板５９１は、第１透光部５８２に対応する第２下パネル基板５９１
を中継して演出制御基板９０に配線接続されていることで、各基板同士の配線を極力短寸
化できるため、断線等の危険性を抑制できる。
【０１８７】
　また、第３下パネル基板５９２の背面に設けられた基板側コネクタ６１２ｂと、第２下
パネル基板５９１の前面に設けられ、基板側コネクタ６１２ｂに一端が接続されるケーブ
ル６０１の他端が接続される基板側コネクタ６１２ａは、第３下パネル基板５９２に対し
て前後方向に重畳する位置に配置されていることで、基板側コネクタ６１２ａが第３下パ
ネル基板５９２により隠蔽され、第１透光部５８２及び下部パネル１２０を介して前面側
から視認されにくくなるため、外観体裁を損ねることがないばかりか、基板側コネクタ６
１２ａ，６１２ｂ間の配線を短寸化できるため、配線作業が容易になる。
【０１８８】
　また、第１透光部５８１，５８２及び第２透光部５８３は、ＬＥＤの前面側に配置され
る第１透光面とＬＥＤの側面に配置される第２透光面と、を含むことで、ＬＥＤからの光
が前面側だけでなく側方にも広がるとともに、第２透光面によりフィギュア１２１を側方
から照らすことができるため、フィギュア１２１の視認性及び装飾性が向上する。
【０１８９】
　また、本実施例では、第１透光部５８１，５８２と取付部５８０との間に垂直な側壁５
８１ｃ，５８２ｃが形成されていたが、必ずしも垂直な段部が形成されていなくてもよく
、例えば取付部５８０の前面から前方に向けて漸次傾斜する傾斜面であってもよい。
【０１９０】
　また、本実施例では、立体装飾物の一例として、サブ制御部９１が実行する演出に登場
するキャラクタを模したフィギュアが適用されていたが、立体状に形成されたフィギュア
や構造物であれば、立体装飾物の形態は上記実施例のものに限定されるものではない。
【０１９１】
　また、本実施例では、各透光部５８１～５８３は取付部５８０の周囲から周縁にかけて
広範囲にわたり形成されていたが、複数箇所に点在するように形成してもよい。
【０１９２】
　また、本実施例では、突出長さの異なる２つの透光部（第１透光部５８１，５８２及び
第２透光部５８３）が形成されていたが、１または３以上の透光部を形成してもよい。
【０１９３】
　また、本実施例では、ＬＥＤ及び基板は、取付部５８０の背面５８０ｂよりも背面側に
配設されていたが、取付部５８０の背面５８０ｂよりも前方位置に配置されていてよい。
さらに、透光部の背面５８１ｂ，５８２ｂ，５８３ｂの凹部内にＬＥＤ基板を完全に収容
して配置してもよい。
【０１９４】
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　また、本実施例では、第１透光部５８１，５８２及び第２透光部５８３は、取付部５８
０の厚み幅寸法と同寸の厚み幅寸法を有していた。つまり、取付パネルを背面から凹設す
ることにより形成されていたが、少なくとも第１透光部５８１，５８２及び第２透光部５
８３の前面５８１ａ，５８２ａ，５８３ａが取付部５８０の前面５８０ａよりも前面側に
配置されていれば、第１透光部５８１，５８２及び第２透光部５８３の背面５８１ｂ，５
８２ｂ，５８３ｂは必ずしも取付部５８０の前面５８０ａよりも前面側に配置されていな
くてもよい。
【０１９５】
　また、本実施例では、照明手段の一例としてＬＥＤが適用されていることにより、配置
自由度が高いことで複雑な形状の透光部に対応して設けることができるが、蛍光灯やラン
プ等を適用してもよい。
【０１９６】
　また、本実施例では、取付パネル５６０及び下部パネル１２０はそれぞれ別個に前面扉
１ｂのパネル取付凹部５１０に前面側から取り付けられていたが、取付パネル５６０及び
下部パネル１２０を一体化した状態でパネル取付凹部５１０に取り付けるようにしてもよ
い。
【０１９７】
　また、本実施例では、下部パネル１２０の全域が透光性を有する透明パネルにて構成さ
れていたが、少なくともフィギュア１２１を視認可能な位置にのみ透視部が形成されてい
てもよい。また、必ずしも透明パネルでなくてもよく、透光性を有していれば、半透明や
ハーフミラーパネル等としてもよく、このようにすることで、ＬＥＤの点灯時においては
フィギュア１２１が視認可能となり、ＬＥＤ消灯時はフィギュア１２１を視認不可能とす
ることができるため、例えば遊技待機状態においてはＬＥＤを消灯しておき、遊技待機状
態が解除されたときにＬＥＤを点灯してフィギュア１２１を視認可能とすること等が可能
となり、これにより遊技者の遊技意欲を向上させることができるばかりか、点灯、消灯に
よるフィギュア１２１の視認態様の変化をゲームに関連する演出として利用してもよい。
【０１９８】
　また、本実施例では、フィギュア１２１は非可動物であったが、例えば演出の実行また
は遊技者によるＭＡＸＢＥＴスイッチ６、スタートスイッチ７、ストップスイッチ８Ｌ，
８Ｃ，８Ｒ、演出スイッチ５４の操作に応じて所定の駆動手段により可動する可動物とし
てもよい。
【０１９９】
　また、本実施例では、取付部５８０は透明に構成されているにも関わらず背面からＬＥ
Ｄにより照明することはなかったが、背面から照明してもよいし、非透光部としてもよい
。
【０２００】
　また、本実施例では、空間部Ｓは気体が存在するだけであったが、例えば空間部Ｓ内を
液体またはゲル状部材で充満するようにしてもよい。このようにすることで、下部パネル
１２０の前面側から入射する外光や、背面側のＬＥＤからの照射光の反射が低減されるた
め、フィギュア１２１の視認性を向上させることができる。
【０２０１】
　また、第１透光部５８１，５８２及び第２透光部５８３それぞれに対応するＬＥＤの発
光色、輝度等の発光態様を各透光部ごとに異ならせてもよく、例えば手前側に大きく突出
する第２透光部５８３に対応するＬＥＤの発光色を第１透光部５８１，５８２に対応する
ＬＥＤの輝度よりも明るくしたり、第２透光部５８３に対応するＬＥＤの輝度を第１透光
部５８１，５８２に対応するＬＥＤの輝度よりも高くすることで、奥行き感を光により演
出することが可能となる。また、このような発光態様は必ずしも発光源の発光態様を変化
させることにより行うものに限定されることなく、例えば各透光部に透光性フィルム等を
貼付することで変化させてもよい。
【０２０２】
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　また、本実施例では、立体状装飾物の一例であるフィギュア１２１が前面扉１ｂの下部
に配設される下部パネル１２０の背面に配設される取付パネル５６０に取り付けられてい
たが、このような取付パネル５６０は遊技パネル１１１や上部パネル１１２の背面に配設
してもよく、配置位置は種々に変更可能である。
【０２０３】
　（ラベル貼着部材）
　次に、ラベル貼着部材の構造について、図２４～図２８にもとづいて説明する。図２４
は、（ａ）はラベル貼着部材を示す正面図であり、（ｂ）は右側面図、（ｃ）は平面図で
ある。図２５は、（ａ）は不正防止部材を示す正面図であり、（ｂ）は不正防止部材を示
す背面図であり、（ｃ）は不正防止部材を示す右側面図であり、（ｄ）は不正防止部材を
示す平面図である。図２６は、ラベル貼着部材及び不正防止部材の取付状態を示す斜視図
である。図２７は、不正防止部材を示す縦断面図である。図２８は、（ａ）は図２７のＤ
－Ｄ断面図であり、（ｂ）は図２７のＥ－Ｅ断面図である。
【０２０４】
　図２４に示すように、ラベル貼着部材２００は、透明な合成樹脂材にて形成される正面
視正方形の透光板２００ａと、該透光板２００ａの背面２００ｃの左右側辺上部に突設さ
れる左右一対の上弾性係止片２０２，２０３と、背面２００ｃの下辺部の左右側に突設さ
れる左右一対の下弾性係止片２０４，２０５と、から構成され、背面２００ｃは前述した
ラベル２０１ａ，２０１ｂが貼着されるラベル貼着部とされている。
【０２０５】
　透光板２００ａは、図２６に示すように、前述した保護プレート５２５の前面に凹設さ
れた貼着部材取付凹部５２４とほぼ同形に形成されて該貼着部材取付凹部５２４に背面側
が嵌合するように取り付けられるとともに、貼着部材取付凹部５２４に形成された貫通孔
２１２，２１３に対応する位置に上弾性係止片２０２，２０３が配設され、貫通孔２１４
，２１５に対応する位置に下弾性係止片２０４，２０５が配設されている。
【０２０６】
　ラベル２０１ａ，２０１ｂの前面に形成される表示面には、文字情報が印刷された印刷
層が設けられているとともに、該印刷層の前面には透明な粘着層が形成され、表示面をラ
ベル貼着部材２００の背面２００ｃに対向させた状態で貼着できるようになっているため
、透光板２００ａを通して該透光板２００ａの前面側から文字情報を視認できる。尚、本
実施例では２枚のラベル２０１ａ，２０１ｂが貼着されているが、１枚あるいは３枚以上
のラベルを貼着してもよい。
【０２０７】
　上弾性係止片２０２，２０３は、幅寸法よりも長さ寸法の方が長寸の帯状板からなり、
その外面には側方に向けて突出する係止爪２０２ａ，２０３ａが形成されている。上弾性
係止片２０２，２０３は、透光板２００ａの背面２００ｃにおける左右側辺の上部位置に
該左右側辺に沿って突設されるとともに、特に図２４（ａ）に示すように、係止爪２０２
ａ，２０３ａの頂部が透光板２００ａの側辺よりも外側に突出しないように、側辺の内側
に突設されている。
【０２０８】
　下弾性係止片２０４，２０５は、幅寸法よりも長さ寸法の方が長寸の帯状板からなり、
その外面には、側方に向けて突出する係止爪２０４ａ，２０５ａが形成されている。下弾
性係止片２０４，２０５は、透光板２００ａの背面２００ｃにおける下辺の左右位置に下
辺に沿って突設されるとともに、特に図２４（ａ）に示すように、係止爪２０４ａ，２０
５ａの頂部が透光板２００ａの下辺よりも外側に突出しないように下辺の内側に突設され
ている。
【０２０９】
　つまり、下弾性係止片２０４，２０５は、上弾性係止片２０２，２０３よりも下方位置
に設けられているとともに、係止爪２０４ａ，２０５ａが係止爪２０２ａ，２０３ａの突
出方向（左右側方）に対して直交する方向（下方）に形成されている。
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【０２１０】
　図２５に示すように、不正防止部材２２０は、透光板２００ａよりもやや大きい板材か
らなる背面壁２２０ａと、該背面壁２２０ａの前面左側辺に突設される左側壁２２０ｂと
、右側辺に突設される右側壁２２０ｃと、上辺に突設される上壁２２０ｄと、下辺に突設
される下壁２２０ｅと、から前面が開口する箱状に形成されている。尚、左側壁２２０ｂ
には、取付時において側方に配置されるスピーカ５３Ｌとの干渉を回避する凹部２２１及
び切欠部２２２が形成されている。
【０２１１】
　背面壁２２０ａの上部左右側には、所定幅寸法を有する規制片２５２，２５３が前方に
向けて横向きに突設されているとともに、背面壁２２０ａの下部左右側には、所定幅寸法
を有する規制片２５４，２５５が前方に向けて縦向きに突設されている。また、背面壁２
２０ａの中央位置には、不正防止部材２２０を前面扉１ｂの背面における貼着部材取付凹
部５２４に対応する位置に取り付けるためのネジ２６０（図２８参照）が取り付けられる
取付孔２２３が形成されている。
【０２１２】
　規制片２５２は、上弾性係止片２０２における係止爪２０２ａの反対側面である内面に
おける幅方向の中央位置に左端が当接する位置に、上弾性係止片２０２に対して直交する
ように配置される。規制片２５３は、上弾性係止片２０３における係止爪２０３ａの反対
側面である内面における幅方向の中央位置に右端が当接する位置に、上弾性係止片２０３
に対して直交するように配置される。
【０２１３】
　規制片２５４は、下弾性係止片２０４における係止爪２０４ａの反対側面である内面に
おける幅方向の中央位置に下端が当接する位置に、下弾性係止片２０４に対して直交する
ように配置される。規制片２５５は、下弾性係止片２０５における係止爪２０５ａの反対
側面である内面における幅方向の中央位置に下端が当接する位置に、下弾性係止片２０５
に対して直交するように配置される。
【０２１４】
　次に、ラベル貼着部材２００及び不正防止部材２２０の取付状況について、図２６～図
２８にもとづいて説明する。
【０２１５】
　まず、ラベル２０１ａ，２０１ｂは、その表示面をラベル貼着部材２００の背面２００
ｃに対向させた状態で背面２００ｃに貼着され、貼着された状態において、透光板２００
ａを通して前面側から表示面を視認可能とされる。
【０２１６】
　ラベル貼着部材２００を貼着部材取付凹部５２４に取り付けるには、図２６に示すよう
に、ラベル２０１ａ，２０１ｂが貼着された背面２００ｃを貼着部材取付凹部５２４に対
向させた状態で、まず下弾性係止片２０４，２０５を貫通孔２１４，２１５にそれぞれ差
し込み、その状態で上部を貼着部材取付凹部５２４側に押し込み、上弾性係止片２０２，
２０３を貫通孔２１２，２１３に挿通する。このように、下弾性係止片２０４，２０５は
横向きに突設されているため、下弾性係止片２０４，２０５を貫通孔２１４，２１５に差
し込んで透光板２００ａの下部を位置決めした状態で、該下弾性係止片２０４，２０５を
中心として透光板２００ａの上部を回転させることにより、上弾性係止片２０２，２０３
を貫通孔２１２，２１３に簡単に挿通することができる。
【０２１７】
　そして、貫通孔２１２，２１３に挿通された上弾性係止片２０２，２０３は、係止爪２
０２ａ，２０３ａが貫通孔２１２，２１３の開口側縁背面に弾性的に係止されるとともに
、貫通孔２１４，２１５に挿通された下弾性係止片２０４，２０５は、係止爪２０４ａ，
２０５ａが貫通孔２１４，２１５の開口下縁背面に弾性的に係止され、ラベル貼着部材２
００は貼着部材取付凹部５２４に前面側から取り付けられる。
【０２１８】
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　また、図２８に示すように、取り付けられた状態において透光板２００ａの背面部は貼
着部材取付凹部５２４に嵌合され、ラベル２０１ａ，２０１ｂの背面が貼着部材取付凹部
５２４の前面に密接されるとともに、各貫通孔２１２～２１５の前面が透光板２００ａに
より閉塞される。よって、透光板２００ａの周縁から背面２００ｃと貼着部材取付凹部５
２４の前面との間に針金等の不正部材を差し込みにくくなるとともに、特に各係止爪２０
２ａ～２０５ａは弾性係止片２０２～２０５の外面に突設されていることで、取付状態に
おいて弾性係止片２０２～２０５の内面と貫通孔２１２～２１５の開口縁との間の隙間が
内側に形成されるため、透光板２００ａの周縁から差し込まれた針金を貫通孔２１２～２
１５内に挿通しにくくなる。
【０２１９】
　このようにラベル貼着部材２００を貼着部材取付凹部５２４に前面扉１ｂの前面側から
取り付けた後、図２６に示すように、前面扉１ｂの背面における貼着部材取付凹部５２４
に対応する位置に不正防止部材２２０を配置し、取付孔２２３に背面側から取り付けたネ
ジ２６０を前面扉１ｂの背面に突設された取付ボス２２４のネジ穴２２４ａ（図２８参照
）に螺入して前面扉１ｂの背面に不正防止部材２２０を取り付ける。
【０２２０】
　不正防止部材２２０が取り付けられた状態において、上弾性係止片２０２における係止
爪２０２ａの反対側面である内面における幅方向の中央位置に規制片２５２の左端が当接
し、上弾性係止片２０３における係止爪２０３ａの反対側面である内面における幅方向の
中央位置に規制片２５３の右端が当接し、下弾性係止片２０４における係止爪２０４ａの
反対側面である内面における幅方向の中央位置に規制片２５４の下端が当接し、下弾性係
止片２０５における係止爪２０５ａの反対側面である内面における幅方向の中央位置に規
制片２５５の下端が当接する。
【０２２１】
　これにより、上弾性係止片２０２，２０３及び下弾性係止片２０４，２０５の内側、つ
まり係止解除方向への弾性変形（移動）が規制されるため、係止爪２０２ａ～２０５ａの
貫通孔２１２～２１５の開口縁への係止状態が解除されることが防止される。
【０２２２】
　尚、本実施例では、不正防止部材２２０が取り付けられた状態において、各弾性係止片
２０２～２０５の内面に各規制片２５２～２５５が当接するようになっていたが、必ずし
も当接しなくてもよく、例えば、各弾性係止片２０２～２０５の内面に近接して配置して
もよく、このようにする場合、各係止爪２０２ａ～２０５ａが各貫通孔２１２～２１５へ
の係止状態を解除するのに必要な移動距離、つまりは各弾性係止片２０２～２０５の弾性
変形幅未満の範囲内で離間配置されていることが好ましい。
【０２２３】
　また、前面扉１ｂの前面にラベル貼着部材２００を嵌合させる大きな貫通孔を形成する
必要がないばかりか、不正防止部材２２０の各壁２２０ｂ～２２０ｅの前端が前面扉１ｂ
の背面に当接し、各貫通孔２１２～２１５の背面が不正防止部材２２０により被覆される
ことで、ラベル貼着部材２００を不正に取り外したり、取り付けた状態で貫通孔２１２～
２１５から針金等の不正部材を進入させても該不正部材の進入が各壁部にて阻止されるた
め、筐体１ａに設けられる遊技部品等に対する不正行為を抑制することができる。
【０２２４】
　また、規制部としての規制片２５２～２５５及び被覆部としての各壁部２２０ａ～２２
０ｅは、前面扉１ｂの背面における貼着部材取付凹部５２４に対応する位置に着脱自在に
取り付けられる単一の不正防止部材２２０に形成されていることで、規制部と被覆部とを
前面扉１ｂの背面に対して一度に取り付け、取り外しできる。
【０２２５】
　また、不正防止部材２２０は、貼着部材取付凹部５２４よりも面積が大きく、前面に規
制片２５２～２５５が各弾性係止片２０２～２０５に対して直交するように突設された背
面壁２２０ａと、該背面壁２２０ａの周縁から前面側に連設された周壁２２０ｂ～２２０
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ｅとから構成されているため、規制部及び被覆部を簡単に一体成型できる。
【０２２６】
　また、被覆部としての不正防止部材２２０に規制部としての規制片２５２～２５５が形
成され、前面扉１ｂへの取り付け時において各弾性係止片２０２～２０５に当接して配置
されることで、不正防止部材２２０の取り付け時における位置ずれやガタツキが防止され
るため、仮に貫通孔２１２～２１５から進入された針金等の不正部材により背面壁２２０
ａや周壁２２０ｂ～２２０ｅが前面側から押圧されることにより不正防止部材２２０が傾
くなどして周壁２２０ｂ～２２０ｅと前面扉１ｂの背面との間に大きな隙間が形成される
虞がない。
【０２２７】
　尚、本実施例では、規制片２５２～２５５及び被覆部としての各壁部２２０ａ～２２０
ｅは単一の不正防止部材２２０に形成されていたが、それぞれ前面扉１ｂの背面に別個に
取付可能な別部材に設けられていてもよい。
【０２２８】
　尚、この場合、規制片２５２～２５５を有する規制部材は金属材にて構成されているこ
とが好ましく、このようにすることで、規制部を熱溶解させることにより規制を解除する
といった不正行為を抑制できる。
【０２２９】
　また、縦向きの上弾性係止片２０２，２０３と横向きの下弾性係止片２０４，２０５を
有することで、係止爪２０２ａ～２０５ａの係止状態を解除するには、上弾性係止片２０
２，２０３及び下弾性係止片２０４，２０５双方をそれぞれ異なる方向に同時に弾性変形
させなければならないため、取り外しが困難となる。
【０２３０】
　また、各貫通孔２１２～２１５は、貼着部材取付凹部５２４の周縁よりも内側に形成さ
れ、上下弾性係止片２０２～２０５は、ラベル貼着部材２００の背面２００ｃにおける周
縁よりも内側に突設され、かつ、各係止爪２０２ａ～２０５ａが外向きに突設されること
で、ラベル貼着部材２００が貼着部材取付凹部５２４に取り付けられた状態において、貫
通孔２１２～２１５がラベル貼着部材２００の透光板２００ａにより前面側から確実に被
覆されるので、前面扉１ｂの前面側から貫通孔２１２～２１５に針金等の不正部材を進入
させにくくすることができる。
【０２３１】
　また、貼着部材取付凹部５２４は、メダル払出口９の側方に配設され、下部パネル１２
０等に取り付けられてはいないため、例えば機種変更時意外において、下部パネル１２０
の背面に配設される取付パネル５６０やフィギュア１２１を交換して模様替えすることが
ある場合に、これらパネルの交換に応じてラベル貼着部材２００を交換する必要がない。
尚、貼着部材取付凹部５２４の配設位置は種々に変更可能であり、メダル払出口９の側方
位置に限定されるものではない。
【０２３２】
　また、本実施例では、各貫通孔２１２～２１５は、貼着部材取付凹部５２４の周縁より
も内側に形成されていたが、必ずしも内側に形成されている必要はなく、貼着部材取付凹
部５２４の周辺に形成されていてもよい。
【０２３３】
　また、本実施例では、上下弾性係止片２０２～２０５の外面に係止爪２０２ａ～２０５
ａが突設されていたが、内面に形成されていてもよい。また、係止部は上下弾性係止片２
０２～２０５の外面に突設される係止爪２０２ａ～２０５ａにて構成されていたが、例え
ば被係止部に係合可能な穴部等であってもよい。
【０２３４】
　（前面扉の背面構造）
　次に、前面扉１ｂの背面構造について、図２９及び図３０にもとづいて説明する。図２
９は、前面扉の下躯体の背面構造を示す分解斜視図である。図３０は、前面扉の上躯体及
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び下躯体の背面構造を示す分解斜視図である。
【０２３５】
　図２９に示すように、下躯体１ｋのサイドフレーム５００Ｌの背面には、前面に複数の
装飾ＬＥＤ（図示略）が配設されるサイドＬＥＤ基板７００Ｌと、その前面に配置される
レンズカバー７０１Ｌと、がネジ７００ａにより取り付けられているとともに、サイドフ
レーム５００Ｒの背面には、前面に複数の装飾ＬＥＤ（図示略）が配設されるサイドＬＥ
Ｄ基板７００Ｒと、その前面に配置されるレンズカバー７０１Ｒと、がネジ７００ｂによ
り取り付けられている。
【０２３６】
　突出部５の上面の左側に形成された表示孔７０２には、各種表示器１１，１２及びＬＥ
Ｄ１４～２０が上面に設けられた遊技用表示基板７０３と、その上面を覆うカバー体７０
４と、が下面側から取り付けられている。突出部５に形成されたストップスイッチ孔７０
５Ｌ，７０５Ｃ，７０５Ｒ（図１７参照）の背面には、後述するストップスイッチユニッ
ト８５０が各操作部をストップスイッチ孔７０５Ｌ，７０５Ｃ，７０５Ｒに臨ませるよう
にネジ８５０ａにより取り付けられている。
【０２３７】
　突出部５に形成されたスタートスイッチ孔７０６（図１７参照）の背面には、スタート
スイッチ７を有するスタートスイッチユニット７１０が、操作レバーがスタートスイッチ
孔７０６から突出するようにネジ７１０ａにより取り付けられている。また、突出部５に
形成された精算スイッチ孔７０７（図１７参照）の背面には、精算スイッチ１０を保持す
る精算スイッチユニット７１１が操作部をスタートスイッチ孔７０６に臨ませるようにネ
ジ７１１ａにより取り付けられている。
【０２３８】
　突出部５の下方左右側に形成された係止穴５６２ａ，５６２ｂ（図１８参照）の開口下
縁部には、係止解除規制部材７１２ａ，７１２ｂがネジ７１２ｃによりそれぞれ取り付け
られている。係止解除規制部材７１２ａ，７１２ｂは、係止穴５６２ａ，５６２ｂに前面
側から挿通された弾性係止片５７１ａ，５７１ｂにおける係止爪５７１ｃの反対側面に当
接するように配置され、弾性係止片５７１ａ，５７１ｂにおける係止爪５７１ｃの係止解
除方向への弾性変形を規制する。
【０２３９】
　突出部５の下方左側に配設された取付ベース７１６ａには、設定値表示器２４、打止ス
イッチ３６ａ、自動精算スイッチ３６ｂが実装された操作部中継基板７１５がネジ７１５
ａにより取り付けられた基板ケース７１６が着脱自在に取り付けられるとともに、その下
方に配設された取付ベース７１８ａには、下部パネル１２０側から配線孔６０３を介して
挿通されるケーブル６０２（図２１参照）が接続されるドアベース中継基板７１７がネジ
７１７ａにより取り付けられた基板ケース７１８が着脱自在に取り付けられている。
【０２４０】
　尚、これら操作部中継基板７１５、ドアベース中継基板７１７の背面には、これら基板
及び配線孔６０３を背面から被覆する透明な合成樹脂材からなる基板カバー１９４がラッ
チ部材７１９ａにより着脱自在に取り付けられる。
【０２４１】
　突出部５の下方右側には、後述するメダル投入部材１４０、投入メダルセレクタ１３１
を取り付けるメダルセレクタ取付部材１５０が配設されている。
【０２４２】
　また、投入メダルセレクタ１３１の下方には、投入メダルセレクタ１３１の下面から流
出したメダルを下方のメダル払出口９に誘導するメダル返却通路１９１及びホッパーユニ
ット３４から払い出されたメダルをメダル払出口９に誘導するメダル払出通路１９２を構
成する前面が開口する横断面視コ字形に形成されたメダル通路部材１９０がネジ１９０ｂ
により取り付けられている。尚、メダル通路部材１９０におけるメダル返却通路１９１の
上部には保護板金７２０が取り付けられ、メダル払出通路１９２の上部には保護板金７２
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１が取り付けられており、メダルとの衝突による損傷が防止されている。また、メダル通
路部材１９０の前面開口には通路閉塞板７２２がネジ７２２ａにより取り付けられている
。
【０２４３】
　下躯体１ｋの下部左右側に形成された放音口５２０Ｌの背面には、スピーカ５３Ｌがネ
ジ５３ａにより前面から取り付けられるスピーカカバー７２４Ｌがネジ７２４ａにより取
り付けられている。尚、スピーカカバー７２４Ｌの背面には、前面扉１ｂを閉塞したとき
に、筐体１ａに配置された電源ボックス１００の前面を開閉する開閉パネルの前面に当接
して該開閉パネルの開放を規制する開放規制部材７２５がネジ７２５ａにより取り付けら
れている。また、放音口５２０Ｒの背面には、スピーカ５３Ｒがネジ５３ｂにより前面か
ら取り付けられるスピーカカバー７２４Ｒがネジ７２４ｂにより取り付けられている。
【０２４４】
　放音口５２０Ｒの左側にはメダル払出口９が形成されているとともに、その左側には不
正防止部材２２０がネジ２６０により取り付けられている。
【０２４５】
　図３０に示すように、上躯体１ｈは、合成樹脂材により四角枠状に形成され、前面には
上部パネル１１２が組み付けられ、下躯体１ｋの上部に配置される。上躯体１ｈの上辺部
背面には、断面Ｌ字形の上補強板金７５０が複数のネジ７５０ａにより幅方向に取り付け
られるとともに、下躯体１ｋの下辺部背面には、断面Ｌ字形の下補強板金７５７が図示し
ない複数のネジにより幅方向に取り付けられている。また、上躯体１ｈ及び下躯体１ｋの
左辺部には、断面コ字形の左補強板金７５５が図示しないネジにより上下幅方向に取り付
けられ、上躯体１ｈ及び下躯体１ｋの右辺部には、断面コ字形の右補強板金７５６が図示
しないネジにより上下幅方向に取り付けられている。
【０２４６】
　また、上補強板金７５０の左端部と左補強板金７５５の上端とは、連結ネジ７５７ａに
より連結されて上躯体１ｈの背面右上角部に取り付けられ、上補強板金７５０の右端部と
右補強板金７５６の上端とは、連結ネジ７５７ｂにより連結されて上躯体１ｈの背面左上
角部に取り付けられ、下補強板金７５７の左端部と左補強板金７５５の下端とは、連結ネ
ジ７５７ｃにより連結されて下躯体１ｋの背面左下角部に取り付けられ、下補強板金７５
７の右端部と右補強板金７５６の下端とは、連結ネジ７５７ｄにより連結されて下躯体１
ｋの背面右下角部に取り付けられる。
【０２４７】
　このように各端部同士が連結された上補強板金７５０、左補強板金７５５、右補強板金
７５６、下補強板金７５７により四角枠状の補強部が構成され、これにより上躯体１ｈと
下躯体１ｋとが連結されて前面扉１ｂを構成する。
【０２４８】
　また、右補強板金７５６には、前面扉１ｂを閉鎖したときに筐体１ａの右補強枠板３２
３に設けられる係止ピン３２３ａ，３２３ｂに係止される係止フック７６２ａ，７６２ｂ
が背面側に向けて配設されているとともに、その前面側にはドアキー１１７（図１参照）
が設けられている。係止フック７６２ａ，７６２ｂは、ドアキー１１７を図示しないキー
で右回転させることにより回転して係止ピン３２３ａ，３２３ｂへの係止を解除できるよ
うになっている。
【０２４９】
　また、ドアキー１１７の近傍には、リセットスイッチ２３及びドア開放検出スイッチ２
５が取り付けられるスイッチケース７５９がネジ７５９ａにより取り付けられているとと
もに、スイッチケース７５９には該スイッチケース開口を閉塞する蓋部材７６０がネジ７
６０ａにより取り付けられている。
【０２５０】
　ドアキー１１７を図示しないキーで右回転させて係止フック７６２ａ，７６２ｂを回転
させると図示しない検出片がドア開放検出スイッチ２５により検出されて前面扉１ｂの開
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放が検出されるとともに、キーを左回転させることで図示しない検出片がリセットスイッ
チ２３により検出されてエラー状態がリセットされるようになっている。
【０２５１】
　また、下躯体１ｋにおけるサイドフレーム５００Ｌ，５００Ｒの下部間には、断面コ字
形の中補強枠７８０がネジ７８０ａにより幅方向に取り付けられている。中補強枠７８０
の背面には、遊技パネル１１１が前面に組み付けられるとともに、該遊技パネル１１１を
背面側から装飾するＬＥＤ等が組み付けられる装飾パネルユニット７８５の下枠７８６を
保持するための取付ピン７８１ａ～７８１ｃが突設されている。
【０２５２】
　装飾パネルユニット７８５は、上向きコ字形に形成された下枠７８６と、該下枠７８６
の左右フレームの上端部間に配置される上枠７８７と、により四角枠状に形成されるパネ
ルである。下枠７８６の左右のサイドフレームの背面には、上下方向を向く金属フレーム
７９１Ｌ，７９１Ｒの下端がネジ７９１ｂによりそれぞれ取り付けられており、これら金
属フレーム７９１Ｌ，７９１Ｒの上端に上枠７８７の左右端部がネジ７９１ａによりそれ
ぞれ止着されることで、上枠７８７と下枠７８６とが連結されて四角枠状のパネルを構成
する。
【０２５３】
　また、下枠７８６のサイドフレームの背面には、前面に複数の装飾ＬＥＤが配設された
ＬＥＤ基板７９０Ｌ，７９０Ｒが取り付けられ、下辺部左右側には、取付ピン７８１ａ～
７８１ｃが挿通される取付穴７８８ａ～７８８ｃが形成されるとともに、これらの近傍に
は、取付穴７８８ａ～７８８ｃに挿通された取付ピン７８１ａ～７８１ｃの先端に係止可
能な係止フック７８９がネジ７８９ａにより回動可能に枢着されている。
【０２５４】
　上枠７８７の下面には、リール２Ｌ，２Ｃ，２Ｒを上方から照らす冷陰極管７９２ａが
配置された冷陰極管基板７９２が取り付けられている。また、上枠７８７の上部には、上
躯体１ｈの下辺部背面に突設される取付ピン７５３ａ～７５３ｃが挿通される取付穴７９
５ａ～７９５ｃが形成されているとともに、各取付穴７９５ａ～７９５ｃの近傍には、該
取付穴７９５ａ～７９５ｃに挿通された取付ピン７５３ａ～７５３ｃに係止可能な係止フ
ック７９４がネジ７９４ａにより回動自在に取り付けられている。また、上枠７８７の背
面には、演出装置ユニット７０を取り付けるための取付ピン７９３ａ，７９３ｂがネジ７
９３ｃにより後向きに突設されている。
【０２５５】
　装飾パネルユニット７８５は、上枠７８７及び下枠７８６からなる四角枠状のパネルの
前面に遊技パネル１１１を組み付けた状態で、上部の取付穴７９５ａ～７９５ｃを取付ピ
ン７５３ａ～７５３ｃに背面から挿通するとともに、下部の取付穴７８８ａ～７８８ｃを
取付ピン７８１ａ～７８１ｃに背面から挿通した後、取付穴７８８ａ～７８８ｃに挿通さ
れた取付ピン７８１ａ～７８１ｃの先端をそれぞれの係止フック７８９にて係止し、取付
穴７９５ａ～７９５ｃに挿通された取付ピン７５３ａ～７５３ｃに係止フック７９４を係
止することで、サイドフレーム５００Ｌ，５００Ｒ間に組み付けられる。
【０２５６】
　演出装置ユニット７０は、前面が開口する箱状に形成され、内部にシャッタ１１３ａ，
１１３ｂ、役物１１４ａ，１１４ｂ及び液晶表示器５１が設けられた演出ボックス７０ａ
と、演出ボックス７０ａの背面に取り付けられる演出制御基板ケース８００と、演出制御
基板９０とドアベース中継基板７１７等とを中継するパネル中継基板８０４と、から主に
構成される。
【０２５７】
　演出制御基板ケース８００は、演出制御基板９０の各種電子部品の実装面を被覆すると
ともに該演出制御基板９０が保護シート８０３を介して取り付けられるカバー体８０１と
、カバー体８０１に組み付けられ、演出制御基板９０の実装面の裏面を被覆するベース体
８０２と、から構成され、演出制御基板９０を収納した状態で、ベース体８０２を演出ボ
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ックス７０ａの背面に対向させて取り付けられる。また、演出制御基板ケース８００の右
側には、パネル中継基板８０４がネジ８０４ａにより取り付けられる。
【０２５８】
　（メダルセレクタ及びメダルシュート）
　次に、投入メダルセレクタ１３１及びメダルシュート１６０について、図３１～図４０
にもとづいて説明する。図３１は、メダルシュートを示す六面図である。図３２は、（ａ
）はメダルセレクタ及びメダルシュートを示す斜視図であり、（ｂ）はメダルセレクタ取
付部材及びメダルシュートを示す斜視図である。図３３は、メダルセレクタ及びメダルシ
ュートを示す正面図である。図３４は、メダルセレクタ及びメダルシュートを示す右側面
図である。尚、以下の説明において、前面扉１ｂの背面側から投入メダルセレクタ１３１
を見た状態を、投入メダルセレクタ１３１の正面側として説明する。つまり、図３３の手
前側及び図３４の左側をメダルセレクタの正面側として説明する。
【０２５９】
　（メダルセレクタ）
　メダル判別装置としての投入メダルセレクタ１３１は、図３２～図３４に示すように直
方体形状に構成されており、その本体部内には、正面視略Ｌ字状のメダル流下通路１３３
が形成されている（図３３中斜線領域）。本体部の上面には、メダル流下通路１３３の上
流側に連通するとともに、上方に配置される投入メダルガイド部材１４０に形成された投
入口１４０ａ（図４０中拡大図参照）から落下されたメダルが流入される流入口１４１が
形成され、また、本体部の右側面には、メダル流下通路１３３の下流側に連通するととも
に、メダルを流出させるための流出口１４２ａ（図３４参照）が形成されている。
【０２６０】
　詳しくは、図３３に示すように、メダル流下通路１３３は、本体内部に略Ｌ字状に凹設
される凹溝（図示略）と、該本体部の正面側に、軸部材１４３を中心に揺動自在に設けら
れるとともに、バネ１４４により本体部方向に付勢される揺動板１４５との間に形成され
ており、揺動板１４５は、前面扉１ｂに設けられるメダル詰まり解除ボタン１４６（図１
参照）により押圧されることでメダル流下通路１３３を開放するようになっており、これ
によりメダル流下通路１３３内に詰まったメダルを本体部下方の流出部１４２ｂから排出
することができるようになっている。すなわち、揺動板１４５及び前記凹溝が形成された
本体部にて、メダル流下通路１３３の側面を形成する流下側壁が形成されている。
【０２６１】
　また、流入口１４１は、横長長方形状をなし、本体部上面に左右方向に向けて形成され
（図３２参照）、流出口１４２ａは、縦長長方形状をなし、本体部側面に上下方向に向け
て形成されている（図３４参照）。つまり、メダル流下通路１３３の前後の流下側壁は、
流入口１４１から流出口１４２ａまで鉛直方向を向いており、図３３に示すように、メダ
ル投入部４を構成する投入メダルガイド部材１４０の投入口１４０ａから起立姿勢で投入
され、流入口１４１から流入したメダルが、その起立姿勢を維持したまま通路内を流下し
て流出口１４２ａから右側方に流出されるように構成されている。
【０２６２】
　メダル流下通路１３３の下方には、本体部の前面側に設けられる流路切替ソレノイド１
０７（図２参照）の励磁に連係して、メダル流下通路１３３を流下するメダルがメダル流
下通路１３３の下流側に設けられる投入メダルセンサ３１ａ～３１ｃ（図３３参照）に検
出される直前にてメダル流下通路１３３から下方に向けて強制的に落下させる流路切替板
１４７が揺動自在に設けられている。また、揺動板１４５には、メダル流下通路１３３内
を流下するメダルの逆流を防止するための逆流防止部材１４８がバネを介してメダル流下
通路１３３方向に付勢された状態で回動自在に設けられている。この逆流防止部材１４８
を設けることで、メダル流下通路１３３内における投入メダルセンサ３１ａ～３１ｃの近
傍でメダルを逆流させること等によりメダルを検出させるといった不正が行われることを
防止している。
【０２６３】
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　本体部の左右側面における上部には、係止ピン１５４がそれぞれ外向きに突設されてい
るとともに、本体部の左右側面における下部には軸ピン１５５がそれぞれ外向きに突設さ
れている。
【０２６４】
　投入メダルセレクタ１３１は、前面扉１ｂの裏面所定箇所に固定されるメダルセレクタ
取付部材１５０に着脱できるように構成されている。具体的に説明すると、メダルセレク
タ取付部材１５０は、図３２（ｂ）に示すように、金属板を折曲げ形成することにより構
成され、前面扉１ｂの裏面所定箇所に、図示しないネジにより固定される。
【０２６５】
　メダルセレクタ取付部材１５０の左右の側板１５１下部には、投入メダルセレクタ１３
１の軸ピン１５５を回動自在に受支する上向きに開放する軸受部１５２が形成されている
。また、側板１５１の上部には、投入メダルセレクタ１３１の係止ピン１５４が係脱され
る合成樹脂製の係止部材１５３が取り付けられており、該係止部材１５３の下方には、係
止ピン１５４が係合される、上向きに開放する半円形状の位置決め凹部１５６（図３４参
照）が形成されている。
【０２６６】
　投入メダルセレクタ１３１をメダルセレクタ取付部材１５０に装着する場合、投入メダ
ルセレクタ１３１の本体を斜めに傾けた状態で、メダルセレクタ取付部材１５０の軸受部
１５２に軸ピン１５５を上方から軸支させた状態で、本体上部を、軸ピン１５５を中心に
メダルセレクタ取付部材１５０側に向けて押し当てるように回転させて押し込むと、係止
部材１５３が変形して上方の係止ピン１５４が係止部材１５３と位置決め凹部１５６との
間に入り込んで挟持されるとともに、係止部材１５３の弾性復帰力にて係止ピン１５４が
位置決め凹部１５６に入り込んだ状態で保持される。
【０２６７】
　また、取り外したい場合には、軸ピン１５５を中心に、本体上部を手前側に引き出すよ
うに回転させるだけで、係止部材１５３及び位置決め凹部１５６による係止ピン１５４の
係止作用が解除されるとともに、本体を上昇させるだけで軸ピン１５５を軸受部１５２か
ら簡単に離脱させることができるため、メダルセレクタ取付部材１５０から簡単に取り外
すことができる。
【０２６８】
　メダルセレクタ取付部材１５０の上部に取り付けられる投入メダルガイド部材１４０は
、ネジ１５７（図４中拡大図参照）を介してメダルセレクタ取付部材１５０と一体化され
た状態で前面扉１ｂの前面側に配置されるため、それぞれを別々に配置する場合に比べて
、このメダルセレクタ取付部材１５０に取り付けられる投入メダルセレクタ１３１の流入
口１４１とその直上に配置される投入口１４０ａとの対向位置関係に狂いが生じにくいの
で、投入メダルガイド部材１４０と流入口１４１との間でのメダル詰まりの発生が防止さ
れる。
【０２６９】
　メダルセレクタ取付部材１５０における右側の側板１５１の外面には、前述したメダル
シュート１６０がネジＮ１を介して固着されている。メダルシュート１６０は、金属板を
屈曲形成することにより構成され、流出口１４２ａから流出したメダルを筐体１ａ内に配
置されたホッパータンク３４ａ内に誘導する。このようにメダルシュート１６０がメダル
セレクタ取付部材１５０に固着されることで、メダルシュート１６０をメダルセレクタ取
付部材１５０以外の場所に配設する場合に比べて、投入メダルセレクタ１３１の本体との
位置関係に狂いが生じにくいので、メダル流下通路１３３の流出口１４２ａから流出した
メダルを落下させることなくメダルシュート１６０に確実に流出させることができる。
【０２７０】
　また、図４０に示すように、前面扉１ｂの裏面に固定されたメダルセレクタ取付部材１
５０に投入メダルセレクタ１３１を取り付け、前面扉１ｂにより筐体１ａの前面開口を閉
塞した状態、つまり、使用状態において、メダル流下通路１３３の側面を構成する流下側
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壁（揺動板１４５及び図示しない凹溝の内面）の内面が、鉛直方向を向く軸線Ｐに対して
ほぼ平行な状態となるように構成されている。すなわち、投入メダルセレクタ１３１がメ
ダルセレクタ取付部材１５０に取り付けられた状態において、薄型円盤状に形成されたメ
ダルは、前記流下側壁により略鉛直方向を向く姿勢に維持された状態で、メダル流下通路
１３３を円周面により回転流下（転動）するように構成されているため、メダル流下通路
１３３を流下するメダルが揺動板１４５や前記凹溝の内面に摺接した状態のまま流下し続
けることが回避される。これにより、例えばメダルに付着したゴミ、あるいは流入口１４
１から入り込んだゴミや塵等が前記流下側壁に付着しにくくなり、摩擦抵抗によるメダル
流下速度の低下や、メダル流下通路でのメダル詰まりの発生等を効果的に防止することが
できるため、投入メダルセンサ３１ａ～３１ｃによる投入メダルの検出に悪影響が及ぶこ
とを回避される。
【０２７１】
　次に、メダルシュート１６０の構造を、図３１及び図３５～図３７に基づいて説明する
。図３５は、（ａ）はメダルシュートを示す平面図であり、（ｂ）はメダルシュートを示
す左側面図であり、（ｃ）はメダルシュートを示す正面図である。図３６は、（ａ）はメ
ダルシュートによりメダルが誘導される状況を示す平面図であり、（ｂ）はメダルシュー
トにおけるメダルの転動軌跡を示す平面図である。図３７は、（ａ）は図３６（ａ）のＦ
－Ｆ断面図であり、（ｂ）は図３６（ａ）のＧ－Ｇ断面図であり、（ｃ）は図３６（ａ）
のＨ－Ｈ断面図である。図３８は、変形例としての誘導立面を示すメダルシュートの左側
断面図である。
【０２７２】
　メダルシュート１６０は、流出口１４２ａから流出したメダルが転動するとともに、該
流出口１４２ａからメダルの誘導方向、つまり、ホッパータンク３４ａ側に向けて漸次下
方に傾斜する転動路面１６１ａ（図３５（ａ）（ｃ）中斜線領域）及びその内側縁（他側
縁）から連設される補助転動路面１６１ｂ（図３５（ａ）（ｃ）中網線領域）を構成する
底板１６２と、転動路面１６１ａの外側縁（一側縁）に立設され、該転動路面１６１ａ上
を転動するメダルの周縁上部をホッパータンク３４ａ側に向けて摺接誘導する誘導立面１
６３を構成するガイド板１６４と、補助転動路面１６１ｂの内側端縁に立設され、該補助
転動路面１６１ｂ上を流下（転動）するメダルをホッパータンク３４ａ側に向けて誘導す
る補助誘導立面１６５を構成する補助ガイド板１６６と、ガイド板１６４の上流側端部か
ら連設される取付片１６７と、転動路面１６１ａ及び補助転動路面１６１ｂの上方と、補
助ガイド板１６６の上方を覆う規制部材としてのシュートカバー９００と、から主に構成
されている。
【０２７３】
　具体的に説明すると、本実施例におけるメダルシュート１６０は、展開された１枚の金
属板を屈曲及び湾曲させることにより、底板１６２、ガイド板１６４、補助ガイド板１６
６、取付片１６７をそれぞれ形成している。底板１６２は、図３５（ａ）に示すように、
平面視略扇状に形成され、その上面には転動路面１６１ａ及び補助転動路面１６１ｂが形
成されている。
【０２７４】
　転動路面１６１ａは、所定の路面幅Ｌ１（本実施例ではメダルの半径Ｌ２（図３３参照
）よりも小寸、Ｌ１＜Ｌ２）を有し、底板１６２の円弧状の外縁に沿うように延設される
帯状の通路であり、転動方向に向けて平坦状に形成されている。投入メダルセレクタ１３
１の本体部側面に形成された流出口１４２ａから右側方に向けて流出したメダルを、正面
側、つまり筐体１ａに設置されたホッパータンク３４ａ側に向けて約９０度右方向に方向
変換させる円弧状の方向変換部１６８を有している。尚、図３５（ａ）において、方向変
換部１６８を挟んで、転動路面１６１ａの左側端部が上流部１７５、下側端部が下流部１
７６とされている。
【０２７５】
　補助転動路面１６１ｂは、平面視略円弧状に湾曲する帯状の転動路面１６１ａの内側に
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向けて、該転動路面１６１ａから連設され、平面視略扇状に形成されている。転動路面１
６１ａと補助転動路面１６１ｂとの間（連設部）、つまり転動路面１６１ａの内側縁には
、僅かな規制段部１６９（特に図３７参照）が形成されており、転動路面１６１ａよりも
補助転動路面１６１ｂの方が高くなっている。この規制段部１６９は、本実施例では約１
ｍｍ程度の段差とされており、転動路面１６１ａ上を転動するメダルが転動路面１６１ａ
から補助転動路面１６１ｂに乗り上がり可能であり、かつ、補助転動路面１６１ｂ上から
転動路面１６１ａ上に復帰可能な高さとされている。
【０２７６】
　また、本実施例における規制段部１６９は、特に図３７（ａ）に示すように、１枚の底
板１６２における転動路面１６１ａの領域を補助転動路面１６１ｂの領域に対して上方か
ら押圧して凹ませることにより、転動路面１６１ａの内側縁に沿って延びるように形成さ
れており、転動路面１６１ａ側から補助転動路面１６１ｂ側に向けて僅かに傾斜する傾斜
段部とされている。よって、規制段部１６９の外側には、平坦状の転動路面１６１ａが該
規制段部１６９の下部から連設され、規制段部１６９の内側には、平坦状の補助転動路面
１６１ｂが該規制段部１６９の上部から連設されている。尚、このような規制段部１６９
は、例えば転動路面１６１ａを構成する板材と補助転動路面１６１ｂを構成する板材とを
、互いに高さを異ならせるように突き合せることで形成してもよい。
【０２７７】
　底板１６２における補助転動路面１６１ｂの内側の前後辺部には、補助誘導立面１６５
を構成する補助ガイド板１６６が、前後方向に延びるように立設されている。この補助ガ
イド板１６６は、メダルが補助転動路面１６１ｂ上を流下する際に、該流下するメダルの
落下を防止しつつ、メダルを正面側、つまり、ホッパータンク３４ａ側に向けて誘導する
ようになっている。
【０２７８】
　また、底板１６２における左右方向を向く前端縁の長さＬ５（図３５（ａ）参照）、つ
まり、転動路面１６１ａ及び補助転動路面１６１ｂにおける下流側の左右幅（補助ガイド
板１６６の内面である補助誘導立面１６５と誘導立面１６３との離間幅）は、メダルＭの
直径Ｌ３（約２５０ｍｍ）よりも大寸（Ｌ３＜Ｌ５）とされているため、メダルが倒伏し
たとしても確実に滑らせて流下させることができる。
【０２７９】
　ガイド板１６４は、底板１６２の外側端縁に沿うように湾曲形成される１枚の金属板に
て構成され、転動路面１６１ａから上方に向けて立設される。本実施例におけるガイド板
１６４は、転動路面１６１ａの上流部１７５付近において底板１６２から連設されており
、底板１６２に対して上方に屈曲させることにより立設されている。ガイド板１６４の高
さＬ４は、長手方向にわたってメダルＭの直径Ｌ３（図３３参照）よりも大寸に形成され
、後述するように、転動するメダルＭの周縁上部が内側の誘導立面１６３に当接（摺接）
されるようになっている。また、図３１に示すように、ガイド板１６４と転動路面１６１
ａとの間には、メダルＭの厚み幅寸法よりも短寸の上下幅寸法を有する隙間９１１が転動
路面１６１ａに沿って延設されている。また、ガイド板１６４は、底板１６２から屈曲形
成された溶着片１６２ａに溶着固定されている。
【０２８０】
　ガイド板１６４の上流側端部からは、メダルセレクタ取付部材１５０の側板１５１に取
り付けるための取付片１６７が後方に向けて連設されており、該取付片１６７の上下に形
成されたネジ取付孔１７０に前述したネジＮ１を取り付けて、側板１５１に形成されたネ
ジ孔（図示略）に螺入することで、側板１５１に取り付けできるようになっている。また
、取付片１６７には、前述した軸ピン１５５の軸受部１５２に対応する軸溝１５２ａが貫
通形成されている（図３５（ｂ）参照）とともに、取付片１６７の外面には、軸溝１５２
ａを外側から被覆する被覆板１６７ａが取り付けられている。
【０２８１】
　（シュートカバー）
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　シュートカバー９００は、図３１に示すように、転動路面１６１ａにおける下流部の直
上及び補助転動路面１６１ｂ全域の直上を被覆する上板部９０１と、該上板部９０１の左
辺から下方に屈曲される側板部９０２ａ及び取付板部９０２ｂと、上板部９０１の右辺か
ら下方に屈曲される側板部９０３ａ及び取付板部９０３ｂと、から構成される。
【０２８２】
　詳しくは、側板部９０２ａは、上板部９０１の左辺から補助ガイド板１６６に向けて垂
下され、取付板部９０２ｂは、側板部９０２ａの下端から補助ガイド板１６６の厚み幅寸
法分外側に屈曲した後下方に垂下されて補助ガイド板１６６の外面に配置され、補助ガイ
ド板１６６の外面に溶着固定される。よって側板部９０２ａと取付板部９０２ｂとの間に
は段部が形成される。
【０２８３】
　側板部９０３ａは、側板部９０２ａの前後幅寸法よりも短寸に形成され、上板部９０１
の右辺から下方に屈曲されてガイド板１６４に向けて垂下され、取付板部９０３ｂは、側
板部９０３ａの下端からガイド板１６４の厚み幅寸法分外側に屈曲した後下方に垂下され
てガイド板１６４の外面に配置され、ガイド板１６４の外面に溶着固定される。よって、
ガイド板１６４と上板部９０１との間における側板部９０３ａよりも後側には、側板部９
０３ａの上下長さと同一の上下幅寸法を有する開口部９１０が形成される。
【０２８４】
　このようにシュートカバー９００は、転動路面１６１ａ、補助転動路面１６１ｂ、誘導
立面１６３、補助誘導立面１６５を構成する金属製のシュート部材とは別個に構成される
金属製のカバー部材であり、転動路面１６１ａ、補助転動路面１６１ｂ、誘導立面１６３
、補助誘導立面１６５の上方を被覆するように配設される。
【０２８５】
　（メダルの流下状況）
　次に、このように構成されたメダルシュート１６０が、前面扉１ｂの裏面に固定された
メダルセレクタ取付部材１５０に取り付けられた状態、つまり、使用状態における底板１
６２、ガイド板１６４、補助ガイド板１６６の配設状況を説明する。
【０２８６】
　メダルシュート１６０は、図３５（ｂ）（ｃ）に示すように、取付片１６７の左右側面
及びガイド板１６４の誘導立面１６３が、鉛直方向を向く軸線Ｐに対して平行、つまり鉛
直方向を向くように配設される。この鉛直方向を向く誘導立面１６３に対して、底板１６
２は、図３５（ｂ）に示すように、後側（図３５（ｂ）中左側）から前側（図３５（ｂ）
中右側）に向けて下方に傾斜するように、かつ、図３５（ｃ）に示すように、投入メダル
セレクタ１３１が配設される左側（図３５（ｃ）中左側）から右側（図３５（ｃ）中右側
）に向けて下方に傾斜するように配設される。
【０２８７】
　つまり、底板１６２は、流出口１４２ａ側から右側及び前側に向けて下方に傾斜するよ
うに配設されているため、転動路面１６１ａ上を転動するメダルを、該メダルシュート１
６０の手前側に配設されるホッパータンク３４ａに向けて自然流下（転動）により誘導す
るようになっている。
【０２８８】
　より詳しくは、誘導立面１６３と転動路面１６１ａとの内角θ１（図３５（ｂ）参照）
、つまり、軸線Ｐに対する底板１６２の前後方向の傾斜角度は、特に図３７（ａ）に示す
ように、転動路面１６１ａの上流部においては、内角θ１は９０度以上（θ１≧９０度）
の鈍角となっている。つまり、転動路面１６１ａは、上流部１７５において、誘導立面１
６３から規制段部１６９に向けて下方に傾斜する傾斜面を構成しているため、流出口１４
２ａから起立姿勢で流出したメダルは、図３６（ｂ）中実線で示すように、転動路面１６
１ａの上流部１７５に流出した際に、規制段部１６９側、すなわち、誘導立面１６３から
離れる方向に向けて誘導される。
【０２８９】
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　また、図３７（ｂ）に示すように、転動路面１６１ａの中流部、すなわち、方向変換部
１６８付近においては、内角θ１は約９０度（θ１≒９０度）となっており、図３７（ｃ
）に示すように、転動路面１６１ａの下流部１７６においては、内角θ１は９０度以下（
θ１≦９０度）の鋭角となっている。
【０２９０】
　また、軸線Ｐと転動路面１６１ａとの内角θ２（図３５（ｃ）参照）、つまり、軸線Ｐ
に対する底板１６２の左右方向の傾斜角度である内角θ２は９０度以上（θ２≧９０度）
の鈍角となっている。
【０２９１】
　このように、転動路面１６１ａ及び補助転動路面１６１ｂを構成する底板１６２は、投
入メダルセレクタ１３１から右側方に向けて流出するメダルを、右側方及び手前側に向け
て流下させるように傾斜させて配設される。よって、平面視略円弧状に形成される帯状の
転動路面１６１ａは、上流部１７５から下流部１７６に向けて漸次下方に傾斜する傾斜面
とされている。
【０２９２】
　次に、投入メダルセレクタ１３１から流出したメダルがメダルシュート１６０によりホ
ッパータンク３４ａに誘導される際の状況を、図３６及び図３７に基づいて説明する。尚
、図３６（ａ）において、メダルＭ１～Ｍ４は同一のメダルを示す。
【０２９３】
　前述したように、図３６（ａ）に示すように、投入メダルセレクタ１３１のメダル流下
通路１３３内を流下してきたメダルは、上下方向を向く流出口１４２ａから起立姿勢のま
ま、投入メダルセレクタ１３１の右側方に向けて流出する（図３３参照）。流出口１４２
ａから起立姿勢で流出して転動路面１６１ａの上流部１７５に乗り移ったメダルＭ１は、
メダルシュート１６０の右側に向けて転動しようとするが、転動路面１６１ａの上流部１
７５は、前述したように、誘導立面１６３側から規制段部１６９側、つまり、後側から前
側に向けて下方に傾斜する傾斜面であることで、誘導立面１６３から離れる方向にスムー
スに誘導されるため、メダルが誘導立面１６３に強く接触して摩擦抵抗が大きくなって失
速することが防止される。また、メダルの転動方向の後側が流出口１４２ａから完全に抜
け出た後は、メダルＭ２の転動方向の前部が、傾斜する転動路面１６１ａにより前側に傾
けられ、右側にカーブ（方向変換）することにより、メダルＭ２の周縁上部が遠心力によ
り誘導立面１６３側に傾倒する。
【０２９４】
　そして、方向変換部１６８に差し掛かったときに、メダルＭ３の周縁上部が誘導立面１
６３に接触し、該誘導立面１６３に摺接した状態で転動する。これにより、メダルが誘導
立面１６３との摺接により右側に向けて方向変換（誘導）される。このようにメダルの周
縁上部が誘導立面１６３側に傾倒して摺接する傾倒姿勢となった場合において、該メダル
Ｍ３の周縁下部が規制段部１６９によりガイド（当接）されて横滑り（転動方向に対して
直交する方向、すなわち、メダルの表裏面方向への滑り）が規制され、該傾倒姿勢が維持
されるため、方向変換部１６８において、メダルＭ３の周縁下部が内側の補助転動路面１
６１ｂ側に向けて滑ってメダルが倒伏して該メダルが底板１６２上に滞留し、後続するメ
ダルによりメダル詰まりが発生してしまうことが防止される。
【０２９５】
　また、方向変換部１６８にて方向変換されたメダルＭ３は、その周縁下部が規制段部１
６９により当接して横滑りが規制され、周縁上部が誘導立面１６３側に傾倒して摺接する
前後方向を向く傾倒姿勢のまま転動する。下流部１７６まで到達したメダルＭ４は、底板
１６２の前辺部から落下して、その下方に配設されるホッパータンク３４ａ内に貯留され
る。
【０２９６】
　図３６（ｂ）には、流出口１４２ａから起立姿勢で流出し、転動路面１６１ａ上を転動
するメダルＭ１～Ｍ４の周縁が通過する軌跡が太実線で示されている。このように、上流
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部１７５における幅方向の略中央位置に流出したメダルは、上流部１７５から方向変換部
１６８に向けて、方向変換部１６８の内側、つまり規制段部１６９側に向けてスムースに
誘導された後、該方向変換部１６８を通過して下流部１７６まで傾倒姿勢で転動するため
、周縁の軌跡は規制段部１６９に沿って描かれることになる。すなわち、メダルは、平面
視円弧状に形成される所定幅の転動路面１６１ａから逸脱することなく、転動路面１６１
ａに沿ってスムースに、かつ安定して誘導される。
【０２９７】
　また、図３６（ｂ）中１点鎖線で示すように、メダルが流出口１４２ａから起立姿勢で
流出した時点で、何らかの要因（例えばメダルに付着したゴミ等によりメダル流下通路１
３３内で発生した摩擦抵抗や、遊技者による１枚ＢＥＴスイッチ５、ＭＡＸＢＥＴスイッ
チ６、スタートスイッチ７等の操作あるいは身体の接触等により生じる前面扉１ｂの振動
等）により、通常速度よりも失速している、または失速してしまった場合は、右側への流
下よりも前側への流下が促進され、転動路面１６１ａに沿って転動せずに、規制段部１６
９側に向けて急速に誘導されることになるが、前述したように規制段部１６９は乗り上が
り可能な高さに形成されていることから、失速したメダルは規制段部１６９を乗り上がっ
て補助転動路面１６１ｂに乗り移り、方向変換部１６８をショートカットするように該補
助転動路面１６１ｂ上を転動し、最終的に転動路面１６１ａの下流部１７６付近で復帰し
て落下することができる。
【０２９８】
　このように、転動路面１６１ａにおける方向変換部１６８の内側には、乗り上がり可能
な規制段部１６９を介して、平坦状の補助転動路面１６１ｂが形成されているため、メダ
ルが失速した場合でも、メダルを転動によりホッパータンク３４ａに向けて誘導すること
ができる。
【０２９９】
　このようにメダルシュート１６０は、流出口１４２ａから起立姿勢で流出して、転動路
面１６１ａにおけるメダルの流入路部である上流部１７５を転動するメダルは、転動路面
１６１ａが規制段部１６９側に向けて下方に傾斜していることにより、該規制段部１６９
側、つまり誘導立面１６３から離れる方向にスムースに誘導されて転動するため、メダル
が誘導立面１６３に強く接触して摩擦抵抗が大きくなって失速することが防止されるばか
りか、メダルの周縁上部が誘導立面１６３側に傾倒して摺接する傾倒姿勢となった場合に
は、メダルの周縁下部が規制段部１６９によりガイドされて横滑りが規制され、これによ
り傾倒姿勢が維持された状態で規制段部１６９に沿って転動するため、メダルが安定した
姿勢で誘導されるとともに、該傾倒姿勢で維持されることでメダルが倒伏しにくくなるた
め、メダルを確実に、かつスムースにホッパータンク３４ａに誘導することができる。
【０３００】
　また、規制段部１６９は、前述したように高さが約１ｍｍ程度の段差とされており、転
動するメダルが、転動路面１６１ａから補助転動路面１６１ｂに乗り上がり可能に、かつ
、補助転動路面１６１ｂから転動路面１６１ａに復帰可能に構成されていることで、例え
ば上流部１７５付近でメダルが失速した場合等においては、転動路面１６１ａから逸脱し
ても、補助転動路面１６１ｂ上を転動して下流部１７６側に向けて誘導される。
【０３０１】
　さらに、規制段部１６９は、メダルが内側の補助転動路面１６１ｂ側に向けて倒伏可能
な高さであるため、例えば上流部１７５においてメダルが失速して該メダルが補助転動路
面１６１ｂ側に向けて倒伏してしまった場合でも、ホッパータンク３４ａ側に向けて下方
に傾斜する補助転動路面１６１ｂにより、メダルは倒伏したまま滑り落ちる（流下する）
ことができる。よって、上流部１７５付近において、メダルが規制段部１６９に傾倒した
状態で滞留してしまうことがないので、メダル詰まりの発生が効果的に防止される。
【０３０２】
　このように規制段部１６９は、傾倒したメダルの周縁下部と当接して横滑りを規制して
該傾倒姿勢を維持可能であるとともに、メダルが転動路面１６１ａから補助転動路面１６
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１ｂに乗り上がり可能に、かつ、補助転動路面１６１ｂから転動路面１６１ａに復帰可能
に構成されていることが好ましい。尚、本実施例では、段差は約１ｍｍ以下に形成されて
いるが、上述のようにメダルを当接規制及び乗り上がり可能な高さであれば、１ｍｍ以上
であってもよい。但し、規制段部１６９は、メダルの周縁下部に当接して横滑りを規制し
て該傾倒姿勢を維持可能な段差であり、ガイド板１６４のように、メダルの側面や該メダ
ルの上部を係止可能な高さ以下であることが好ましく、少なくともメダルの半径Ｌ２以下
の高さであることが好ましい。
【０３０３】
　また、転動路面１６１ａの内側に、規制段部１６９の上部から連設される平面視略扇状
の補助転動路面１６１ｂが連設されているとともに、規制段部１６９も極めて高さが低い
ことで、転動路面１６１ａは所定深さを有する細凹溝状（Ｕ字状）の通路ではなく、上方
に広く開放されているため、転動路面１６１ａ及び補助転動路面１６１ｂ上に付着するゴ
ミ等の清掃を容易に行うことができる。
【０３０４】
　また、転動路面１６１ａは単一の板材である１枚の底板１６２にて構成されるとともに
、誘導立面１６３は単一の板材であるガイド板１６４にて構成されることで、転動路面１
６１ａや誘導立面１６３に、部材同士の継ぎ目等による段差を生じさせることなく、平坦
状に形成することができるので、メダルとの摩擦抵抗によるメダルの失速を極力低減でき
る。
【０３０５】
　尚、本実施例では、転動路面１６１ａと誘導立面１６３とは、１枚の金属板を屈曲及び
湾曲形成することにより形成されていたが、それぞれの面を、転動方向に向けて平坦状に
形成できれば、例えば転動路面１６１ａを構成する底板１６２と誘導立面１６３を構成す
るガイド板１６４がそれぞれ別個の板材にて構成されていてもよい。
【０３０６】
　また、メダルシュート１６０は、使用状態において、誘導立面１６３が鉛直方向を向く
ように配設されることで、傾倒姿勢となったメダルとの摺接時における安定性が向上する
。
【０３０７】
　また、転動路面１６１ａの幅寸法Ｌ１は、メダルの直径Ｌ３及び半径Ｌ２よりも小寸（
Ｌ１＜Ｌ２，Ｌ３）であるため、メダルが傾倒姿勢となった際に、確実にメダルの周縁上
部が誘導立面１６３に接触し、かつ該メダルの周縁下部が規制段部１６９に当接して横滑
りが規制されるため、メダルの倒伏が防止される。特に転動路面１６１ａの幅寸法Ｌ１が
、メダルの半径Ｌ２よりも小寸とすることで、メダルがより起立した姿勢で維持されるた
め、誘導立面１６３との摩擦抵抗が効果的に低減される。
【０３０８】
　また、メダルシュート１６０は、転動路面１６１ａの内側に、誘導立面１６３とは別個
に立設される補助誘導立面１６５をさらに備え、誘導立面１６３と補助誘導立面１６５と
の間の幅寸法Ｌ５は、メダルの直径Ｌ３よりも大寸であるため（Ｌ５＞Ｌ３）、仮にメダ
ルが流下途中で倒伏しても、補助誘導立面１６５により確実にホッパータンク３４ａに誘
導できる。
【０３０９】
　尚、本実施例では、底板１６２は、正面から見て左側から右側に向けて下方に傾斜する
ように配設されていたが、転動路面１６１ａの上流部１７５において、後側から前側に向
けて下方に傾斜するように配設されていれば、左右方向にほぼ水平に配設されていてもよ
い。
【０３１０】
　また、本実施例では、底板１６２の上面における転動路面１６１ａの内側に補助転動路
面１６１ｂが形成されていたが、転動路面１６１ａにおける誘導立面１６３と反対側の側
縁に規制段部１６９が形成されていれば、補助転動路面１６１ｂは必ずしも形成されてい
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なくてもよい。
【０３１１】
　また、本実施例では、メダルシュート１６０は投入メダルセレクタ１３１を正面から見
て右側に配設されていたが、流出口１４２が左側面に形成されている場合には、左側に配
設されていてもよい。すなわち、投入メダルセレクタ１３１における流出口１４２の形成
位置に対応して設けられていればよい。
【０３１２】
　また、本実施例では、ガイド板１６４の内面に形成される誘導立面１６３は、軸線Ｐに
対して平行に立設され、かつ、転動路面１６１ａの上流部との内角θ１が９０度以上とな
るとともに、その高さＬ４がメダルの直径Ｌ３よりも大寸となるように形成されていたが
、本発明はこれに限定されるものではなく、メダルを摺接誘導可能に立設されていれば、
例えば図３８に示される変形例としての誘導立面１６３’のように、軸線Ｐに対して傾斜
して立設され、かつ、転動路面１６１ａの上流部との内角θ１が９０度または９０度未満
となるとともに、その高さＬ４がメダルの直径Ｌ３よりも小寸となるように形成されてい
てもよい。
【０３１３】
　（メダルシュートとその周辺部材との配置位置関係）
　次に、投入メダルセレクタ１３１、メダルシュート１６０、メダル通路部材１９０、ホ
ッパータンク３４ａの配置位置関係について、図３９及び図４０にもとづいて説明する。
図３９は、メダルセレクタ、メダルシュート、メダル通路部材、ホッパータンクの配置位
置関係を示す概略図である。図４０は、図３９の側面図である。
【０３１４】
　図３９及び図４０に示すように、投入メダルセレクタ１３１は、流出口１４２ａがホッ
パータンク３４ａよりも上方に位置するようにホッパータンク３４ａよりも上方位置に配
設されている。
【０３１５】
　メダルシュート１６０は、転動路面１６１ａ及び補助転動路面１６１ｂの下流側端部が
ホッパータンク３４ａよりも上方に位置するようにホッパータンク３４ａよりも上方位置
に配設されている。また、メダルシュート１６０は、投入メダルセレクタ１３１の右側面
に形成される流出口１４２ａ側に配置され、転動路面１６１ａ及び補助転動路面１６１ｂ
は筐体１ａに配置されるホッパータンク３４ａに向けて下方に傾斜するように延設されて
いる。
【０３１６】
　メダル通路部材１９０は、投入メダルセレクタ１３１の下部から下方のメダル払出口９
に向けて下方に延設されている。より詳しくは、メダル通路部材１９０の上端開口１９０
ａ、つまり投入メダルセレクタ１３１の下面側に設けられる流出部１４２ｂから流出する
不適正メダルを受け入れる受入口は、投入メダルセレクタ１３１の下部を収容可能な大き
さに形成されるとともに、前述したように投入メダルセレクタ１３１をメダルセレクタ取
付部材１５０に対して着脱するときに、投入メダルセレクタ１３１を手前側に傾倒させる
ことができるように手前側に大きく開放されている。したがって、上端開口１９０ａは投
入メダルセレクタ１３１の手前側に開放するように設けられているため、メダル通路部材
１９０と投入メダルセレクタ１３１の本体との間に形成される上端開口１９０ａからメダ
ルＭを流入させることができる。
【０３１７】
　但し、このメダル通路部材１９０の上端開口１９０ａは、流出口１４２ａ及び転動路面
１６１ａ及び補助転動路面１６１ｂの下流側端部の配置位置よりも上方に配置されている
ため、流出口１４２ａから流出した適正メダルＭをそのまま自然流下させて上端開口１９
０ａに流入させたり、あるいは転動路面１６１ａ及び補助転動路面１６１ｂの下流側端部
から流出した適正メダルＭをそのまま自然流下させて上端開口１９０ａに流入させて、適
正メダルＭをメダル払出口９に返却させるという不正行為を行うことが困難とされている
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。
【０３１８】
　また、近年においては、流出口１４２ａから流出して転動路面１６１ａ及び補助転動路
面１６１ｂ上を転動しているメダルＭを、何らかのメダルリフト機構を備える不正装置に
て取り込んだ後、上方にリフトしてその上方にある上端開口１９０ａに排出して適正メダ
ルＭをメダル払出口９から返却して使いまわすという不正行為が行われることがある。
【０３１９】
　しかしながら、本実施例のメダルシュート１６０にあっては、転動路面１６１ａ及び補
助転動路面１６１ｂの上方位置に、シュートカバー９００が取り付けられていることによ
り、転動路面１６１ａ及び補助転動路面１６１ｂを流下するメダルＭを不正装置にて取り
込んだとしても、転動路面１６１ａ及び補助転動路面１６１ｂの上方位置に上板部９０１
が配置されていることで、上方へリフトして取り出すことが困難となるとともに、この上
板部９０１を回避して取り出そうとした場合には、取り出したメダルの上端開口１９０ａ
までの移送距離が長くなるため、流出口１２４ａから流出したメダルＭをホッパータンク
３４ａに貯留させることなくメダル払出口９から返却させて使い回すといった不正行為を
抑制することができる。
【０３２０】
　また、本実施例の投入メダルセレクタ１３１は、メダルセレクタ取付部材１５０に対し
て下端を軸にして上部を手前側に傾倒させることにより取り付けるものであるから、メダ
ル通路部材１９０の受入口である上端開口１９０ａを完全に閉鎖できないとともに、メダ
ルシュート１６０は、メダルＭを転動路面１６１ａ及び補助転動路面１６１ｂにより転動
にて流下させるため、滑落により流下されるものに比べてメダルを取り出しやすく、また
、受入口に不正に戻しやすい。よって、上端開口１９０ａを完全に閉鎖することにより不
正にメダルを戻されることを防止するのではなく、シュートカバー９００により流下する
メダルＭの上方への取り出しを規制することで、上端開口１９０ａを閉鎖しなくても不正
行為を抑制することができる。
【０３２１】
　また、転動路面１６１ａ及び補助転動路面１６１ｂを流下するメダルＭを不正装置にて
取り込んだとしても、転動路面１６１ａ及び補助転動路面１６１ｂの側方位置、つまり上
端開口１９０ａ側に側板部９０２ａが配置されていることで、取り込んだメダルＭを側方
に取り出すことが困難となるとともに、この側板部９０２ａを回避して取り出そうとした
場合には、取り出したメダルの上端開口１９０ａまでの移送距離が長くなる。
【０３２２】
　また、メダルシュート１６０における上端開口１９０ａと反対側の側面に開口部９１０
が形成されていることで、転動路面１６１ａ及び補助転動路面１６１ｂの側方から開口部
９１０を介してメダルＭにアクセスすることができるため、転動路面１６１ａまたは補助
転動路面１６１ｂ上でメダル詰まりが発生したときに、シュートカバー９００を取り外さ
なくても簡単に対処することができるばかりか、開口部９１０からメダルを不正に取り出
しても、上端開口１９０ａまでの移送距離を極力長くすることができる。
【０３２３】
　さらに、隙間９１１９１１は転動路面１６１ａ及び補助転動路面１６１ｂとガイド板１
６４の下端との間に形成されることで、転動路面１６１ａ及び補助転動路面１６１ｂ上の
塵やゴミ等が開口部から落下しやすくなる。
【０３２４】
　また、取付板部９０２ｂ，９０３ｂはともにガイド板１６４，１６６の外側に配置され
ることで、取付板部９０２ｂ，９０３ｂの下端面は下向きに配置されるため、該取付板部
９０２ｂ，９０３ｂの下端面により形成される段部を利用して不正装置を取り付けること
等を防止できる。
【０３２５】
　また、本実施例では、シュートカバー９００は金属製の板材にて構成されていたが、転
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動路面１６１ａ及び補助転動路面１６１ｂへの上方からのアプローチを規制しうるもので
あれば、例えば金属製のネット等にて構成してもとしてもよい。また、透明な合成樹脂板
にて構成してもよく、このようにすることで、シュートカバー９００を通して流下するメ
ダルを視認することができる。
【０３２６】
　また、本実施例では、シュートカバー９００は取付板部９０２ｂ，９０３ｂを介してガ
イド板１６４，１６６の上端に取り付けられていたが、上板部９０１を直接取り付けても
よい。
【０３２７】
　また、本実施例では、メダルシュート１６０を構成する底板１６２，ガイド板１６４，
１６６と別個に成型されたシュートカバー９００とを一体に組み付けることで構成されて
いたが、予め一体成型されていてもよい。
【０３２８】
　また、本実施例では、適正メダルが流出する流出口１４２ａから流出したメダルは、メ
ダルシュート１６０を介して回収部の一例であるホッパータンク３４ａに貯留されること
により回収されるようになっていたが、メダルシュート１６０は、遊技者から不正にメダ
ルを取り出せない回収部にメダルを誘導するものであれば、例えばスロットマシンの外部
（例えばスロットマシンを設置する遊技機設置島等）に設けられる回収部やメダルを自動
回収する回収装置等にメダルを誘導するものであってもよい。
【０３２９】
　（ストップスイッチユニット）
　次に、ストップスイッチ８Ｌ，８Ｃ，８Ｒを構成するストップスイッチユニット８５０
の構造について、図４１及び図４２にもとづいて説明する。図４１は、（ａ）はストップ
スイッチユニットを示す正面図であり、（ｂ）は右側面図、（ｃ）は平面図である。図４
２は、ストップスイッチユニットの内部構造を示す分解斜視図である。
【０３３０】
　図４２に示すように、ストップスイッチユニット８５０は、横長に形成されたベース部
材８５１と、ベース部材８５１の前面にネジ８５２ａ，８５２ｂにより取り付けられる前
カバー８５２と、ベース部材８５１の背面に左右の弾性係止爪８５５ａ，８５５ｂにより
係止される後カバー８５３と、を備える。
【０３３１】
　ベース部材８５１の前面には、後述するボタンベース８６６Ｌ，８６６Ｃ，８６６Ｒを
前後移動自在にガイドする横長楕円形状をなすガイド筒部８５６Ｌ，８５６Ｃ，８５６Ｒ
が突設されているとともに、各ガイド筒部８５６Ｌ，８５６Ｃ，８５６Ｒに対応する位置
には穴部８５７Ｌ，８５７Ｃ，８５７Ｒが形成されている。ガイド筒部８５６Ｌ，８５６
Ｃ，８５６Ｒの間には、ストップスイッチユニット８５０を前面扉１ｂに取り付けるため
のネジ８５０ａ（図２９参照）が挿通される挿通孔８５８ａ，８５８ｂが形成されている
とともに、前カバー８５２を取り付けるネジ８５２ａ，８５２ｂが螺入されるネジ穴８５
９ａ，８５９ｂが形成されている。
【０３３２】
　また、ベース部材８５１の左右側には、後カバー８５３の弾性係止爪８５５ａ，８５５
ｂが差し込まれる係止溝８６０ａ，８６０ｂが前後方向に延設されているとともに、それ
らの下方には、ストップスイッチユニット８５０を前面扉１ｂに取り付けるためのネジ８
５０ｂ（図２９参照）が取り付けられる取付孔８６１ｃが形成された取付片８６１ａ，８
６２ｂが斜め下方に向けて突設されている。
【０３３３】
　各ガイド筒部８５６Ｌ，８５６Ｃ，８５６Ｒには、透光性を有する操作面を構成するボ
タンカバー８６５Ｌ，８６５Ｃ，８６５Ｒが前面に取り付けられるとともに、中心に透光
孔８６６ａが形成されたボタンベース８６６Ｌ，８６６Ｃ，８６６Ｒが、付勢バネ８６７
Ｌ，８６７Ｃ，８６７Ｒを介して前面側から摺動自在に嵌合される。尚、ボタンカバー８
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６５Ｌ，８６５Ｃ，８６５Ｒはボタンベース８６６Ｌ，８６６Ｃ，８６６Ｒよりも若干幅
寸法が短寸に形成されている。
【０３３４】
　前カバー８５２は、各ガイド筒部８５６Ｌ，８５６Ｃ，８５６Ｒとの対向位置に、ボタ
ンカバー８６５Ｌ，８６５Ｃ，８６５Ｒの幅寸法よりも長寸で、ボタンベース８６６Ｌ，
８６６Ｃ，８６６Ｒの幅寸法よりも短寸のボタン孔８７０Ｌ，８７０Ｃ，８７０Ｒが貫通
して形成されているとともに、これらボタン孔８７０Ｌ，８７０Ｃ，８７０Ｒの周縁前面
には、ボタン孔８７０Ｌ，８７０Ｃ，８７０Ｒを挿通するボタンカバー８６５Ｌ，８６５
Ｃ，８６５Ｒの周面を前後移動自在にガイドする楕円筒状のガイド筒部８７１Ｌ，８７１
Ｃ，８７１Ｒが突設されている。
【０３３５】
　また、各ガイド筒部８５６Ｌ，８５６Ｃ，８５６Ｒの間には、ストップスイッチユニッ
ト８５０を前面扉１ｂに取り付けるためのネジ８５０ａ（図２９参照）が挿通される挿通
孔８７２ａ，８７２ｂが形成されているとともに、前カバー８５２を取り付けるネジ８５
２ａ，８５２ｂが取り付けられる取付穴８７３ａ，８７３ｂが形成されている。
【０３３６】
　前カバー８５２をベース部材８５１の前面に取り付けることで、ボタンカバー８６５Ｌ
，８６５Ｃ，８６５Ｒの前面が各ガイド筒部８７１Ｌ，８７１Ｃ，８７１Ｒに臨んでスト
ップスイッチ８Ｌ，８Ｃ，８Ｒを構成する。ボタンベース８６６Ｌ，８６６Ｃ，８６６Ｒ
は付勢バネ８６７Ｌ，８６７Ｃ，８６７Ｒにより前方に付勢されるが、ガイド筒部８７１
Ｌ，８７１Ｃ，８７１Ｒには入り込めない幅寸法を有していることで、前カバー８５２の
背面に係止され、これによりボタンカバー８６５Ｌ，８６５Ｃ，８６５Ｒの突出位置が決
定される。
【０３３７】
　ベース部材８５１の背面には、ストップスイッチ８Ｌ，８Ｃ，８Ｒ（センサ）及びスト
ップＬＥＤ８８０Ｌ，８８０Ｃ，８８０Ｒが前面における各穴部８５７Ｌ，８５７Ｃ，８
５７Ｒに対向する位置に配置されたスイッチ基板８５４が、ネジ８５４ａ，８５４ｂによ
り取り付けられる。ストップスイッチ８Ｌ，８Ｃ，８Ｒは、ボタンカバー８６５Ｌ，８６
５Ｃ，８６５Ｒの前面が押圧されたときにボタンベース８６６Ｌ，８６６Ｃ，８６６Ｒの
背面に設けられた図示しない被検出部を検出するようになっている。また、挿通孔８５８
ａ，８５８ｂに対応する位置には挿通孔８８１ａ，８８１ｂが形成されているとともに、
後カバー８５３が取り付けられることで該スイッチ基板８５４の背面が被覆されるように
なっている。
【０３３８】
　後カバー８５３は、ストップスイッチユニット８５０を前面扉１ｂに取り付けるための
ネジ８５０ａ（図２９参照）が取り付けられる取付孔８８５ａ，８８５ｂが形成されてい
るとともに、下辺部には、スイッチ基板８５４からのケーブルをまとめて挿通させるため
の切欠部８８６が形成されている。
【０３３９】
　このようにストップスイッチユニット８５０は、それぞれユニット化されたストップス
イッチ８Ｌ，８Ｃ，８Ｒを前面扉１ｂに設けられたストップスイッチ孔７０５Ｌ，７０５
Ｃ，７０５Ｒに個別に配設することなく、各ストップスイッチ８Ｌ，８Ｃ，８Ｒを一体化
して単一のユニットとして取り付けることができるため、前面扉１ｂに対する着脱を簡単
に行うことができる。
【０３４０】
　また、前面扉１ｂに取り付けたときには、ストップスイッチ孔７０５Ｌ，７０５Ｃ，７
０５Ｒ内に各ガイド筒部８７１Ｌ，８７１Ｃ，８７１Ｒが嵌合されるため、前面側からス
トップスイッチ孔７０５Ｌ，７０５Ｃ，７０５Ｒとガイド筒部８７１Ｌ，８７１Ｃ，８７
１Ｒとの間に形成される隙間を介して針金等を差し込んでも、板状の前カバー８５２によ
り該針金の進入が阻止されるため安全である。
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【０３４１】
　以上、本発明の実施例を図面により説明してきたが、具体的な構成はこれら実施例に限
られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲における変更や追加があっても本発
明に含まれる。
【０３４２】
　例えば、前記実施例では、本発明の遊技機の一例としてスロットマシン１を適用したが
、本発明はこれに限定されるものではなく、遊技用価値としてパチンコ球（遊技媒体）を
用いて遊技を行うパチンコ遊技機等にも適用可能である。
【符号の説明】
【０３４３】
１　　　　　　　　スロットマシン
２００　　　　　　ラベル貼着部材
２０２，２０３　　上弾性係止片
２０４，２０５　　下弾性係止片
２０２ａ～２０５ａ　係止爪
２０１ａ，２０１ｂ　ラベル
２１２～２１５　　貫通孔
２２０　　　　　　不正防止部材
２２０ａ　　　　　背面壁
２２０ｂ　　　　　左側壁
２２０ｃ　　　　　右側壁
２２０ｄ　　　　　上壁
２２０ｅ　　　　　下壁
２５２～２５５　　規制片
５２４　　　　　　貼着部材取付凹部
【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】
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【図２７】 【図２８】

【図２９】 【図３０】
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【図３１】 【図３２】

【図３３】 【図３４】
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【図３５】 【図３６】

【図３７】 【図３８】
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【図３９】 【図４０】

【図４１】 【図４２】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年7月9日(2014.7.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技機本体と、該遊技機本体の前面を開閉可能に設けられる前面扉と、を備える遊技機
であって、
　当該遊技機に関連する遊技機情報が表示された表示部と、
　透光性を有する透光部を有し、該透光部を通して前記遊技機情報が前面側から視認可能
となるように前記表示部を配置した状態で前記前面扉の前面に取り付けられる透光部材と
、
　前記前面扉に形成される貫通孔と、
　前記透光部材の背面における前記貫通孔に対応する位置に突設され、前記貫通孔を挿通
可能な長さ寸法を有するとともに、前記前面扉の背面に設けられた被係止部に係止可能な
係止部が形成された弾性係止片と、
　前記前面扉の背面に、前記貫通孔を被覆するように配置される被覆部と、
　を備える
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は、このような問題点に着目してなされたもので、表示部を簡単に取り付け、取
り外しできるとともに、不正行為が行われないように表示部を取り付けできる遊技機を提
供することを目的とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　前記課題を解決するために、本発明の請求項１に記載の遊技機は、
　遊技機本体と、該遊技機本体の前面を開閉可能に設けられる前面扉と、を備える遊技機
であって、
　当該遊技機に関連する遊技機情報が表示された表示部と、
　透光性を有する透光部を有し、該透光部を通して前記遊技機情報が前面側から視認可能
となるように前記表示部を配置した状態で前記前面扉の前面に取り付けられる透光部材と
、
　前記前面扉に形成される貫通孔と、
　前記透光部材の背面における前記貫通孔に対応する位置に突設され、前記貫通孔を挿通
可能な長さ寸法を有するとともに、前記前面扉の背面に設けられた被係止部に係止可能な
係止部が形成された弾性係止片と、
　前記前面扉の背面に、前記貫通孔を被覆するように配置される被覆部と、
　を備える
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　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、透光部材は、弾性係止片を前面扉の前面側から貫通孔に差し込むだ
けで簡単に取り付けることができるばかりか、透光部材を不正に取り外して貫通孔から針
金等の不正部材を進入させても、被覆部により不正部材の進入が阻止されるため、遊技機
本体に設けられる遊技部品等に対する不正行為を抑制することができる。
　また、本発明の手段１の遊技機は、
　遊技機本体（筐体１ａ）と、該遊技機本体の前面を開閉可能に設けられる前面扉（１ｂ
）と、を備える遊技機（スロットマシン１）であって、
　当該遊技機に関連する遊技機情報（遊技機の型式や製造業者名、製造番号、製造年月日
等）が表示されたラベル（２０１ａ，２０１ｂ）と、
　透光性を有する透光部（透光板２００ａ）を有し、該透光部の背面（２００ｃ）に前記
遊技機情報を対向させた状態で前記ラベルが貼着されるラベル貼着部材（２００）と、
　前記前面扉の前面に設けられ、前記ラベル貼着部材が取り付けられる貼着部材取付部（
貼着部材取付凹部５２４）と、
　前記前面扉に形成される貫通孔（２１２～２１５）と、
　前記ラベル貼着部材の背面（２００ｃ）における前記貫通孔に対応する位置に突設され
、前記貫通孔を挿通可能な長さ寸法を有するとともに、前記前面扉の背面に設けられた被
係止部（貫通孔２１２～２１５の開口縁）に係止可能な係止部（係止爪２０２ａ，２０３
ａ、２０４ａ，２０５ａ）が形成された弾性係止片（上弾性係止片２０２，２０３、下弾
性係止片２０４，２０５）と、
　前記前面扉の背面に、前記貫通孔に挿通された前記弾性係止片における前記係止部の反
対側面に当接または近接して配置され、前記係止部の係止解除方向への移動（弾性変形）
を規制する規制部（不正防止部材２２０の規制片２５２～２５５）と、
　前記前面扉の背面に、前記貫通孔を被覆するように配置される被覆部（不正防止部材２
２０の背面壁２２０ａ、左側壁２２０ｂ、右側壁２２０ｃ、上壁２２０ｄ、下壁２２０ｅ
）と、
　を備える
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、ラベル貼着部材は、弾性係止片を前面扉の前面側から貫通孔に差し
込むだけで貼着部材取付部に簡単に取り付けることができるばかりか、取付状態において
係止部は前面扉の背面側にて係止され、しかも規制部により係止解除方向への移動が規制
されることで、前面扉の前面側から係止状態を解除して取り外すことが極めて困難となる
。また、前面扉の前面にラベル貼着部材を嵌合させる大きな貫通孔を形成する必要がない
ばかりか、ラベル貼着部材を不正に取り外して貫通孔から針金等の不正部材を進入させて
も、被覆部により不正部材の進入が阻止されるため、遊技機本体に設けられる遊技部品等
に対する不正行為を抑制することができる。
　尚、近接とは、前記係止部が前記被係止部への係止状態を解除するのに必要な移動距離
の範囲内であることが好ましい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の手段２の遊技機は、手段１に記載の遊技機であって、
　前記規制部（不正防止部材２２０の規制片２５２～２５５）及び前記被覆部（不正防止
部材２２０の背面壁２２０ａ、左側壁２２０ｂ、右側壁２２０ｃ、上壁２２０ｄ、下壁２
２０ｅ）は、前記前面扉（１ｂ）の背面における前記貼着部材取付部（貼着部材取付凹部
５２４）に対応する位置に着脱自在に取り付けられる単一の部材（不正防止部材２２０）
に形成されている
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　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、規制部と被覆部とを前面扉の背面に対して一度に取り付け、取り外
しできる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の手段３の遊技機は、手段１または２に記載の遊技機であって、
　前記係止部（係止爪２０２ａ，２０３ａ、２０４ａ，２０５ａ）は前記弾性係止片（上
弾性係止片２０２，２０３、下弾性係止片２０４，２０５）に突設され、
　前記弾性係止片は、第１弾性係止片（下弾性係止片２０４，２０５）と、前記係止部（
係止爪２０２ａ，２０３ａ）が該第１弾性係止片の係止部（係止爪２０４ａ，２０５ａ）
の突出方向に対して略直交する方向に突出する第２弾性係止片（上弾性係止片２０２，２
０３）と、を含む
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、第１弾性係止片及び第２弾性係止片の係止部の係止状態を解除する
には、第１弾性係止片及び第２弾性係止片双方をそれぞれ異なる方向に同時に弾性変形さ
せなければならないため、取り外しが困難となる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の手段４の遊技機は、手段１～３のいずれかに記載の遊技機であって、
　前記第１弾性係止片（下弾性係止片２０４，２０５）は、前記第２弾性係止片（上弾性
係止片２０２，２０３）よりも下方位置に設けられ、前記係止部（係止爪２０４ａ，２０
５ａ）が下方に向けて突設されている
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、第１弾性係止片を貫通孔に差し込んだ状態で該第１弾性係止片を支
点としてラベル貼着部材を回動させれば、第２弾性係止片が貫通孔に差し込まれるため、
取付作業が容易になる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の手段５の遊技機は、手段１～４のいずれかに記載の遊技機であって、
　前記規制部（不正防止部材２２０の規制片２５２～２５５）は金属材にて形成されてい
る（変形例）
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、規制部を熱溶解させることにより規制を解除するといった不正行為
を抑制できる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１３】
　本発明の手段６の遊技機は、手段１～５のいずれかに記載の遊技機であって、
　前記貫通孔（２１２～２１５）は、前記貼着部材取付部（貼着部材取付凹部５２４）の
周縁よりも内側に形成され（図２６参照）、
　前記弾性係止片（上弾性係止片２０２，２０３、下弾性係止片２０４，２０５）は、前
記ラベル貼着部材の背面（２００ｃ）における周縁よりも内側に突設され、前記係止部（
係止爪２０２ａ，２０３ａ、２０４ａ，２０５ａ）が外向きに突設される（図２４参照）
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、ラベル貼着部材が貼着部材取付部に取り付けられた状態において、
貫通孔がラベル貼着部材により前面側から確実に被覆されるので、前面扉の前面側から貫
通孔に針金等の不正部材を進入させにくくすることができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の手段７の遊技機は、手段２～６のいずれかに記載の遊技機であって、
　前記単一の部材（不正防止部材２２０）は、前記貼着部材取付部（貼着部材取付凹部５
２４）よりも面積が大きく、前面に前記規制部としてのリブ（規制片２５２～２５５）が
前記弾性係止片（上弾性係止片２０２，２０３、下弾性係止片２０４，２０５）に対して
直交するように突設された背面壁（背面壁２２０ａ）と、該背面壁の周縁から前面側に連
設された周壁（左側壁２２０ｂ、右側壁２２０ｃ、上壁２２０ｄ、下壁２２０ｅ）と、に
より前記被覆部を構成する
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、被覆部が背面壁と周壁とにより前面が開口する箱状に構成され、こ
れにより貫通孔だけでなく該貫通孔から前面扉の背面側に突出した弾性係止片を含めて背
面側から被覆できることで、弾性係止片を貫通させる孔等がない被覆部を構成することが
できる。
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